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ぱ
り
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分
か
る
・
で
き
る
授
業
」（
国
算
編
）

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年9月15日発行（毎月1回15日発行）第526号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「くじらぐも」　　　　　算数「３つのかずのけいさん」
小学2年　国語「お手紙」　　　　　　　算数「九九の習得」
小学3年　国語「サーカスのライオン」　算数「もようづくり」
小学4年　国語「ごんぎつね」　　　　　算数「概数の範囲」
小学5年　国語「たずねびと」　　　　　算数「偶数と奇数」
小学6年　国語「きつねの窓」　　　　　算数「拡大図と縮図」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「くじらぐも」　　　　　算数「３つのかずのけいさん」
小学2年　国語「お手紙」　　　　　　　算数「九九の習得」
小学3年　国語「サーカスのライオン」　算数「もようづくり」
小学4年　国語「ごんぎつね」　　　　　算数「概数の範囲」
小学5年　国語「たずねびと」　　　　　算数「偶数と奇数」
小学6年　国語「きつねの窓」　　　　　算数「拡大図と縮図」

中学校の授業実践
英語「衛生管理マニュアルに
　　　基づいた指導」
保健体育「走り高跳びの授業」

特集

医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

やっぱり基本は「分かる・
できる授業」（国算編）
やっぱり基本は「分かる・
できる授業」（国算編）

子供の自己肯定感　急速アップ子供の自己肯定感　急速アップ

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

やっぱり教師は授業が基本！
国語・算数の授業のポイントをお教えします
やっぱり教師は授業が基本！
国語・算数の授業のポイントをお教えします



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。
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鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
間は2020年9月15日ʙظ載঎品のタイアップܝ˒ 12月14日
※パスϫードを入ྗして、３か月間おಘにߪ入できます。

おਃ込みઌ

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

　学級文庫をたくさん用意すること、図工の作品は画びょうのヘリで留めること、プリンターやスキャ
ナーがあると便利であること。全てTOSSの先輩方から学んだことである。学級文庫が多くあれば、
いつでも「読書をして静かに待つ」ということが可能である。プリンターがあれば、「あかねこ漢字
スキル」（光村教育図書）や「あかねこ計算スキル」（光村教育図書）を忘れた子にすぐコピーを渡せる。
子供の活動や学習の機会を保証することができると同時に教師のストレスも軽減される。
　高学年になると、「自宅から本を持ってきたい」と言う子も出てくる。それぞれに面白い本を持っ
てくる。そのときに掛ける一言が「それ読み終わったら先生に貸して」である。現在は３人から借り
ている。子供との共通の話題にもなり、学ぶこともできる。

学級文庫にたくさん本を用意し、高学年の
希望者には、自宅からも持ってきてもらう。
子供とのコミュニケーションツールにもなる。

愛知県໊古԰市立東ࡩ小学校 ੨
あお

໦
き

 翔
しょう

ฏ
ㆸい

12月号
で紹介！

とびなわキング
（ブルー、レッド、イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　級別シール
　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

11月号
で紹介！

⇧背面の黒板は、その日の予定を書く以外は、
子供に開放をしている。各係から新聞や
お知らせが掲示されている。創意工夫が面白い。

⇧図工の掲示物に直接画びょうを刺さない。
画びょうのヘリで留めるのである。こうすることで、
きれいな状態で子供に返すことができる。

⇧教卓の後に設置しているプリンターとスキャナー。
急にコピーをするとき、子供のプリントをパソコンに
取り込みたいときに大活躍する。

⇧学級文庫は大量に用意する。特に人気の本は、『ガラスの仮面』
（美内すずえ著　白泉社）、『宇宙兄弟』（小山宙哉著　講談社）、
『ちはやふる』（末次由紀著　講談社）である。「青い鳥文庫」
（講談社）も人気である。

TalkLine10H2-3_入稿.indd   1 20/09/03   10:40
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で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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久く

野の

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

１

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
ビ
ー
玉
、
ビ
ー
玉
を
入
れ
る
容
器

（
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

２

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

　

目
標
を
視
覚
化
し
よ
う
と
思
い
、
目
標
を
達

成
し
た
ら
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
ビ
ー
玉
を
入
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
目
標
と
い
っ
て
も
、
当
た

り
前
の
こ
と
で
構
わ
な
い
。
例
え
ば
、

①
全
校
朝
会
の
開
始
前
に
整
列
し
て
い
る

②
清
掃
を
協
力
し
て
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
る

③
全
員
で
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
る

な
ど
、
ク
ラ
ス
全
員
で
達
成
し
た
こ
と
を
視
覚

化
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
一
筆
箋
で
個
人
を
褒

め
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
学
級
全
体
を
褒
め
る

具
体
物
は
な
か
っ
た
。
学
級
全
体
の
一
体
感
を

高
め
る
こ
と
を
念
頭
に
、
実
践
し
て
い
く
。

３

ポ
イ
ン
ト

　

ビ
ー
玉
は
二
種
類
の
大
き
さ
を
用
意
。
地
球

の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
サ
イ
ズ
（
小
）
と
ナ
メ
ッ

ク
星
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
サ
イ
ズ
（
大
）
と
、

ア
ニ
メ
に
例
え
て
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

よ
く
頑
張
っ
て
い
た
ら
、
小
を
二
個
か
大
を
一

個
入
れ
る
。
グ
ラ
ス
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
お
楽

し
み
会
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

４

実
践
前

　

子
供
た
ち
の
中
に
、
自
信
や
努
力
の
跡
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、不
明
確
だ
っ
た
。

５

実
践
後

　

子
供
た
ち
の
動
き
が
変
わ
っ
て
く
る
。
個
人

面
談
で
も
保
護
者
か
ら
「
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

ま
す
」
と
感
謝
さ
れ
た
。
学
級
全
体
に
目
標
を

明
確
に
示
し
、達
成
度
を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
も
努
力
を
継
続
す
る
よ
う
に
な
る
。

目
標
達
成
状
況
を
視
覚
化
す
る

「
目
標
を
達
成
し
た
ら
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
ビ
ー
玉
を
入
れ
る
」

学
級
全
体
を
褒
め
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
。



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

「
班
ご
と
に
実
験
を
板
書
さ
せ
る
」

①
ノ
ー
ト
に
実
験
の
予
想
を
か
か
せ
る
。

②
予
想
は
、
図
と
言
葉
で
か
か
せ
る
。

③
班
で
話
し
合
わ
せ
、予
想
を
板
書
さ
せ
る
。

④
予
想
を
説
明
さ
せ
る
。

⑤
意
見
を
分
類
す
る
。

⑥
結
果
を
共
有
さ
せ
る
。

　

様
々
な
単
元
で
応
用
可
能
で
あ
る
。

　

以
下
、
四
年
「
も
の
の
あ
た
た
ま
り
方
」
の

授
業
で
解
説
す
る
。

　

日
付
、タ
イ
ト
ル
「
も
の
の
あ
た
た
ま
り
方
」

を
板
書
す
る
。
子
供
た
ち
に
も
ノ
ー
ト
に
書
か

せ
る
。

　

続
け
て
「
水
は
ど
の
よ
う
な
あ
た
た
ま
り
方

を
す
る
の
か
？
」
と
板
書
す
る
。

　

試
験
管
と
ビ
ー
カ
ー
を
温
め
ま
す
。
試

験
管
は
、
真
ん
中
。
ビ
ー
カ
ー
は
、
端
を

温
め
ま
す
。
実
験
図
を
写
し
な
さ
い
。

　

温
ま
り
方
を
予
想
し
て
、
図
に
か
き
込

み
ま
す
。
さ
ら
に
、オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
っ
て
、

温
ま
り
方
を
説
明
し
な
さ
い
。

　

そ
の
間
に
黒
板
を
分
割
し
て
お
く
。
子
供
が

板
書
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
九

班
な
ら
ば
、
九
個
の
部
屋
を
作
っ
て
お
く
の
で

あ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
か
け
た
ら
、
班
で
話
し
合
っ

て
、
黒
板
に
か
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

「
じ
わ
じ
わ
と
」「
ス
ー
ッ
と
」「
だ
ん
だ
ん
と
」

「
ぐ
る
ぐ
る
と
」
な
ど
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
書
か

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な

る
。

　

黒
板
が
埋
ま
っ
た
ら
、簡
単
に
説
明
さ
せ
る
。

　

子
供
の
説
明
を
分
類
し
て
い
く
。

　

Ａ　

上
も
下
も

　

Ｂ　

上
だ
け

　

Ｃ　

上
か
ら

　

こ
の
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す
こ
と
に
よ

り
、
ど
ん
な
意
見
が
出
て
、
自
分
た
ち
の
意
見

が
ど
こ
の
班
と
同
じ
か
が
は
っ
き
り
す
る
。

　

ほ
か
の
班
の
意
見
を
ノ
ー
ト
に
メ
モ
し

た
人
。
そ
う
い
う
人
は
理
科
の
力
が
付
き

ま
す
。
予
想
を
修
正
し
て
も
い
い
で
す
よ
。

　

子
供
は
、
自
分
の
考
え
を
大
切
に
す
る
。

　

自
分
の
予
想
を
全
く
疑
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

目
の
前
の
結
果
が
違
っ
て
い
て
も
、
予
想
と

同
じ
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
と
き
さ
え
あ

る
。

「
予
想
を
立
て
、
す
ぐ
に
実
験
」
の
前
に
、
黒

板
を
開
放
し
、
ほ
か
の
考
え
方
を
入
れ
て
お
く

こ
と
で
、
視
野
が
広
が
っ
て
、
実
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
自
分
た
ち
の
予
想
は
違
っ
た
。
あ
あ
、
○
班

の
が
正
解
だ
」
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

結
果
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

ほ
か
の
班
の
意
見
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
柔
軟
な
視
点
で
実
験
が
で
き
る
。

班
ご
と
に
実
験
を
板
書
さ
せ
る

板
書
さ
せ
る
こ
と
で
、
全
体
の
進
行
が
把
握
で
き
る
。
ほ
か
の
班
の
予
想
や
結
果
と

比
較
さ
せ
る
こ
と
で
、
柔
軟
な
思
考
を
も
っ
て
熱
中
し
て
実
験
が
で
き
る
。

理科・啓林館
４年・ｐ.141-144



で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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の絵画工作授業大成功

顔
を
つ
く
る

発
想
を
広
げ
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

基本形

発展形

原形

　

ど
う
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
発
想
を
広
げ
る
た

め
の
手
立
て
を
以
下
に
示
し
た
。

①
小
さ
い
紙
で
試
作
す
る
︵
試
し
づ
く
り
︶

　

Ａ
４
用
紙
を
四
分
の
一
に
す
る
（
四
枚
の
小

さ
な
紙
が
で
き
る
）。
ま
ず
一
枚
目
を
手
に
取

り
、
ち
ぎ
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く

る
。
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
そ
の
形
を
つ

く
り
、
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
取
り

あ
え
ず
一
つ
つ
く
っ
て
み
る
。
そ
れ
を
見

て
二
枚
目
の
形
を
考
え
る
。
複
数
つ
く
っ

て
一
番
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
び
、
色
画
用

紙
で
本
格
的
に
つ
く
っ
て
い
く
。

②
色
画
用
紙
を
一
枚
選
ぶ

　

顔
の
土
台
と
な
る
色
を
選
ぶ
（
原
形
）。

③
色
画
用
紙
で
顔
の
土
台
を
つ
く
る

　

小
さ
い
紙
で
の
試
作
を
基
に
、
色
画
用
紙

を
ち
ぎ
る
。
ち
ぎ
っ
た
形
は
発
想
を
広
げ
る

た
め
の
出
発
点
と
な
る
（
基
本
形
）。

④
条
件
を
確
認
す
る

　

顔
に
見
え
る
よ
う
に
、
目
と
口
は
最

低
限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。

⑤
色
画
用
紙
で
部
品
を
つ
く
る

　

鼻
・
耳
・
髪
の
毛
な
ど
、
つ
く
ろ
う

と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に

は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い

と
き
に
は
、
条
件
の
一
つ
で
あ
る
目
を

つ
く
る
。
ど
の
よ
う
な
目
に
す
る
の
か
思

い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
取
り
あ
え
ず

目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

そ
の
形
を
見
て
、
次
ど
う
す
る
か
を
考

え
る
。
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
「
発

想
か
ら
形
へ
」
と
い
う
方
向
で
、
思
い

浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
「
形
か
ら
発
想

へ
」
と
い
う
方
向
で
考
え
る
。

⑥
部
品
を
貼
る

　

部
品
の
配
置
を
決
め
て
か
ら
接
着

す
る
。
接
着
前
で
あ
れ
ば
、
動
か
し

て
表
情
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）

作品例（発展形）

【顔の活用例】教材「ペーパーウエイト」
作品／北海道教育大学学生、札幌・函館での講座参加の皆さん

■基本形に部
品を加える

基本形

【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）

基本形基本形

【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）【発想の広がり】縦軸／原形→基本形→発展形、横軸／発想から形へ＆形から発想へ（双方向共存）

品を加える

　

Ａ
４
用
紙
を
四
分
の
一
に
す
る
（
四
枚
の
小

さ
な
紙
が
で
き
る
）。
ま
ず
一
枚
目
を
手
に
取

　

Ａ
４
用
紙
を
四
分
の
一
に
す
る
（
四
枚
の
小

て
一
番
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
び
、
色
画
用

さ
な
紙
が
で
き
る
）。
ま
ず
一
枚
目
を
手
に
取

り
、
ち
ぎ
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く

る
。
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
そ
の
形
を
つ

さ
な
紙
が
で
き
る
）。
ま
ず
一
枚
目
を
手
に
取

り
、
ち
ぎ
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く

作品例（発展形）作品例（発展形）作品例（発展形）作品例（発展形）作品例（発展形）

【顔の活用例】教材「ペーパーウエイト」

い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
取
り
あ
え
ず

目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

作品／北海道教育大学学生、札幌・函館での講座参加の皆さん

目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

そ
の
形
を
見
て
、
次
ど
う
す
る
か
を
考

え
る
。
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
「
発

想
か
ら
形
へ
」
と
い
う
方
向
で
、
思
い

浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
「
形
か
ら
発
想

【顔の活用例】教材「ペーパーウエイト」

目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

そ
の
形
を
見
て
、
次
ど
う
す
る
か
を
考

え
る
。
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
「
発

浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
「
形
か
ら
発
想

作品／北海道教育大学学生、札幌・函館での講座参加の皆さん

封筒

■色画用紙をち
ぎって基本形
をつくる■目と口は最

低限つくる
部品とする

■中身の入った
ペットボトル
にかぶせる

■封筒を準備する
■封筒に顔を貼り

付ける
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる5分間

とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得が

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！

もはじめました！

「研究授業」

小嶋悠紀氏「コロナウイルス
感染対策を踏まえた学級経営」

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

向山洋一に聞く　　教育　 ＆

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサー

ビス

今月のトークラインID・パスワード

e 6 b gw3
（イー・ろく・ビー・ジー・ダブリュ・さん）
ID：TL10 ※有効期間：

　2020年9月15日～
　12月14日

将棋について
第14回

入
る
頃
に
は
、
隣
に
住
む
お
じ
さ
ん
な
ど
、
大

人
と
対
等
に
勝
負
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

小
学
校
六
年
生
の
と
き
、
玉
村
君
と
い
う
男

の
子
が
隣
の
ク
ラ
ス
に
転
校
し
て
き
ま
し
た
。

彼
は
将
棋
が
強
い
と
い
う
う
わ
さ
で
し
た
。
私

は
隣
の
ク
ラ
ス
ま
で
彼
を
訪
ね
て
行
き
ま
し
た
。

「
お
前
、
将
棋
が
強
い
ん
だ
っ
て
な
」

「
ま
あ
な
」

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
家
で
将
棋
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
プ
ロ
に
習
っ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
十
回
対
戦
し
て
五
勝
五
敗
で
し
た
。

そ
の
後
、
中
学
で
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
私

が
級
長
、
彼
が
副
級
長
を
務
め
ま
し
た
。
百
人

一
首
で
も
、
将
棋
で
も
、
そ
の
他
の
も
の
で
も
、

い
つ
も
互
角
で
し
た
。
い
い
ラ
イ
バ
ル
で
し
た
。

　

母
親
に
百
人
一
首
を
習
い
、
父
親
に
将
棋
を

習
う
と
い
う
家
庭
環
境
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
て

い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
の
頃
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
で
、
百
人
一
首
は
「
五
色
百

人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
を
広
め
る
と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
し
、
将

棋
は
今
も
好
き
で
、
暇
が
で
き
れ
ば
テ
レ
ビ
で

将
棋
（
特
に
藤
井
聡
太
八
段
）
を
見
て
い
ま
す
。

　
将
棋
界
で
は
、
高
校
生
の
藤
井
聡
太
八
段
の

話
題
で
も
ち
き
り
で
す
。
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち

に
も
将
棋
に
興
味
を
も
た
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
向
山
先
生
も
将
棋
が
お
好
き
だ
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
将
棋
に
興
味

を
も
た
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

向
山
先
生
は
、
百
人
一
首
は
お
母
様
、
将
棋

は
お
父
様
に
習
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
そ
う
い
っ
た
文
化
に
触
れ
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
向
山
先
生
と
将

棋
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

五
、
六
歳
の
頃
、
回
り
将
棋
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

私
の
父
親
は
、
当
時
、
将
棋
の
初
段
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。
最
初
の
回
り
将
棋
は
母
親
に
教

わ
っ
た
の
で
す
が
、
本
格
的
な
将
棋
は
父
親
に

教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
小
学
校
に
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オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

ⅱ
双
方
向
同
期
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

の
指
導
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
開
発

ⅲ
非
同
期
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用
の
動

画
・
及
び
配
布
用
テ
キ
ス
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
・
そ
の
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発

ⅳ
非
同
期
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
指

導
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
開
発

ⅴ
オ
フ
ラ
イ
ン
授
業
と
の
関
連
等
を
解

説
し
た
指
導
書

ⅵ
そ
の
他

⑸
前
記
と
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌
・

『
T
O
S
S
特
別
支
援
教
育
』
誌
と
の

連
動
（
谷
・
長
谷
川
・
小
嶋
・
安
田
・

田
村
・
○
○
）

⑹
前
記
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
と
の
連
動

（
谷
・
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
・
○
○
）

⑺
Ｓ
Ｎ
Ｓ
そ
の
他
の
チ
ャ
ネ
ル
で
の
発

信
（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
含
む
）（
○
○
）

　

以
上
、
ぜ
ひ
全
国
の
サ
ー
ク
ル
で
研
究
を

開
始
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
○
○
は
担
当
者
未
定
。
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
を
。

（
イ
）
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
列
挙
、

開
発
（
○
○
・
○
○
）。

（
ウ
）
そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
副
教

材
の
教
材
研
究
（
○
○
・
○
○
）。

②
郵
便
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
・

金
融
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
事
務
局
を
中

心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
を
開
始
す
る
（
久
野
・
佐
藤
・
平

山
・
田
丸
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

開
発
会
議
の
実
施
（
確
定
）（
日
本

郵
便
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
と
協
力

す
る
）。

③
子
ど
も
観
光
大
使
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
を
進
め
る
。
来
年
度
の
日
本
郵

便
の
国
際
切
手
展
と
連
動
さ
せ
る

（
手
塚
・
田
丸
・
○
○
）。

④『
お
し
ご
と
年
鑑
』活
用
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
を
開
始
す
る
（
谷
チ
ー
ム
・
○
○
）。

⑤
前
記
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
で
は
、
以
下

の
内
容
を
検
討
す
る
。

ⅰ
双
方
向
同
期
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用

の
提
示
用
及
び
配
布
用
テ
キ
ス
ト
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発

（
長
谷
川
・
○
○
）

①
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
授
業
の
実
践
群

の
収
集
（
○
○
）

⑶
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の
創

設
（
谷
・
小
嶋
・
長
谷
川
・
許
・
塩
谷
・

○
○
）

①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
術
・
技
能
の
抽

出
と
整
理
（
椿
原
・
岩
永
・
○
○
）。

②
諸
外
国
の
研
究
も
含
め
学
術
的
な

整
理
（
小
嶋
・
○
○
）。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
の
項

目
案
、
実
施
方
法
（
許
・
塩
谷
・
○

○
）。

⑷
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

（
谷
・
安
田
・
全
国
の
全
中
央
事
務
局
・

他
）

①
通
常
の
教
科
・
領
域
・
そ
の
他
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
を
開
始
す
る
。

（
ア
）
オ
ン
ラ
イ
ン
に
比
較
的
適
し

て
い
る
学
習
内
容
・
単
元
の
抽

出
（
岡
田
・
○
○
）。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
枠
組
み
（
２
）

文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
の
教
育
課
程
は
世
界
的
な
趨す

う

勢せ
い

と
な
っ
て
く
る
。

災
害
の
多
い
日
本
で
は
、
取
り
分
け
重
要
で
あ
る
。
前
号
に
引
き
続
き
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
今
後
進
め
て
い
く
べ
き

具
体
的
な
動
き
を
一
覧
に
し
て
提
示
す
る
。
ぜ
ひ
、
各
地
の
サ
ー
ク
ル
で
も
研
究
を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

オ
フ
ラ
イ
ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
内
容
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
求
め
、
迅
速
に
検

討
、
実
施
す
る
。

⑴
オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
技
量
検
定
に
お
け

る
審
査
員
制
度
、
そ
の
他
の
見
直
し
と

コ
ロ
ナ
後
の
実
施
に
向
け
た
準
備
（
検

定
事
務
局
が
既
に
着
手
中
、
谷
・
長
谷

川
・
小
嶋
・
○
○
・
検
定
事
務
局
）

⑵
オ
フ
ラ
イ
ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
教
育
課
程
の
提
案

谷　

和
樹

k-tani@
toss2.com

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を	

	

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
か

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
な
経
緯
、
そ
し

て
四
月
に
掲
げ
た
次
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
基
本

方
針
、

１
︱
３　

新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦

（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
重
視
を
含
む
）

さ
ら
に
日
本
・
世
界
の
動
向
を
踏
ま
え
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
お
い
て
も
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
枠
組
み

　

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
オ
フ
ラ
イ
ン

と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
教

育
課
程
は
、
世
界
的
な
趨
勢
に
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
・
文
科
省
が
示
し
た
方
向
に
呼
応
し

て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
向
け

て
の
動
き
を
具
体
化
し
て
い
く
。

　

以
下
、
前
号
を
受
け
て
、
当
面
の
具
体
的

な
動
き
に
つ
い
て
の
提
案
で
あ
る
。

　

担
当
者
名
も
そ
の
ま
ま
入
れ
て
い
る
が
、

誰
で
も
立
候
補
で
き
る
。

　

も
し
、
こ
の
分
野
を
担
当
し
た
い
と
い
う

方
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き

た
い
。
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2020年

10月号
特集

◎ 国語
 【物語文】 【説明文】
 【詩文】 【短歌・俳句】
 【言語事項】 【漢字】
 【暗唱】 【五色百人一首】

◎ 算数
 【体積の問題】 【割合の問題】
 【難しい文章問題】 【難しい筆算】
 【分数の計算】 【小数の計算】

子供の自己肯定感
子供の自己肯定感

基本

（国算編）
「 授業」分かる・できる

急速アップ急速アップ

やっぱり基本は

１

　

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
授
業
。

　

そ
の
一
番
の
条
件
は
「
分
か
っ
た
！
」「
で

き
た
！
」
と
い
う
感
覚
を
全
員
に
保
障
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
は
、「
原
則
」
に
沿
っ
た
授
業
が
ま

ず
必
要
で
す
。

　

向
山
洋
一
氏
の
『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ

る
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
「
授
業
の
原

則
一
〇
カ
条
」
が
そ
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

授
業
の
原
則
一
〇
カ
条

　

①
趣
意
説
明
の
原
則

　

②
一
時
一
事
の
原
則

　

③
簡
明
の
原
則

　

④
全
員
の
原
則

　

⑤
所
・
時
・
物
の
原
則

　

⑥
細
分
化
の
原
則

　

⑦
空
白
禁
止
の
原
則

　

⑧
確
認
の
原
則

　

⑨
個
別
評
定
の
原
則

　

⑩
激
励
の
原
則

２

　

前
述
の
授
業
の
原
則
を
使
い
こ
な
し
て
い
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
「
分
か
る
・
で
き
る
授
業
」

の
実
現
に
大
き
く
近
づ
き
ま
す
。

　

そ
の
上
に
「
授
業
技
能
」
も
あ
る
な
ら
、
さ

ら
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

向
山
氏
が
提
唱
し
全
国
に
広
が
っ
て
い
る

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
」
を
受
検
す
る
の

が
、
授
業
技
能
を
向
上
さ
せ
る
近
道
で
す
。

　

私
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
中
か
ら
、

初
歩
的
な
技
能
を
七
つ
に
ま
と
め
て
学
生
に
示

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

ス
キ
ル
７
」
と
呼
ん
で
、
若
い
先
生
方
に
も
学

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
基
本
技
能

　

１　

表
情
（
笑
顔
）

　

２　

声
（
声
量
・
ト
ー
ン
）

　

３　

目
線

　

４　

立
ち
位
置
（
動
線
）

　

５　

リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ

　

６　

対
応
・
応
答

　

７　

作
業
指
示
の
出
し
方

３

　

さ
ら
に
、各
教
科
の
各
単
元
に
、様
々
な
「
指

導
技
法
」
が
、
い
わ
ば
無
限
に
存
在
し
ま
す
。

　

教
え
た
い
内
容
を
子
供
た
ち
が
「
分
か
る
」

「
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
た
め
の
、
具
体
的
な

発
問
や
指
示
、
指
導
の
手
立
て
と
そ
の
ポ
イ
ン

ト
、
与
え
る
用
語
や
視
点
、
使
わ
せ
る
教
材
・

教
具
、指
導
の
適
切
な
ス
テ
ッ
プ
な
ど
が
、様
々

に
存
在
す
る
わ
け
で
す
。

　

力
の
あ
る
先
生
方
は
そ
う
い
っ
た
技
法
も
ま

た
、
縦
横
無
尽
に
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

各
場
面
で
の
指
導
技
法

一　

物
語
文
を
解
釈
さ
せ
る
と
き
の
分

析
の
視
点
の
使
わ
せ
方

二　

説
明
文
を
読
解
さ
せ
る
と
き
の
典

型
的
な
指
導
手
順

三　

漢
字
を
書
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
と

き
の
指
導
ス
テ
ッ
プ

四　

文
章
問
題
を
解
か
せ
る
と
き
の
面

積
図
の
使
わ
せ
方

五　

習
っ
た
計
算
問
題
を
習
熟
さ
せ
る

と
き
の
ス
キ
ル
の
使
わ
せ
方

４

　

さ
ら
に
、「
で
き
る
授
業
」
を
狙
う
な
ら
、

次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
も
存
在
し
ま
す
。

　

技
能
を
上
達
さ
せ
る
指
導
の
七
条
件

　

⑴
模
倣
さ
せ
る

　

⑵
反
復
さ
せ
る

　

⑶
局
面
を
限
定
す
る

　

⑷
活
動
量
（
運
動
量
）
を
保
障
す
る

　

⑸
緊
張
感
の
あ
る
場
面
を
通
す

　

⑹
客
観
視
（
メ
タ
認
知
 ※
）
さ
せ
る

　

⑺
上
達
の
目
安
を
も
た
せ
る

　

以
上
、
概
論
を
述
べ
ま
し
た
。
今
月
の
特
集

で
は
、
国
語
・
算
数
に
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表

的
な
単
元
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、「
分
か
る
・

で
き
る
」
授
業
の
た
め
の
「
超
具
体
的
な
典
型

例
と
必
須
ポ
イ
ン
ト
」
の
奥
義
を
、
お
力
の
あ

る
先
生
方
に
大
公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

※
自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、

制
御
す
る
こ
と
。

イラスト：渡邊瑞穂



※
文
章
を
分
析
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
た
め
の
観
点
や
基
準
。
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子
供
の
自
己
肯
定
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急
速
ア
ッ
プ　

や
っ
ぱ
り
基
本
は
﹁
分
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る
・
で
き
る
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業
﹂︵
国
算
編
︶

1415 2020. 10

第
一
次　

読
み
を
自
動
化
︵
す
ら
す
ら
読
み
︶
す
る

第
一
時　

題
名
か
ら
書
い
て
あ
る
こ
と
を
予
想
す
る
。

発
問
1
題
名
か
ら
「
何
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
書
い
て

あ
る
か
予
想
し
な
さ
い
。

　

題
名
か
ら
内
容
を
予
想
さ
せ
る
の
は
、全
国
学
テ
の
「
読

む
な
、
見
ろ
」
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
読
解
力
で

あ
る
。
一
読
総
合
法
の
「
題
名
読
み
」
と
は
一
線
を
画
す
。

第
二
・
三
時　

範
読
を
基
に
す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
音

読
の
練
習
を
す
る
。

　

範
読
の
三
原
則
（
①
息
継
ぎ
点
を
決
め
る
。
②
読
み
を

確
定
す
る
。
③
簡
単
な
語
句
の
注
釈
を
す
る
）。

　

注
釈
を
す
る
語
句
と
授
業
で
扱
う
語
句
は
、
学
習
指
導

要
領
で
新
設
さ
れ
た
「
語
彙
」
を
読
む
！

第
二
次　
「
順
序
」
を
核
と
し
て
大
体
を
捉
え
る

第
四
時　
「
順
序
」
を
表
す
言
葉
を
見
付
け
る
。

発
問
2
︵
例
示
し
た
上
で
︶
順
序
を
表
す
言
葉
は
ど
れ

で
す
か
。

　

低
学
年
の
「
情
報
」
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
「
順
序
」

で
あ
る
。
時
間
の
順
序
と
事
柄
の
順
序
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
教
材
で
は
、
当
然
「
時
間
の
順
序
」
で
あ
る
。

第
五
時　

内
容
の
大
体
を
捉
え
る
。

発
問
3
順
序
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
完
成

さ
せ
な
さ
い
。

　

順
序
を
表
す
言
葉
を
（　

）
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一

文
で
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
。

第
六
時　

問
い
と
答
え
の
構
造
を
知
る
。

発
問
4
問
い
の
一
文
は
ど
れ
で
す
か
。
線
を
引
き
な
さ

い
。
問
い
の
一
文
字
を
丸
で
囲
み
な
さ
い
。

第
七
時　

主
語
を
補
い
、
主
語
―
述
語
の
構
造
を
知
る
。

発
問
5
︵
主
語
の
な
い
四
文
を
示
し
︶
主
語
は
何
で
す

か
。

　

教
材
文
に
は
四
か
所
主
語
が
抜
け
て
い
る
。
そ
こ
を
補

わ
せ
る
の
だ
。
ち
な
み
に
、
複
文
が
一
文
あ
る
。
当
然
、

二
文
に
分
け
さ
せ
る
。

第
三
次　

文
章
に
合
わ
せ
て
挿
絵
を
並
べ
替
え
る

第
八
・
九
時　

順
序
を
表
す
言
葉
を
根
拠
に
話
し
合
う
。

発
問
6
文
章
に
合
う
よ
う
に
挿
絵
を
並
べ
替
え
な
さ
い
。

第
四
次　
︵
二
時
間
扱
い
︶「
科
学
的
読
み
物
を
﹃
順
序
﹄

を
考
え
て
読
む
」「
評
価
」

　

短
編
で
、
小
学
校
高
学
年
以
上
な
ら
ど
こ
で
も
追
試
可

能
な
「
形
」（
菊
池
寛
）
の
授
業
を
取
り
上
げ
る
。

　

私
の
勧
め
る
向
山
型
分
析
批
評
の
授
業
の
流
れ
は
、
お

よ
そ
次
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

第
一
時　

音
読
と
自
力
分
析

　

︵
１
︶
範
読
・
追
い
読
み
・
交
代
読
み

　

︵
２
︶
自
力
分
析

第
二
時　

分
析
内
容
の
発
表
と
論
点
整
理

　

︵
１
︶
ペ
ア
の
一
文
交
代
読
み

　

︵
２
︶
自
力
分
析
の
発
表

　

︵
３
︶
設
定
、
話
者
の
視
点
、
事
件
の
確
認

第
三
時　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
中
心
人
物
の
変
容
の
検
討

　

︵
１
︶
起
承
転
結
の
転
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か

　

︵
２
︶
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
は
ど
こ
か

　

︵
３
︶
新
兵
衛
の
考
え
が
最
も
変
化
し
た
一
文
は
ど
こ
か

第
四
時　

主
題
の
検
討
と
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み

　

︵
１
︶
主
題
の
検
討

　

︵
２
︶﹃
常
山
紀
談
﹄「
松
山
新
介
の
勇
将
中
村
新
兵
衛

　
　
　
　

が
事
」
の
読
解
と
、「
形
」
と
の
差
異
の
検
討

「
菊
池
寛
が
削
り
、
付
け
加
え
た
の
は
何
か
」

「
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
」

第
五
時　

評
論
文
の
執
筆

「
分
か
る
」
た
め
の
必
須
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
自
力
分
析
か
ら
発
表
へ
の
展
開
に
重
き
を
置
く
こ
と
。

②
子
供
が
読
み
取
れ
な
い
所
は
教
師
が
問
う
こ
と
。

　

前
者
は
内
部
情
報
を
蓄
積
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
後
者

は
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
を
問
う
て
知
的
に
熱
中
さ
せ
、

読
解
を
深
め
る
着
眼
点
を
共
有
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
一
時
の
自
力
分
析
で
、
あ
る
生
徒
は
次
の
よ
う
に

ノ
ー
ト
に
記
し
た
。
紙
幅
の
都
合
で
後
半
部
の
み
示
す
。

五　

起
承
転
結

ア　

起
は
、「
新
兵
衛
殿
、お
り
入
っ
て
お
願
い
が
あ
る
」

か
ら
。
そ
れ
ま
で
は
説
明
。

イ　

転
は
「
彼
は
二
番
鎗
は
、
自
分
が
合
わ
そ
う
と
」。

ウ　

結
は
省
略
さ
れ
て
い
る
？　

で
も
、
結
が
な
い
小

説
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

六　

主
題　
「
世
の
中
は
、
実
力
も
形
も
大
切
だ
」。

七　

表
現
技
法　

対
比
が
多
数
使
わ
れ
て
い
る
。
色
の
イ

メ
ー
ジ
は
、「
緋
」「
金
」
が
生
、「
黒
」

が
死
。

コ
ー
ド
 ※
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
中
学
生
で
も
こ
れ
だ

け
の
内
容
を
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
て
自
力
で
読
み
解

い
た
上
で
、
集
団
思
考
に
移
行
す
る
。
そ
の
方
が
学
習

効
果
が
上
が
る
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
を
そ
の
都
度
文

章
に
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
。
個
々
の
考
え
の

違
い
は
最
終
的
に
評
論
文
に
表
れ
る
。
書
き
な
が
ら
、

読
む
力
も
伸
び
る
。
そ
こ
ま
で
カ
バ
ー
し
て
こ
そ
「
で

き
る
」
を
実
現
し
得
る
。

学習指導要領を根拠に
１単元の指導計画を立て
向山型国語を位置付ける
「たんぽぽのちえ」（２年）の単元計画を提案する！

「分かる」のみならず
「できる」を保障する
授業展開
教師の発問に依存した学習を幾ら重ねても、
自力分析の力は付かない。自力で読み解く力は、
自力で読み解かせてこそ身に付くものである。

【説明文】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

【物語文】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき非営利活動法人

教授法創造研究所 理事長 埼玉県熊谷市立奈良中学校

国 語国 語国 語国 語

光村図書・国語・２年上・ｐ.41-51
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次
の
短
歌
を
板
書
す
る
（
下
写
真
参
照
）。

ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
な
つ
か
し
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に

そ
を
聞
き
に
行
く　

啄
木

指
示
1
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

「
停
車
場
」
を
「
て
い
し
ゃ
ば
」
と
読
む
こ
と
を
教
え
る
。

指
示
2
自
分
の
リ
ズ
ム
で
読
み
な
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
読
ま
せ
た
後
、
一
人
を
指
名
し
て
読
ま
せ

る
。
読
ま
せ
た
後
、
聞
い
て
い
た
子
た
ち
に
問
う
。

発
問
1
今
の
読
み
方
は
何
か
所
で
切
り
ま
し
た
か
。

　

聞
い
て
い
た
子
た
ち
は
ぽ
か
ん
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な

こ
と
を
問
わ
れ
た
の
は
初
め
て
と
い
う
顔
だ
。
教
師
は
黒

板
の
短
歌
に
線
を
書
き
込
む
。
次
の
よ
う
に
な
る
。

ふ
る
さ
と
の
／
な
ま
り
な
つ
か
し
停
車
場
の
／
人
ご
み
の

中
に
／
そ
を
聞
き
に
行
く

　

こ
の
子
は
三
か
所
で
切
っ
て
い
た
。

指
示
3
同
じ
読
み
方
で
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
読
ま
せ
る
。
読
ん
だ
後
、「
僕
の
読
み
方

と
違
う
」「
私
は
こ
こ
で
切
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
つ
ぶ

や
き
が
聞
こ
え
る
。

発
問
2
別
の
読
み
方
は
あ
り
ま
す
か
。

　

今
度
は
、
さ
っ
と
手
が
挙
が
っ
た
。
挙
手
し
た
子
に
読

ま
せ
る
。
ほ
か
の
子
は
区
切
り
を
考
え
な
が
ら
聞
く
。
ど

こ
で
区
切
る
か
で
、
印
象
が
変
わ
っ
て
く
る
。
新
し
い
区

切
り
方
が
出
さ
れ
る
た
び
に
、
私
は
褒
め
て
、
認
め
た
。

発
表
と
同
じ
読
み
方
で
、
ほ
か
の
子
に
も
読
ま
せ
た
。
こ

ん
な
読
み
方
も
発
表
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
の
／
な
ま
り
な
つ
か
し
／
停
車
場
の
人
ご
み
の

中
に
／
そ
を
／
聞
き
に
行
く

　

聞
い
て
い
た
子
た
ち
は
「
わ
ぁ
」
と
小
さ
く
歓
声
を
あ

げ
た
。
誰
も
思
い
付
か
な
か
っ
た
読
み
方
だ
。「
そ
」
が

強
調
さ
れ
て
い
た
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
全
部
で
四
通
り
出

さ
れ
た
。
向
山
洋
一
氏
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
供

た
ち
に
話
し
た
。

説
明
ど
の
読
み
方
で
も
い
い
の
で
す
よ
。
自
分
の
解
釈

︵
考
え
︶
で
す
。
自
分
流
で
い
い
ん
で
す
よ
。

　

こ
の
後
、「
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
い
る
音
」
や
「
話
者
の

場
所
」
を
扱
っ
て
い
っ
た
。と
て
も
楽
し
い
授
業
に
な
っ
た
。

発
問
話
者
（
語
り
手
）
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
？

　

こ
の
発
問
を
す
る
だ
け
で
、
子
供
が
言
葉
を
検
討
し
始

め
る
授
業
が
あ
る
。
室
生
犀
星
の
「
小
景
異
情
」
と
い
う

詩
だ
。
そ
の
二
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

１　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の

２　

そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の

３　

よ
し
や

４　

う
ら
ぶ
れ
て
異
土
の
乞
食
と
な
る
と
て
も

５　

帰
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や

６　

ひ
と
り
都
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に

７　

ふ
る
さ
と
お
も
ひ
涙
ぐ
む

８　

そ
の
こ
こ
ろ
も
て

９　

遠
き
み
や
こ
に
か
へ
ら
ば
や

10　

遠
き
み
や
こ
に
か
へ
ら
ば
や

※
「
乞
食
」
は
「
か
た
い
」
と
読
み
、
愚
か
者
を
表
す
。

　

子
供
の
意
見
は
三
つ
に
分
か
れ
る
。

Ａ
=
話
者
は
都
（
み
や
こ
）
に
い
る
。

Ｂ
=
話
者
は
ふ
る
さ
と
に
い
る
。

Ｃ
=
話
者
は
都
（
み
や
こ
）
で
も
、
ふ
る
さ
と
で
も

な
い
所
に
い
る
。

「
Ｃ
」
は
少
数
派
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
ず
Ｃ
か
ら
検
討
さ
せ
る
。
か
な
り
早
い
段
階
で
Ｃ
の

意
見
は
消
去
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

次
は
「
話
者
は
ふ
る
さ
と
に
い
る
」
と
考
え
た
理
由
を

発
表
さ
せ
る
。
９
行
目
を
根
拠
に
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
は

発
表
さ
せ
る
だ
け
で
よ
い
。

　

最
後
に
「
話
者
は
都
（
み
や
こ
）
に
い
る
」
と
考
え
た

理
由
を
発
表
さ
せ
る
。
必
ず
こ
の
意
見
が
出
る
。

都
︱
今
い
る
都
会
（
例　

花
の
「
都
」
東
京
）

み
や
こ
︱
ふ
る
さ
と
（
例　

住
め
ば
「
み
や
こ
」）

　

漢
字
の
「
都
」
と
ひ
ら
が
な
の
「
み
や
こ
」
は
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
両
者
が
指
し
示
す
場

所
は
違
う
。

　

こ
の
意
見
で
お
お
む
ね
、「
話
者
は
都
（
都
会
）
に
い
て
、

ふ
る
さ
と
（
み
や
こ
）
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
」
と
い
う

方
向
で
収
束
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
言
う
な
ら
、
１
行
目
の
「
思
ふ
」

は
漢
字
な
の
に
、
７
行
目
の
「
お
も
ひ
」
は
ひ
ら
が

な
で
す
。
５
行
目
の
「
帰
る
」
は
漢
字
で
、
９
行
目

の
「
か
へ
ら
」
は
ひ
ら
が
な
で
す
。
こ
れ
ら
の
使
い

分
け
に
も
全
て
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
？

と
い
う
反
論
が
私
の
ク
ラ
ス
か
ら
出
た
。
出
な
け
れ
ば
、

教
師
が
投
げ
掛
け
れ
ば
い
い
。「
話
者
は
ど
こ
に
い
る
か
」

を
め
ぐ
り
、
ま
た
別
個
の
言
葉
の
検
討
が
始
ま
る
は
ず
だ
。

短歌・俳句では「読み方」こそ、大切な
授業内容だ。「区切り」と
いうコードを教えよう
短歌・俳句を授業で教えるならば、
絶対にオススメの資料がある。「学級
通信ランダム」である。『向山洋一
年齢別実践記録集第17巻』（教育技術
研究所）に掲載されている。

話者の位置を問うだけで
１時間盛り上がる授業
国語は数学である。定義（公式）を教師が教え、
それを基に初見問題を解釈させる（問題演習）こと
でしか、国語の学力は身に付かない。

【短歌・俳句】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

【詩文】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

鈴
すず

木
き

良
よし

幸
ゆき

北海道斜里町立斜里小学校 東京都立八王子東高等学校

国 語国 語国 語国 語
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１

語
彙
指
導

　

国
語
の
授
業
は
、
毎
時
間
、
辞
書
引
き
か
ら
始
め
る
。

　

先
生
が
黒
板
に
言
葉
を
五
つ
書
き
ま
す
。
辞
書
で
、

一
つ
目
を
調
べ
ま
す
。
見
付
け
た
ら
立
っ
て
意
味
を

読
み
ま
す
。
次
に
二
つ
目
を
調
べ
、
見
付
け
た
ら
立
っ

て
読
み
ま
す
。
こ
れ
を
約
三
分
間
行
い
ま
す
。
五
つ

全
て
を
見
付
け
ら
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

と
、
指
示
を
す
る
。
教
師
は
、「
佐
藤
君
は
速
い
」
な
ど

と
褒
め
た
り
、
支
援
が
必
要
な
子
に
声
を
掛
け
た
り
す
る
。

　

日
々
、
辞
書
引
き
を
行
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
辞
書

の
使
用
率
が
高
く
な
る
。
討
論
、
意
見
文
な
ど
に
辞
書
を

引
く
子
が
増
え
る
。
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で
は
、

　

小
学
校
低
学
年
の
学
力
差
の
大
き
な
背
景
に
語
彙

の
量
と
質
の
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
で
現
れ
た
学
力
差

が
そ
の
後
の
学
力
差
の
拡
大
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
考
え
を
形
成

し
深
め
る
力
を
身
に
付
け
る
上
で
、
思
考
を
深
め
た

り
活
性
化
さ
せ
た
り
し
て
い
く
た
め
の
語
彙
を
豊
か

に
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
る
。「
語
彙
指
導
」
は
、
新
学
習
指
導
要

領
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

２

接
続
詞
指
導

　

文
章
を
長
く
書
か
せ
る
た
め
に
は
、
接
続
詞
を
使
え
る

よ
う
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

私
は
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
パ
ン
が
意
見
で
、中
の
パ
テ
ィ

が
第
一
に
、
第
二
に
⋮
⋮
と
い
う
主
の
理
由
、
そ
の
他
の

具
材
は
接
続
詞
と
し
て
、
子
供
に
絵
で
提
示
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
出
来
上
が
る
。

　

秋
休
み
を
導
入
す
る
べ
き
だ
。

　

な
ぜ
こ
う
考
え
た
の
か
、
理
由
を
述
べ
る
。

　

第
一
に
、
休
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
家
族
と
過

ご
す
時
間
が
長
く
な
る
。

　

第
二
に
、
⋮
⋮

　

確
か
に
、
秋
休
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
勉
強
時
間

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
遊
ぶ
こ
と
は
大
切
な
勉
強
で
あ
る
と
も

言
う
。

　

例
え
ば
、
遊
び
の
中
で
⋮
⋮

　

だ
か
ら
、
秋
休
み
を
導
入
す
べ
き
だ
。

「
説
得
力
の
あ
る
文
章
は
、
豪
華
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
同

じ
」
と
、
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、
接
続
詞
の
使
用
を
、
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
浮
か
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
本
君
「
一
〇
〇
点
で
す
」。
吉
田
君
「
一
〇
〇
点
で

す
」。「
わ
ー
ー
‼
」
漢
字
テ
ス
ト
全
員
一
〇
〇
点
。
こ
の

事
実
で
、
子
供
の
授
業
へ
の
態
度
が
劇
的
に
良
く
な
る
。

１

最
初
が
肝
心
。
と
に
か
く
高
得
点
を

　

向
山
型
漢
字
指
導
。
ゆ
び
書
き
、
な
ぞ
り
書
き
、
う
つ

し
書
き
。
こ
れ
を
徹
底
す
る
。

　

そ
の
後
の
そ
ら
書
き
も
重
要
だ
。
全
員
を
立
た
せ
る
。

先
生
の
方
を
向
い
て
さ
せ
る
。
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
て
、

向
き
合
っ
て
や
ら
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
適
当
に
行
っ
て

い
た
子
が
「
し
っ
か
り
や
ら
ね
ば
」
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
方
法
が
強
烈
だ
。

　

第
一
回
目
の
漢
字
テ
ス
ト
は
、
通
常
五
日
の
サ
イ

ク
ル
で
行
う
と
こ
ろ
を
、
八
日
ぐ
ら
い
か
け
る
。

　

テ
ス
ト
練
習
を
多
く
す
る
の
だ
。

　

一
回
目
は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図

書
）
の
テ
ス
ト
練
習
ペ
ー
ジ
。
二
回
目
は
、
プ
レ
テ
ス
ト

の
ペ
ー
ジ
（
今
回
初
め
て
付
い
た
）。
三
回
目
は
「
あ
か

ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
の
テ
ス
ト
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
ノ
ー
ト

に
書
く
。
四
回
目
は
再
度
ノ
ー
ト
に
プ
レ
テ
ス
ト
。
五
回

目
は
宿
題
で
練
習
。
六
回
目
は
当
日
の
朝
学
習
の
時
間
に

一
回
。
七
回
目
は
テ
ス
ト
本
番
前
に
再
度
練
習
だ
。

　

テ
ス
ト
で
一
〇

〇
点
を
取
る
た
め

に
頑
張
る
。
↓
実

際
に
一
〇
〇
点
を

取
る
。
↓
「
こ
の

先
生
の
言
う
こ
と

を
聞
け
ば
で
き
る
」
と
な
る
。
子
供
た
ち
に
信
用
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
後
、
以
前
よ
り
少
な
い
労
力
で
一
〇
〇
点
を

取
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
と
に
か
く
一
回

目
は
重
要
だ
。

２
﹁
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
﹂
の
思
想
を
追
試
す
る　

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
で
な
く
て
も
、
向
山
型
指
導

の
思
想
で
点
数
は
取
れ
る
。
必
須
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

①
実
際
に
た
く
さ
ん
の
漢
字
を
書
か
せ
な
い
。

　
（
ゆ
び
書
き
を
さ
せ
る
）

②
テ
ス
ト
練
習
を
何
度
も
さ
せ
る
。

　
（
間
違
え
た
漢
字
だ
け
を
練
習
さ
せ
る
）

　

漢
字
ド
リ
ル
に
テ
ス
ト
が
付
い
て
い
な
い
と
き
は
、
テ

ス
ト
を
こ
ち
ら
で
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
漢
字

ド
リ
ル
で
も
全
員
一
〇
〇
点
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

子
供
は
喜
々
と
し
て
漢
字
練
習
に
取
り
組
む
。

漢字指導は、「第１回目の
テストで100点を取らせる
工夫」で全てが決まる
向山型漢字習得システムを使い、確実に、
そして通常よりも楽に漢字を覚えさせよう。

楽しく「語彙」の
指導を行う
「語彙」指導は新学習指導
要領のポイントである。

【漢字】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

【言語事項】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

山
やま

本
もと

東
はる

矢
や

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

大阪府箕面市立豊川北小学校 神奈川県川崎市公立小学校
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一
回
の
指
導
で
、「
五
色
百
人
一
首
」
の
試
合
の
準
備
や

対
戦
を
「
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
一
時

一
事
︵
一
回
の
指
示
で
は
一
つ
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
︶」

で
あ
る
。
以
下
、始
め
の
指
導
の
指
示
を
書
き
出
し
て
み
る
。

　

札
を
並
べ
る
と
き
の
指
示

①
（
二
十
枚
の
札
を
）「
十
枚
ず
つ
に
分
け
ま
す
」

②
「
五
枚
ず
つ
二
段
に
並
べ
ま
す
」（
写
真
参
照
）

③
「
札
と
札
の
間
は
指
二
本
分
空
け
ま
す
」

↓
①
~
③
を
一
つ
ず
つ
伝
え

る
。
上
の
写
真
の
よ
う
な
視

覚
情
報
を
提
示
す
る
と
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
並
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

早
く
並
べ
終
わ
っ
た
子
が

い
た
ら
、「
裏
を
見
て
札
を

覚
え
て
い
て
も
い
い
で
す

よ
」
と
伝
え
る
。
ポ
イ
ン
ト

は
「
空
白
禁
止
︵
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
状
態

を
作
ら
な
い
こ
と
︶」
で
あ
る
。

　

札
を
取
ら
せ
る
と
き
の
指
示

④
「
空
札
を
読
み
ま
す
。
こ
の
札
は
あ
り
ま
せ
ん
」

⑤
（
札
を
読
む
）「
取
れ
た
人
？　

取
る
と
き
は
、
ハ
イ

と
言
っ
て
取
り
ま
す
」

⑥
（
札
を
読
む
）「
取
っ
た
札
は
手
元
に
重
ね
ま
す
」

⑦
（
札
を
読
む
）「
手
が
重
な
っ
た
ら
、
下
の
人
が
勝
ち

で
す
」

⑧
（
札
を
読
む
）「
お
手
付
き
を
し
た
ら
、
札
を
取
り
札

の
横
に
出
し
ま
す
。
次
に
取
っ
た
人
が
、
そ
の
札
を
取

り
ま
す
」

⑨
（
札
を
読
む
）「
先
生
が
読
む
時
は
、
静
か
に
し
ま
す
。

先
生
の
声
が
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
お
手
付
き
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

⑩
（
十
七
枚
読
ん
だ
ら
）「
札
の
数
を
数
え
ま
す
」

↓
こ
こ
で
も
ポ
イ
ン
ト
は
「
一
時
一
事
」
で
あ
る
。
一
枚

読
む
た
び
に
、
一
つ
の
ル
ー
ル
を
伝
え
る
か
ら
、
子
供
た

ち
に
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て
い
く
。
ル
ー
ル
が
す
ん
な
り
覚

え
ら
れ
れ
ば
、
緊
張
感
の
あ
る
対
戦
の
「
反
復
」
で
、
子

供
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
く
。

濃
厚
接
触
な
し
で
も
「
五
色
百
人
一
首
」
が
「
で
き
る
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
札
の
共
有
や
二
人
で
の
対
戦
が
難
し
い

地
域
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、「
五
色
百
人
一
首
」

を
可
能
に
す
る
工
夫
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ン
ゴ
や
音

声
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
た
取
り
組
み
が
好
例
だ
。
ぜ
ひ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ラ
ン
ド
や
教
育
技
術
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

　

清
少
納
言
の
「
枕
草
子
」
の
暗
唱
を
例
に
取
る
。

１

ふ
ん
だ
ん
に
読
ま
せ
る

　

次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
読
ま
せ
る
。
こ
の
時
点
で
、
耳
慣
れ
を
さ
せ
る
。

①
一
行
ず
つ
先
生
の
後
に
付
い
て
読
み
ま
す
。

②
一
行
交
代
で
読
み
ま
す
。
先
生
が
先
。
み
ん
な
が
後
。

③
み
ん
な
が
先
。
先
生
が
後
。

④
男
女
交
代
で
読
み
ま
す
。
男
子
が
先
。
女
子
が
後
。

⑤
女
子
が
先
。
男
子
が
後
。

⑥
一
斉
に
読
み
ま
す
。

２

最
初
の
部
分
に
限
定
し
て
暗
唱
さ
せ
る

　

次
の
指
示
を
出
す
。

「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ

は
」
最
初
の
二
行
だ
け
覚
え
ま
す
。

　

い
き
な
り
最
後
ま
で
暗
唱
さ
せ
る
と
、
意
欲
が
減
退
す

る
子
供
も
い
る
。
最
初
の
一
行
、
二
行
程
度
に
限
定
し
て

暗
唱
さ
せ
る
か
ら
こ
そ
、意
欲
が
出
る
。「
暗
唱
す
る
こ
と
」

を
体
感
で
き
る
。

３

暗
唱
テ
ス
ト
を
す
る

「
暗
唱
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
テ
ス
ト
を
受
け
た
い
人
は
立

ち
ま
す
」
と
指
示
を
出
す
。
暗
唱
テ
ス
ト
は
、
一
言
一
句

違
わ
ず
言
え
な
け
れ
ば
不
合
格
と
す
る
。
た
だ
、
低
位
の

子
供
に
対
し
て
、
私
は
あ

る
工
夫
を
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
テ
ス
ト
中
に
教
師

が
音
を
発
さ
ず
に
口
を
動

か
す
こ
と
で
あ
る
。
教
師

の
口
の
動
き
が
ヒ
ン
ト
と

な
り
、
合
格
す
る
子
供
も

い
る
。

４

合
格
し
た
子
供
を
審
査
員
に
す
る

　

暗
唱
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
子
供
が
複
数
人
に
な
っ
て
き

た
ら
、
そ
の
子
た
ち
を
審
査
員
と
す
る
。「
先
生
と
同
じ

ぐ
ら
い
の
厳
し
さ
で
審
査
を
し
な
さ
い
」
と
告
げ
る
。
子

供
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
審
査
を
受
け
に
行
く
。
合
格
し
た
ら
、

教
師
に
合
格
し
た
旨
を
伝
え
さ
せ
る
。

たった１回の指導で、「五色
百人一首」（教育技術研究所）
が「できる」ようになる
ポイントは、「一時一事」と「空白禁止」である。
強くなるためには「反復」や「緊張場面の通過」も
ポイントとなる。コロナ禍においても、様々な工夫が
開発されている。

子供が熱中する暗唱指導
向山洋一氏の暗唱指導システム
は、成功体験を保証する。
ポイントは、「最初の部分に
限定すること」と「子供を
審査員にすること」である。

【五色百人一首】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

【暗唱】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

水
みず

本
もと

和
かず

希
き

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

神奈川県横浜市立美しが丘西小学校 石川県金沢市立千坂小学校
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「
割
合
の
問
題
」
の
最
初
の
関
門
が
「
立
式
」
で
あ
る
。

　

リ
ボ
ン
を
2.5
ｍ
買
っ
た
ら
、
代
金
は
３
０
０
円
で
し

た
。
こ
の
リ
ボ
ン
１
ｍ
の
ね
だ
ん
は
何
円
で
す
か
。

（
東
京
書
籍
・
五
年
上
・
五
三
ペ
ー
ジ
）

　

一
番
の
理
想
は
「
式
を
書
き
な
さ
い
」
の
指
示
の
み
。

こ
れ
だ
け
で
ク
ラ
ス
全
員
が
式
を
書
け
る
こ
と
だ
。
し
か

し
、
で
き
な
い
子
が
い
る
。
教
師
は
様
々
な
工
夫
を
す
る
。

演
習　

右
の
指
導
法
を
何
種
類
も
っ
て
い
ま
す
か
。

　

右
の
問
題
の
指
導
法
は
少
な
く
と
も

五
種
類
は
あ
る
。

︿
１
助
走
問
題
﹀「
リ
ボ
ン
を
３
ｍ
」
で

立
式
さ
せ
て
か
ら
、「
リ
ボ
ン
を
2.5
ｍ
」

に
移
行
す
る
。
教
科
書
に
あ
る
有
効
な

指
導
法
だ
。

　

図
も
使
い
こ
な
し
た
い
。
東
京
書
籍

の
教
科
書
に
は
二
重
数
直
線
図
（
図
１
）

が
出
て
く
る
。
文
章
題
と
図
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
た
め
に
、
問
題
文
に
出
て
く
る

大
切
な
数
字
を
赤
丸
で
囲
ま
せ
、
図
の

数
字
も
赤
丸
で
囲
ま
せ
る
（
図
２
）。

︿
２
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
﹀
長
さ
が
2.5
倍
な
の
で
値
段
も
2.5
倍

に
な
る
と
い
う
関
係
か
ら
□
を
求
め
さ
せ
る
（
図
３
）。

︿
３
タ
ス
キ
ガ
ケ
﹀
赤
丸
数
字
を
タ
ス
キ
ガ
ケ
に
か
け
算

さ
せ
等
号
で
結
ぶ
式
か
ら
□
を
求
め
さ
せ
る
（
図
４
）。

︿
４
面
積
図
﹀
図
か
ら
面
積
図
に
つ
な
げ
る
（
図
５
）。

　

面
積
図
を
知
っ
た
子
供
た
ち
は
、
難
し
そ
う
な
割
合
の

問
題
を
次
々
と
解
け
る
よ
う
に
な
っ
て
大
喜
び
す
る
。

︿
５
言
葉
の
式
﹀
問
題
文
中
の
言
葉
か
ら
「
代
金
」
÷

買
っ
た
長
さ
」
=
「
１
ｍ
の
ね
だ
ん
」
の
式
を
書
か
せ
る

（
言
葉
の
式
は
教
科
書
に
あ
る
）。
そ
ろ
え
て
立
式
。

　

子
供
の
「
分
か
る
・
で
き
る
」
を
保
障
す
る
た
め
に
、

我
々
教
師
は
も
っ
と
広
く
深
く
学
ぼ
う
。

　

必
須
ポ
イ
ン
ト
は
、
二
つ
。

①
三
点
セ
ッ
ト
︵
式
、
答
え
、
計
算
・
筆
算
︶

　

立
式
は
難
し
い
単
元
で
は
な
い
。
し
か
し
、
計
算
間
違

い
が
多
い
単
元
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
必
ず
、
筆
算
を
書
か
せ
る
。「
必
ず
」
だ
。

　

筆
算
を
面
倒
く
さ
が
る
子
が
い
る
。
高
学
年
な
ら
、い

て
当
た
り
前
で
あ
る
。
ど
う
す
る
か
？　
趣
意
説
明
だ
。

「
筆
算
を
書
く
と
計
算
間
違
い
が
少
な
く
な
り
ま
す
」

　

こ
の
く
ら
い
短
い
趣
意
説
明
に
す
る
。
長
い
時
間
の
趣

意
説
明
は
、
害
悪
だ
。「
短
く
」
が
大
事
で
あ
る
。

　

筆
算
を
ノ
ー
ト
の
隅
に
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
と
書
く
子
も
い

る
。
ど
う
す
る
か
？　

こ
れ
も
趣
意
説
明
だ
。

「
筆
算
は
大
き
く
堂
々
と
書
き
な
さ
い
。
計
算
間
違
い
が

少
な
く
な
り
ま
す
」

　

怖
い
顔
を
し
て
言
う
必
要
は
な
い
。
笑
顔
で
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
話
す
。

「
太
郎
君
の
筆
算
、
先
生
好
き
だ
な
！　

堂
々
と
書
い
て

い
る
！
」
と
、
褒
め
な
が
ら
、
三
点

セ
ッ
ト
を
定
着
さ
せ
て
い
く
。
も
し
、

反
発
し
て
き
そ
う
な
子
が
い
る
場
合
、

前
も
っ
て
、
宣
言
し
て
お
く
。「
練

習
問
題
、
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
」「
三
点
セ
ッ
ト
で
な
い
子

は
、
〇
を
付
け
ま
せ
ん
よ
」
と
前
も
っ
て
言
う
。
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
来
て
か
ら
言
う
か
ら
反
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

②
量
感

　

量
感
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
三
つ
の
こ
と
を
す
る
。

　
一
つ
目
が
、
実
物
で
あ
る
。
１
㎤
の
積
み
木
を
子
供
た
ち

に
触
ら
せ
る
。「
本
当
に
全
て
１
㎝
か
な
？　

定
規
で
測
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。「
４
㎤
を
作
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」
な
ど
、
１
㎤
の
積
み
木
を
重
ね
た
大
き
さ

を
体
感
さ
せ
る
。
た
く
さ
ん
触
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

休
み
時
間
も
自
由
に
触
ら
せ
る
。

　

二
つ
目
が
、
何
か
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
あ
る
。

「
１
㎤
は
大
体
ど
の
く
ら
い
の
か
さ
で
す
か
？
」

　

子
供
た
ち
は
口
々
に
言
う
。

「
そ
う
だ
ね
、
親
指
の
先
く
ら
い
だ
ね
」
と
子
供
の
発
言

を
も
と
に
返
す
。

　

三
つ
目
が
、
繰
り
返
し
発
問
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
計
算
し
て
、
18
㎤
が
答
え
だ
っ
た
と
す
る
。

「
18
㎤
は
、
ど
の
く
ら
い
の
か
さ
で
す
か
？
」

　

こ
れ
も
子
供
た
ち
が
口
々
に
言
う
。（
親
指
の
先
が
18

個
く
ら
い
！
）「
そ
う
だ
ね
ぇ
！
」

　

こ
の
よ
う
に
、
授
業
の
中
で
何
度
も
子
供
た
ち
に
発
問

す
る
。
な
お
、量
感
は
、「
長
さ
」
で
も
「
重
さ
」
で
も
「
面

積
」
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

文章題１問の指導法を
５種類もつ
指導書どおりの授業だけでは、
全員の子供の「分かる・できる」は保障できない。
教師が自分で解いてみて、手応えを感じる
指導法の引き出しを幾つももつこと。

「体積」は、計算
間違いが多い
単元である
「３点セット」を必ず書かせる。
教師は笑顔で、子供に徹底
させる。

【割合の問題】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

【体積の問題】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

東京都・日本文化大學 講師 山口県下関市立小月小学校
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「
で
き
る
授
業
」
と
は
、
ク
ラ
ス
で
最
も
学
力
が
低
い
子

が
ノ
ー
ト
に
丸
を
付
け
ら
れ
る
授
業
で
あ
る
。

　

三
年
生
、
繰
り
下
が
り
の
あ
る
ひ
き
算
の
筆
算
。
学
級

で
最
も
算
数
が
苦
手
な
男
の
子
が
、
十
二
問
も
の
練
習
問

題
を
解
き
切
り
、
全
て
に
丸
が
付
い
た
。
そ
の
子
は
う
れ

し
そ
う
に
余
白
に
「
花
丸
」
を
か
い
た
。

１

で
き
る
授
業
の
典
型
例

　

私
は
次
の
よ
う
に
授
業
し
た
。

⑴
教
科
書
の
問
題
を
読
ま
せ
る
。

⑵
筆
算
を
教
師
が
黒
板
に
書
く
（
基
本
型
を
示
す
）。

⑶
そ
れ
を
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

⑷
で
き
た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

⑸
先
生
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
（
今
、
や
っ
た
問
題
と

同
じ
よ
う
な
問
題
を
板
書
し
、ノ
ー
ト
に
や
ら
せ
る
）。

⑹
練
習
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、「
教
師
と
同
じ
よ
う
に
や
ら

せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
特
に
、
低
位
の
子
ほ
ど
自
力
で
や

る
と
間
違
え
や
す
い
。「
ク
ラ
ス
の
誰
も
」
を
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
る
た
め
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

２

必
須
ポ
イ
ン
ト

「
難
し
い
筆
算
」
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
つ
。

①
位
を
そ
ろ
え
て
書
か
せ
る
。

②
シ
ン
プ
ル
な
基
本
型
を
示
し
、
覚
え
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
、
わ
り
算
の
筆
算
や
小
数
の
か
け
算
な
ど
、
筆

算
を
指
導
す
る
場
面
で
は
重
要
で
あ
る
。

①
は
「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」（
左

上
図
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
子
も
正
し
く
位
取
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
心
配
な
場

合
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き

に
は
次
の
よ
う
に
指
示
す

る
。「
こ
こ
ま
で
書
け
た
ら

先
生
に
見
せ
に
来
な
さ
い
」。

こ
の
場
合
、「
筆
算
が
書
け

た
ら
持
っ
て
来
ま
す
」
で
、

一
度
全
員
の
ノ
ー
ト
を
確

認
し
て
お
く
と
、
次
の
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

②
は
「
５
０
３

－

76
の
計
算
は
、
一
の
位
、
３
か
ら
６

は
ひ
け
な
い
。
十
の
位
、
あ
、
な
い
！　

百
の
位
、
10
借

り
て
４
。
９
に
し
て
、
10
借
り
る
。
10
と
３
で
13
。
13

－

６
=
７
、
９

－

７
=
２
、
４
を
下
ろ
し
て
４
。
答
え
４
２

７
」。
こ
れ
を
そ
の
都
度
言
わ
せ
て
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

あ
る
程
度
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
次
、何
し
ま
す
か
」

と
少
し
ず
つ
負
荷
を
掛
け
る
。

　

次
の
一
冊
は
教
室
の
本
棚
に
置
き
、
い
つ
で
も
取
り
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

﹃
文
章
題
指
導
の
定
石
﹄︵
石
田
一
三
著　

明
治
図
書
︶

　

五
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上

あ
る
分
厚
い
本
だ
。
文

章
題
指
導
に
特
化
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

石
田
氏
は
「
文
章
題

指
導
の
要
点
」
を
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

問
題
に
書
い
て
あ
る
日
常
生
活
の
場
面
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
文
章

題
を
考
え
る
と
き
の
要
点
で
す
。

︵
中
略
︶

　

ど
の
学
年
で
も
、
文
章
題
の
指
導
の
最
初
の
時
間

に
「
文
章
題
を
考
え
る
時
に
は
、
問
題
の
場
面
の
絵

を
書
き
な
さ
い
」
と
指
示
し
ま
す
。

　

読
み
取
ら
せ
る
た
め
に
は
、
問
題
文
を
し
っ
か
り
読
ま

せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
指
導
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

必
須
ポ
イ
ン
ト
①　

問
題
文
を
音
読
す
る
。

「
問
題
を
し
っ
か
り
読
め
る
人
は
、
算
数
が
得
意
に
な
り

ま
す
。
も
う
一
度
読
み
ま
す
。
さ
ん
、
は
い
」

　

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
趣
意
を
説
明
し
て
問
題
文
を
音

読
さ
せ
る
。

必
須
ポ
イ
ン
ト
②　

文
章
題
を
要
約
す
る
。

「
こ
れ
は
何
の
お
話
で
す
か
」

「
こ
れ
は
ど
う
い
う
お
話
で
す
か
」

（
お
菓
子
の
代
金
を
求
め
る
お
話
で
す
）

　

文
章
題
を
要
約
さ
せ
る
こ
と
で
、
何
の
問
題
な
の
か
、

全
体
イ
メ
ー
ジ
を
大
ま
か
に
把
握
で
き
る
。

必
須
ポ
イ
ン
ト
③　

文
章
題
を
絵
や
図
に
か
く
。

「
先
生
が
一
目
で
分
か
る
絵
や
図
を
ノ
ー
ト
に
か
い
て

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

絵
や
図
の
か
き
方
に
は
制
限
を
付
け
な
い
。
抽
象
的
な

絵
を
描
く
子
も
い
れ
ば
、
具
体
的
な
絵
を
描
く
子
も
い
る
。

そ
の
子
に
合
っ
た
絵
や
図
で
あ
れ
ば
い
い
。

　

こ
の
よ
う
な
指
導
を
踏
ま
え
て
立
式
や
計
算
へ
と
進
む
。

クラスで最も算数が苦手な子が、
自力で12問を解き切る
繰り下がりのあるひき算の筆算
「ジャンボ ホワイト・TOSSノート」（教育技術研究所）
でバッチリ！　位取りを正確に書かせるから
できるようになる。

文章題指導では「情報読解
のスキル」を育てる
第一に「文章の意味を理解する」。
第二に「求めるものを見付ける」。
第三に「求めるまで条件をクリアする」。
幾つもの指導を組み合わせて、“自分の力で文章題を
解ける力”を育てる。

【難しい筆算】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

【難しい文章問題】
分かる授業の
典型例と
必須ポイント

並
なみ

木
き

友
とも

寛
ひろ

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

千葉県我孫子市立根戸小学校 兵庫県姫路市立英賀保小学校

算 数算 数 算 数算 数



特集

子
供
の
自
己
肯
定
感　

急
速
ア
ッ
プ　

や
っ
ぱ
り
基
本
は
﹁
分
か
る
・
で
き
る
授
業
﹂︵
国
算
編
︶

2627 2020. 10

１

毎
時
間
確
認
す
べ
き
﹁
位
取
り
﹂

「
小
数
の
か
け
算
と
わ
り
算
」
で
向
山
氏
が
繰
り
返
し
指

導
し
た
こ
と
は
、「
位
取
り
」
の
指
導
で
あ
る
。
全
十
二

時
間
の
単
元
の
中
で
、
何
度
も
「
位
取
り
」
の
言
葉
が
出

て
く
る
。「
位
取
り
」
が
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
小
数

の
計
算
で
「
位
を
そ
ろ
え
る
」
こ
と
が
で
き
ず
、
計
算
間

違
え
が
多
発
す
る
。
小
数
の
計
算
で
ま
ず
、
子
供
た
ち
に

確
実
に
定
着
さ
せ
た
い
こ
と
は
「
位
取
り
」
で
あ
る
。

２

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
指
導

　

向
山
氏
は
、「
位
取
り
」
に
つ
い
て
確
実
に
理
解
さ
せ
、

記
憶
さ
せ
る
た
め
に
「
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
」
で
指
導

し
て
い
る
。「
位
取
り
」
を
復
習
す
る
場
面
。
向
山
氏
は
、

黒
板
に
「
３
２
６
.
３
７
」
と
書
く
。

発
問
1
６
は
何
の
位
で

　

す
か
？

指
示
1
全
員
起
立
。
分

　

か
っ
た
ら
座
り
な
さ
い
。

と
確
認
。
そ
の
後
、
テ
ン

ポ
良
く
全
て
の
位
を
確
認

す
る
。

　

黒
板
は
、
上
図
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

３

発
問
を
変
え
て
指
導

　

さ
ら
に
、
発
問
を
変
え
る
。

発
問
2
６
は
何
を
表
し
て
い
ま
す
か
。

　

次
々
と
子
供
を
指
名
し
て
い
く
。
分
か
ら
な
い
子
や
間

違
え
た
子
に
は
、

指
示
2
は
い
。
立
ち
な
さ
い
。

と
詰
め
て
い
く
。
教
室
に
は
緊
張
感
が
流
れ
る
。

　

こ
の
問
い
に
対
し
て
の
正
解
は
、
一
の
位
で
は
な
く
、

「
１
が
６
個
で
す
」
と
な
る
。
こ
の
後
、

指
示
3
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

と
指
示
。
位
取
り
に
つ
い
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
ノ
ー
ト

に
も
書
か
せ
る
の
だ
。

４

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
際
の
微
細
技
術

　

向
山
氏
は
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
前
に
ス
ッ
と
黒
板
に

書
い
た
位
取
り
の
文
字
（
数
字
だ
け
と
な
る
）
を
消
し
た
。

こ
の
順
番
が
逆
で
は
駄
目
な
の
だ
。
消
し
て
か
ら
、

指
示
3
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

と
指
示
を
す
る
の
だ
。

　

位
が
書
か
れ
た
状
態
の
も
の
を
写
す
の
と
、
消
さ
れ
た

状
態
で
位
を
書
く
の
と
で
は
、
負
荷
の
掛
か
り
方
が
違
う
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
付
け
て
「
繰
り
返
す
」
か
ら
、

子
供
た
ち
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

小数の計算で繰り返し
指導すべきは「位取り」
向山洋一氏の指導から、変化のある繰り返しで
「位取り」を完全マスターさせる指導を抽出。

６年分数×分数、分数÷分数
の計算を攻略する
授業をスムーズに展開するための素地となる知識は、
「帯」で鍛えていく。

【小数の計算】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

【分数の計算】
できる授業の
典型例と
必須ポイント

松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

奥
おく

本
もと

翼
つばさ

群馬県太田市立沢野小学校 石川県金沢市立粟崎小学校
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１

約
分
が
で
き
な
い

　

六
年
生
の
分
数
単
元
最
大
の
つ
ま
ず
き
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

約
分
が
で
き
な
い
。

　

計
算
は
簡
単
に
で
き
る
の
だ
が
、
途
中
で
約
分
を
さ
せ

る
と
ミ
ス
が
頻
発
し
て
し
ま
う
。
二
つ
の
原
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、「
約
分
そ
の
も
の
が
苦
手
」
な
の
で
あ
る
。

　

五
年
生
の
と
き
に
、「
最
大
公
約
数
で
分
母
と
分
子
を

わ
る
」
練
習
を
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
定
着
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
ど
こ
を
見
て
約
分
す
る
の
か
が
分
か
ら
な

い
」
の
で
あ
る
。
計
算
途
中
で
約
分
を
す
る
場
合
に
は
、

分
母
と
分
子
に
幾
つ
も
の
数
が
並
び
、
約
分
の
組
み
合
わ

せ
が
見
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

２

約
分
を
習
熟
さ
せ
る
手
立
て

　

約
分
は
九
九
と
同
じ
で
、
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
で

瞬
間
的
な
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
計
算
の
速
い
子

は
皆
、
こ
の
「
瞬
間
的
な
約
分
」
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

授
業
の
導
入
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ

コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
た
約
分
練
習
の
時
間
と
す
る
。

　

僅
か
三
分
で
も
よ
い
。
単
元
を
進
め
る
中
で
毎
時
間
約

分
練
習
を
入
れ
れ
ば
、
約
分
に
習
熟
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
明
ら
か
に
学
習
が
困
難
で
あ
る
児
童
に
対
し
て

は
、
個
別
に
「
約
分
表
」
を
持
た
せ
る
な
ど
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
。

３

約
分
で
き
る
数
を
見
付
け
さ
せ
る
手
立
て

　

分
数
×
分
数
、
分
数
÷
分
数
の
単
元
で
は
、

「
斜
め
約
分
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
。

　

左
図
の
よ
う
に
途
中
計
算
の
式
を
書
か
せ
た
段
階
で
、

「
斜
め
約
分
で
き
る
か
？
」
を
毎
回
問
う
。
ど
こ
を
見
れ

ば
よ
い
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
途
中
計
算
の
約
分
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
1年 Japanese

国語
1年

ら
い
跳
び
ま
し
た
か
？
（
五
十
セ

ン
チ
）

発
問
５
一
回
目
と
二
回
目
は
同
じ

読
み
方
で
い
い
で
し
ょ
う
か
？

指
示
４
ど
う
読
ん
だ
ら
い
い
か
、

隣
同
士
で
練
習
し
ま
す
。
一
人
は

く
じ
ら
ぐ
も
の
役
。
も
う
一
人
は

子
供
た
ち
の
役
に
な
り
ま
す
。

指
示
５

う
ま
く
で
き
た
と
思
う

チ
ー
ム
の
人
た
ち
、
発
表
し
ま
す
。

指
示
６
今
度
は
三
回
目
の
「
天
ま

で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
。」
は

ど
ん
な
ふ
う
に
読
め
ば
い
い
か

考
え
て
読
み
ま
す
。           

発
問
６
三
回
目
は
何
セ
ン
チ
跳
ん

だ
の
で
す
か
？
（
三
回
目
は
、
天

ま
で
跳
ん
だ
の
だ
と
い
う
答
え

が
出
る
は
ず
で
あ
る
）

指
示
７
で
は
、
天
ま
で
跳
べ
る
よ

う
に
読
ん
で
み
ま
す
。

指
示
８
全
員
で
手
を
つ
な
い
で
丸

く
な
り
ま
し
ょ
う
。
先
生
が
く
じ

ら
ぐ
も
の
役
で
す
。
み
ん
な
で

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
。」

を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
物
語
の
楽
し
さ
は
、
繰
り
返

さ
れ
る
く
じ
ら
ぐ
も
と
子
供
た
ち
の

会
話
で
あ
る
。
動
作
化
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
読
み
合
い
た
い
。

指
示
１
教
科
書
を
読
み
ま
す
。

発
問
１
繰
り
返
し
出
て
く
る
会
話

文
が
あ
り
ま
す
ね
。
何
で
す
か
？

（「
天
ま
で
と
ど
け
、一
、二
、三
。」

と
「
も
っ
と
た
か
く
。
も
っ
と
た

か
く
。」
を
確
認
）

指
示
２
「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、

三
。」
に
は
、
赤
い
線
を
引
き
ま

し
ょ
う
。（
引
け
た
か
確
認
）

指
示
３
「
も
っ
と
た
か
く
。
も
っ

と
た
か
く
。」
に
は
黒
い
線
を
引

き
ま
し
ょ
う
。（
引
け
た
か
確
認
）

発
問
２
「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、

三
。」
は
全
部
で
何
回
あ
り
ま
す

か
？
（
三
回
と
確
認
）

発
問
３
一
回
目
の
「
天
ま
で
と
ど

け
、
一
、
二
、
三
。」
は
ど
れ
く

ら
い
跳
び
ま
し
た
か
？
（
三
十
セ

ン
チ
）

発
問
４
二
回
目
の
「
天
ま
で
と
ど

け
、
一
、
二
、
三
。」
は
ど
れ
く

発問「天までとどけ、一、二、三。」
をみんなで工夫して読みましょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

「くじらぐも」は、
音読をメインに
組み立てる
クラスみんなで雲に乗った
ように、楽しく音読しよう。

光村図書・１年下・p.4-16

１回目　「天までとどけ、一、二、三。」
　30センチ（これくらいと　視覚化する）
２回目　「天までとどけ、一、二、三。」
　50センチ（これくらいと　視覚化する）
３回目　「天までとどけ、一、二、三。」
　60センチ？　→天まで

指
示
1
同
じ
よ
う
に
一
番
下
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
下
に
式
と
答
え
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

指
示
2
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
き
ま

す
。
先
生
と
同
じ
よ
う
に
書
き
ま

し
ょ
う
︵
二
段
目
の
式
を
ず
ら
し

て
書
く
こ
と
に
気
を
付
け
さ
せ

る
。
上
の
ノ
ー
ト
の
部
分
の
四
角

囲
み
は
、
赤
で
囲
ま
せ
る
︶。

説
明
二
つ
の
式
を
一
つ
に
す
る
魔

法
を
か
け
る
よ
︵
赤
囲
み
部
分
を

指
で
隠
し
て
見
え
て
い
る
部
分

を
読
ま
せ
る
︶。

児
童
:「
３
＋
２
＋
４
=
９
」

「
一
つ
の
式
に
な
っ

た
ね
」
と
言
う
と
児

童
た
ち
は
「
ほ
ん
と

だ
！
」
と
言
っ
て

乗
っ
て
く
る
。
次
の

文
章
題
も
同
様
に
、

一
つ
の
式
で
表
す
練

習
を
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
自
分
で

一
つ
の
式
に
表
せ
る

よ
う
に
な
る
。

発
問
1
バ
ス
に
猫
が
三
匹
乗
っ
て

い
ま
し
た
。
バ
ス
停
で
二
匹
乗
り

ま
す
。
猫
は
み
ん
な
で
何
匹
に
な

り
ま
し
た
か
︵
一
番
上
の
挿
絵
を

見
せ
、
そ
の
次
に
二
枚
目
の
絵
を

見
せ
な
が
ら
問
う
︶。
式
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

児
童
:
３
＋
２
=
５
で
す
。

教
師
:
ブ
ロ
ッ
ク
の
下
に
３
＋
２
=

５
と
書
き
ま
す
。
そ
の
横
、
答
え

５
匹
と
書
い
て
お
き
ま
す
。

発
問
2
バ
ス
に
猫
が
五
匹
乗
っ
て

い
ま
し
た
。
次
の
バ
ス
停
で
四
匹

乗
り
ま
す
。
猫
は
み
ん
な
で
何
匹

に
な
り
ま
し
た
か
︵
二
枚
目
と
三

枚
目
の
挿
絵
を
見
せ
な
が
ら
︶。

発問１  バスに猫が３匹乗っていました。
バス停で２匹乗ります。猫はみんな
で何匹になりましたか。

発問２  バスに猫が５匹乗っていました。
次のバス停で４匹乗ります。猫はみ
んなで何匹になりましたか。

説明  ２つの式を１つにする魔法をかけ
るよ。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「３つのかずのけい
さん」は隠して１つ
の式に
手で隠して２つの式から１つ
の式への変換を理解させる。

東京書籍・１年②・p.51

イラスト：ナカジマ ヤヨイ イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※
イ
ラ
ス
ト
は
教
科
書
を
も
と
に
か
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
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く
に
文
が
あ
る
の
で
見
付
け
や
す
い
。

２
気
持
ち
の
変
化

　

二
つ
の
文
を
比
べ
る
と
、
気
持
ち

の
変
化
が
書
か
れ
て
い
る
。「
か
な
し

い
」
↓
「
し
あ
わ
せ
」
で
あ
る
。
こ
の

気
持
ち
の
変
化
は
ど
こ
で
起
こ
っ
た

の
か
見
付
け
さ
せ
る
。
二
人
の
気
持

ち
が
同
時
に
変
化
し
て
い
な
い
の
で
、

が
ま
く
ん
に
限
定
す
る
。

発
問
３
が
ま
く
ん
の
気
持
ち
が
、

が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
の
は
ど
こ

で
す
か
。

指
示
３
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

様
々
な
と
こ
ろ
に
線
を
引
い
て
く

る
が
全
て
褒
め
る
。
こ
こ
は
教
師
が
、

二
つ
に
整
理
し
て
尋
ね
る
と
よ
い
。

が
ま
く
ん
の
気
持
ち
が
が
ら
っ
と
変

わ
っ
た
の
は
「
か
え
る
く
ん
が
手
紙

を
出
し
た
と
知
っ
た
と
き
」
か
、
そ

れ
と
も
「
手
紙
に
書
い
て
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
と
き
」
か
。
ど
ち
ら
か
選

ば
せ
、
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
発
表
す
る
。

１
絵
に
合
う
文
を
探
す

　

が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん
が
二
人

で
悲
し
そ
う
に
腰
か
け
て
い
る
、
１

の
場
面
の
絵
を
見
せ
て
尋
ね
る
。

発
問
１
こ
の
絵
を
表
す
一
文
は
ど

れ
で
す
か
。

指
示
１
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

教
科
書
に
線
を
引
い
て
持
っ
て
来

さ
せ
る
。「
ふ
た
り
と
も
、
か
な
し

い
気
分
で
、
げ
ん
か
ん
の
前
に
こ
し

を
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。」
が
答
え

で
あ
る
が
、
絵
と
文
の
ペ
ー
ジ
が
違

う
の
で
見
付
け
に
く
い
。
し
か
し
、

必
ず
見
付
け
る
子
が
い
る
。
教
師
は

〇
か
×
を
付
け
る
だ
け
で
よ
い
。　

　

次
に
、
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん

が
二
人
で
幸
せ
そ
う
に
座
っ
て
い
る
、

４
の
場
面
の
絵
を
見
せ
て
尋
ね
る
。

発
問
２
こ
の
絵
を
表
す
一
文
は
ど

れ
で
す
か
。

指
示
２
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

答
え
は
、「
二
人
と
も
、
と
て
も

し
あ
わ
せ
な
気
も
ち
で
、
そ
こ
に
す

わ
っ
て
い
ま
し
た
。」
だ
。
絵
の
近

発問  この絵を表す文はどれです
か。

指示  線を引きなさい。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

Japanese

国語
2年

「お手紙」は挿絵を
手がかりにする
挿絵と一致する文を探し、
気持ちが変化した場所を
見付ける。

光村図書・２年下・p.12-26

「
九
九
の
修
業
の
旅
」
と
い
う
実
践

が
あ
る
。
①
教
室
の
廊
下
で
②
職
員

室
の
前
で
⋮
⋮
と
決
め
ら
れ
た
場
所

で
一
度
ず
つ
言
わ
せ
て
い
く
。
一
度

の
旅
で
八
回
程
度
言
わ
せ
る
。
場
所

に
よ
る
変
化
で
あ
る
。
教
室
に
戻
っ

た
子
か
ら
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
た
。

修
業
の
旅
の
間
に
、
Ｌ
Ｄ
 ※
の
子
と

一
緒
に
唱
え
る
練
習
を
し
た
。

　

授
業
で
の
九
九
の
習
得
の
保
障
、

今
な
ら
欠
か
せ
な
い
の
が
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
け
算
九
九
計
算
尺

セ
ッ
ト
「
か
け
算
九
九
の
助
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）

で
あ
る
。九
九
尺
を
使
う
こ
と
で
、十

一
月
中
旬
ま
で
に
全
員
合
格
で
き
た
。

　

暗
唱
だ
け
で
な
い
。
か
け
算
の
意

味
が
頭
に
入
る
。
支
援
学
級
の
子
た

ち
も
三
年
生
の
わ
り
算
ま
で
マ
ス

タ
ー
し
て
い
っ
た
。

　

次
の
指
示
も
し
た
。

指
示
3
声
に
出
し
て
九
九
を
唱
え

る
の
が
、か
け
算
の
補
助
計
算
で
す
。

　

呟
き
が
テ
ス
ト
中
も
飛
び
交
っ
た
。

　

九
九
の
習
得
を
学
校
で
保
障
し
て

き
た
。
こ
れ
が
、
保
護
者
の
信
頼
の

出
発
点
と
な
っ
た
。
二
学
期
中
に
終

了
し
た
。
上
り
九
九
だ
け
は
、
教
師

が
全
部
テ
ス
ト
し
た
。

　

授
業
で
九
九
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、

毎
時
間
四
十
回
は
唱
え
さ
せ
る
。

　

ず
っ
と
や
っ
て
き
た
。
は
っ
き
り

言
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

指
示
1
シ
・
シ
チ
・
ハ
チ
は
特
に

は
っ
き
り
言
い
な
さ
い
。

指
示
2
は
っ
き
り
言
っ
て
い
な
い

と
テ
ス
ト
で
合
格
し
ま
せ
ん
。

　

七
の
段
が
一
番
難
し
い
。
次
が
四

と
八
の
段
で
あ
る
。
子
供
に
も
話
す
。

　

正
確
に
は
っ
き
り
と
数
を
こ
な
す
。

　

変
化
を
付
け
て
言
わ
せ
る
。

　

①
全
体
で
②
個
人
で
③
男
女
交
代

で
④
式
は
教
師
、
答
え
は
子
供
⋮
⋮

な
ど
、
変
化
を
付
け
る
。
①
教
科
書

②
百
玉
そ
ろ
ば
ん
③
サ
イ
ト
⋮
⋮
な

ど
、
ツ
ー
ル
も
変
化
さ
せ
る
。

　

一
つ
の
段
を
二
時
間
で
授
業
す
る
。

二
時
間
で
八
十
回
は
言
わ
せ
る
。

指示①  シ・シチ・ハチは特にはっ
きり言いなさい。

指示②  声に出して九九を唱える
のが、かけ算の補助計算です。

九九は２学期中に
全員を合格させる
九九の習得は学校で保障して
きた。そのために大きく２つ
のことを行った。

啓林館・２年下・p.12-19, 27-34

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

裕
ひろ

明
あき

※
学
習
障
害

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
円
の
中
心

を
見
付
け
さ
せ
る
。

発
問
2
そ
れ
ぞ
れ
の
円
の
中
心
は

ど
こ
で
す
か
。

指
示
こ
こ
、
こ
こ
、
と
指
を
置
き

な
さ
い
。

　

確
認
し
た

後
、
上
の
図

の
よ
う
に
、
円

の
中
心
に
点

を
打
た
せ
る
。

ノ
ー
ト
の
方

眼
に
同
じ
よ
う
に
点
を
写
さ
せ
て
、

あ
と
は
か
か
せ
る
。

　

続
く
練
習
問
題
の
図
も
以
下
の
部

分
に
限
定
し
て
図
を
示
し
、
幾
つ
の

円
で
で
き
て
い
る
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
。
そ
の
後
、
円
の
中
心
を
見
付
け

さ
せ
、
か
か
せ
る
と
よ
い
。

　

円
の
「
も
よ
う
づ
く
り
」。
楽
し

ん
で
取
り
組
む
子
が
い
る
一
方
、
で

き
な
い
と
言
っ
て
投
げ
出
す
子
も
い

る
。
そ
れ
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
、
以

下
の
二
点
に
着
目
さ
せ
る
こ
と
だ
。

①
幾
つ
の
円
で
で
き
て
い
る
か
。

②
コ
ン
パ
ス
の
針
を
刺
す
と
こ
ろ

︵
円
の
中
心
︶
は
ど
こ
か
。

︿
問
題
﹀
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
、

方
が
ん
に
右
の
よ
う
な
も
よ
う

を
か
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

発
問
1
こ
の
模
様
は
、
幾
つ
の
円

で
で
き
て
い
ま
す
か
。

児
童
:
５
つ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

子
も
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
下

の
よ
う
な
図
を

示
す
と
よ
い
。

発問１  この模様は、幾つの円でできて
いますか。

発問２ それぞれの円の中心はどこですか。

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

誠
まこ

人
と

円の「もようづくり」
円は幾つ？
中心はどこ？
全ての円を見せると、イメー
ジをもたせることができる。

啓林館・３年下・p.8

発
問
1
中
心
人
物
は
誰
で
す
か
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
子
供
が
「
じ
ん
ざ
」

と
答
え
る
。

指
示

中
心
人
物
の
行
動
や
様

子
が
分
か
る
言
葉
を
見
付
け

ま
し
ょ
う
。

「
む
ち
を
鳴
ら
す
と
、
じ
ん
ざ
は
火

の
輪
を
目
が
け
て
ジ
ャ
ン
プ
」
し
て

い
た
が
、
火
事
で
逃
げ
遅
れ
た
子
供

を
助
け
る
た
め
に
「
ぱ
っ
と
火
の
中

へ
と
び
こ
ん
だ
」
な
ど
、
じ
ん
ざ
の

行
動
が
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
言

葉
に
着
目
さ
せ
、
ノ
ー
ト
に
書
き
出

さ
せ
る
。

発
問
2
中
心
人
物
（
じ
ん
ざ
）

は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
す
か
。

指
示
で
書
き
出
し
た
行
動
・
様

子
の
言
葉
を
基
に
考
え
た
人
物
像
を

黒
板
に
書
き
出
さ
せ
、
自
分
な
り
の

考
え
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

　

昨
年
度
ま
で
の
教
科
書
に
も
載
っ

て
い
た
「
サ
ー
カ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
」。

新
教
科
書
の
手
引
き
に
は
、「
中
心

人
物
は
だ
れ
か
、
そ
の
人
物
は
ど
の

よ
う
な
人
物
か
考
え
な
が
ら
読
む
」

と
な
っ
て
い
る
。
中
心
人
物
の
定
義

も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、
中

心
人
物
の
変
化
を
読
み
取
る
学
習
と

な
っ
て
い
る
。

　

物
語
全
体
を
通
し
て
、
気
持

ち
や
そ
の
変
化
が
い
ち
ば
ん
く

わ
し
く
書
か
れ
て
い
る
人
物
を

中
心
人
物
と
い
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
登
場
人
物
を
全
て
挙

げ
、
そ
の
中
か
ら
中
心
人
物
は
誰

か
、
検
討
し
、
確
定
す
る
。
次
に
、

中
心
人
物
の
行
動
や
様
子
、
会
話

か
ら
、
気
持
ち
や
行
動
の
変
化
を

見
付
け
さ
せ
、
ど
う
変
化
し
て
い
っ

た
の
か
、
中
心
人
物
の
行
動
・
様
子
・

会
話
を
根
拠
に
隠
れ
て
い
る
も
の

（
優
し
さ
・
勇
気
な
ど
）
を
読
み
取

ら
せ
る
。

発問１  中心人物は誰ですか。
指示  中心人物の行動や様子が分

かる言葉を見付けましょう。
発問２  中心人物はどのような人

物ですか。

中心人物がどのような
人物か考えよう

「サーカスのライオン」
中心人物の行動や様子が分か
る言葉から、中心人物はどの
ような人物か考える。

元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

美
み

香
か

東京書籍・３年上・p.128-143

イラスト：ナカジマ ヤヨイ



3435 2020. 10

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
4年

２
連
想
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
問
う

　

こ
の
文
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
ま
す
か
。
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

と
指
示
を
出
す
。
や
は
り
こ
こ
で
も

「
例
え
ば
、
何
で
す
か
」
と
聞
い
て
、

イ
メ
ー
ジ
の
例
を
挙
げ
る
。

「
明
る
い
、
う
れ
し
い
、
気
持
ち
良

い
、
き
れ
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な

イ
メ
ー
ジ
が
出
る
で
あ
ろ
う
。

３
情
景
の
定
義
を
押
さ
え
る

「
こ
の
イ
メ
ー
ジ
、
実
は
ご
ん
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
風
景
の
こ

と
を
『
情
景
』
と
言
い
ま
す
」
と
述

べ
る
。

　

こ
の
文
の
よ
う
に
、
登
場
人

物
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
よ

う
な
情
景
の
文
を
探
し
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

と
、
発
問
す
る
。

１
具
体
的
に
想
像
さ
せ
る

「
空
は
か
ら
っ
と
晴
れ
て
い
て
、
も

ず
の
声
が
キ
ン
キ
ン
ひ
び
い
て
い
ま

し
た
。」
と
板
書
し
、

　

こ
の
文
を
読
ん
で
、
頭
に
浮

か
ん
だ
こ
と
を
言
葉
に
し
て
全

て
書
き
出
し
な
さ
い
。

と
言
う
。

　

子
供
た
ち
が
ノ
ー
ト
に
書
く
前
に
、

「
例
え
ば
、
何
で
す
か
」
と
聞
い
て
、

例
を
出
さ
せ
る
。「
雲
」
の
よ
う
な
、

書
い
て
い
な
い
こ
と
を
言
っ
た
子
を

褒
め
、「
そ
う
そ
う
、
そ
う
や
っ
て

想
像
し
て
、
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を

書
い
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
よ
」
と

押
さ
え
て
お
く
。

　

発
表
さ
せ
る
と
、「
青
空
、
太
陽
、

雲
、空
、木
、草
、土
、も
ず
、雫
、バ
ッ

タ
」
な
ど
が
出
る
だ
ろ
う
。
次
々
と

板
書
し
て
い
く
。
想
像
し
た
こ
と
を

書
く
た
め
、
大
き
く
外
れ
て
い
な
い

限
り
は
、
検
討
の
必
要
は
な
い
。

指示１  この文を読んで、頭に浮
かんだことを言葉にして全て書
き出しなさい。

指示２  この文から、どのような
イメージをもちますか。ノート
に書きなさい。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

愛
あい

Japanese

国語
4年

「ごんぎつね」は、
まずイメージを
もたそう　
新教科書に登場した「情景」を
授業する。いきなり気持ちを問
うのではなく、イメージを問う。

光村図書・４年下・p.12-33

さ
い
」

「
右
に
『
未
満
』
と
書
き
な
さ
い
」

２
答
え
方
を
教
え
る

　

答
え
を
次
の
よ
う
に
書
く
。

「
十
の
位
ま
で
の
概
数
が
80
に
な
る

整
数
で
、
最
も
小
さ
い
の
は
幾
ら
で

す
か
？
」（
75
で
す
）

「
以
上
」
が
付
い
て
い
る
数
を
、
そ

の
ま
ま
答
え
れ
ば
よ
い
。

　

一
方
、
一
番
大
き
い
数
は
違
う
。

　

先
ほ
ど
書
い
た
の
は
『
未
満
』
だ

か
ら
、
そ
の
数
は
入
ら
な
い
。

「
85
未
満
と
書
か
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
85
は
入
ら
な
い
。
一
番
大
き
い

数
は
？
」（
84
で
す
）

「
未
満
」
に
書
か
れ
て
い
る
数
の
一

つ
小
さ
い
数
が
答
え
に
な
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
最
小
、
最
大
の

数
を
上
の
写
真
の
よ
う
に
書
く
。

　

こ
れ
で
終
了
で
あ
る
。

　

こ
の
書
き
方
を
す
れ
ば
、「
以
上
、

未
満
」
を
問
わ
れ
て
も
、「
一
番
大

き
い
数
、
小
さ
い
数
」
を
問
わ
れ
て

も
対
応
で
き
る
。

１
答
え
の
見
付
け
方
を
教
え
る

　

概
数
の
範
囲
を
問
う
問
題
が
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
問
題
だ
。

十
の
位
ま
で
の
概
数
に
す
る
と
、

80
に
な
る
整
数
は
幾
ら
か
。

　

概
数
の
範
囲
の
問
題
は
「
書

き
方
を
教
え
る
」
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

「
80
と
書
き
な
さ
い
」

「
十
の
位
の
上
に
『
ま
で
』
と
書
き

な
さ
い
」

「『
ま
で
』
の
上
に
、
一
つ
小
さ
い

数
を
書
き
な
さ
い
。今
回
は
７
で
す
」

「
そ
の
一
つ
下
の
位
に
５
と
書
き
な

さ
い
」

「
右
に
『
以
上
』
と
書
き
な
さ
い
」

　

こ
れ
が
、
そ
の
概
数
の
範
囲
の
最

小
の
数
に
な
る
。

　

空
位
が
生
じ
た
場
合
は
０
を
入
れ

れ
ば
よ
い
。

「
十
の
位
の
下
に
、
同
じ
数
字
を
書

き
な
さ
い
。
今
回
は
８
で
す
」

「
そ
の
一
つ
下
の
位
に
５
を
書
き
な

指示１  80と書きなさい。

指示２  十の位を１つ小さい数を上に書
きなさい。右に５を書きなさい。「以
上」を書きなさい。

指示３  十の位と同じ数を下に書きなさ
い。右に５を書きなさい。「未満」を
書きなさい。

発問１  一番小さい数は幾らですか。

発問２  一番大きい数は幾らですか。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

健
けん

一
いち

「概数の範囲」は、
書き方を教えて答え
を求めさせる
答えの書き方まで教えること
で、「以上、未満」、「一番大
きい、一番小さい」の両方の
タイプの問題に対応できる。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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①
ポ
ス
タ
ー
↓
不
思
議
な
気
持
ち

②
平
和
記
念
資
料
館
↓
う
ち
の

め
さ
れ
る
気
持
ち

③
モ
ニ
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
↓

気
が
遠
く
な
る
感
覚

④
お
ば
あ
さ
ん
↓
考
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
気
付
き

⑤
楠
木
ア
ヤ
↓
気
に
な
る
存
在

か
ら
、
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在

　

そ
し
て
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

こ
の
五
つ
の
中
で
、「
わ
た
し
」

に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
は
ど
れ
で
す
か
。

　

恐
ら
く
、「
お
ば
あ
さ
ん
」
か
「
楠

木
ア
ヤ
」
を
選
ぶ
子
供
が
多
い
と
思

わ
れ
る
。（
時
間
短
縮
を
図
り
た
け

れ
ば
、「
お
ば
あ
さ
ん
、
楠
木
ア
ヤ
、

ど
ち
ら
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た

か
？
」
と
聞
く
こ
と
も
あ
り
得
る
）

　

そ
し
て
、
討
論
を
さ
せ
る
。

　

ま
ず
、
次
の
説
明
を
す
る
。

　

こ
の
物
語
で
は
、
中
心
人
物

の
「
わ
た
し
」
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
役
割
の
人
物
や
物
が

出
て
き
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
、
平
和
記
念
資
料

館
、
モ
ニ
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
、

お
ば
あ
さ
ん
、
楠
木
ア
ヤ
で
す
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
師
か

ら
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
役
割
の

人
物
や
物
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
か
ら
出
さ
せ
る
と
、
あ

れ
も
こ
れ
も
出
て
き
て
、
検
討
ま
で

に
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
上
で
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
中
心
人
物
の
「
わ

た
し
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
か
。

　

ノ
ー
ト
に
意
見
を
書
か
せ
る
。
例

え
ば
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
と

考
え
ら
れ
る
。

指示１  ①ポスター　②平和記念資料館
③モニターの子どもたち　

 ④おばあさん　⑤楠木アヤ　
 　それぞれ、中心人物の「わたし」

にどのような影響を与えましたか。
指示２  この５つの中で、「わたし」に

最も大きな影響を与えたのはどれで
すか。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

物語における役割の
検討
それぞれが、どのような影響
を与える役割をしているのか
検討させる。その上で、最も
重要な影響を考えさせる。

光村図書・５年・p.106-122
「たずねびと」

　

さ
て
、
こ
の
日
付
を
見
て
、
何
か

気
付
き
ま
せ
ん
か
。

「
月
と
日
が
み
ん
な
同
じ
！
」

確
か
に
！　

あ
と
一
つ
大
事
な
こ

と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
な
。

「
み
ん
な
⋮
⋮
奇
数
だ
」

そ
の
と
お
り
！

　

ど
う
し
て
お
祝
い
の
日
は
奇
数
の

語
呂
合
わ
せ
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。

「
分
か
り
ま
せ
ん
」

日
本
で
は
古
く
か
ら
「
偶
数
」
よ

り
も
「
奇
数
」
の
方
が
縁
起
が
い
い

数
だ
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
縁
起

の
い
い
数
を
組
み
合
わ
せ
た
ん
だ
ね
。

一
説
に
よ
る
と
、
偶
数
は
割
り
切
れ

る
こ
と
か
ら
分
裂
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
へ
え
~
」

そ
う
考
え
る
と
も
う
一
日
、
縁
起

の
い
い
日
が
あ
り
ま
す
。
何
で
す
か
。

「
一
月
一
日
」

元
日
だ
か
ら
ね
。
で
も
ね
、
一
月

一
日
だ
け
は
ち
ょ
っ
と
特
別
な
ん
で

す
。
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

奇
数
・
偶
数
を
教
え
て
も
、
ど
ち

ら
が
奇
数
で
ど
ち
ら
が
偶
数
か
分
か

ら
な
く
な
る
子
が
結
構
い
る
。

　

そ
こ
で
、
五
分
程
度
時
間
を
取
っ

て
、
次
の
よ
う
な
問
答
を
子
供
た
ち

と
し
て
は
ど
う
か
。

三
月
三
日
は
何
の
日
で
す
か
。

「
お
ひ
な
様
の
日
」

ひ
な
ま
つ
り
で
す
ね
。「
桃
の
節

句
」
と
も
い
い
ま
す
。

　

五
月
五
日
は
何
の
日
で
す
か
。

「
こ
ど
も
の
日
」

こ
ど
も
の
日
で
す
ね
。「
端
午
の

節
句
」
と
も
い
い
ま
す
。

　

七
月
七
日
は
何
の
日
で
す
か
。

「
七
夕
」

そ
う
、
七
夕
で
す
ね
。「
し
ち
せ

き
の
節
句
」
と
も
い
い
ま
す
。

　

で
は
、
九
月
九
日
は
何
の
日
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
俺
の
誕
生
日
！
（
笑
）」

実
は
こ
の
日
は
「
重
陽
の
節
句
」

と
い
い
ま
す
。
昔
は
と
て
も
大
切
な

日
で
し
た
。

発問１  ３月３日は何の日ですか。
説明１  ひなまつりですね。「桃の

節句」ともいいます。
発問２  ５月５日は何の日ですか。
説明２  こどもの日ですね。「端午

の節句」ともいいます。
簡単な問答で奇数・
偶数の区別を明確
にする
奇数・偶数をエピソード
記憶させよう。

元公立小学校教諭

村
むら

野
の

聡
さとし

東京書籍・５年上・p.97
「偶数と奇数、倍数と約数」

※
太
字
が
教
師
、「　

」
が
子
供
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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①
道
具
↓
道
具
を
出
さ
せ
る
と
き
に
、

既
に
時
間
差
が
生
ま
れ
る
。「
コ
ン

パ
ス
で
５
㎝
を
測
り
な
さ
い
」
と
い

う
指
示
を
し
て
は
い
け
な
い
。
時
間

差
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
。
コ
ン
パ
ス

を
ま
だ
出
し
て
い
な
い
子
も
い
る
。

忘
れ
て
い
る
子
も
い
る
。
最
初
の
指

示
は
、「
コ
ン
パ
ス
を
先
生
に
見
せ

な
さ
い
」
と
す
る
。「
偉
い
な
！
」「
太

郎
君
、
早
い
ね
」
と
褒
め
な
が
ら
、

ま
だ
出
し
て
い
な
い
子
を
待
つ
。
褒

め
て
待
つ
の
で
あ
る
。

②
隣
と
確
認
↓
12
㎝
の
直
線
を
引
い

た
と
す
る
。
す
ぐ
に
引
け
る
子
も
い

れ
ば
、
ま
だ
の
子
も
い
る
。
自
然
な

こ
と
だ
。「
隣
は
12
㎝
引
い
て
い
る

か
な
。
隣
と
確
認
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。
隣
が
ま
だ
引
い
て
い
な
か
っ
た

ら
、
優
し
く
教
え
て
あ
げ
て
ね
」
と

指
示
す
る
。

③
説
明
↓
作
図
が
完
成
し
た
子
に
指

示
す
る
。「
ど
の
よ
う
に
し
て
拡
大

図
を
か
き
ま
し
た
か
。
説
明
を
書
き

な
さ
い
」。
そ
の
間
に
、
ま
だ
の
子

を
自
然
な
形
で
待
つ
。

　

拡
大
図
と
縮
図
を
か
か
せ
る
と
き
、

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

一
つ
目
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　

教
科
書
で
は
、
三
人
の
子
供
が
、

そ
れ
ぞ
れ
せ
り
ふ
を
言
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
３
つ
の
辺
の
長
さ
を
使
っ

て
か
き
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
子

供
た
ち
に
読
ま
せ
た
瞬
間
に
、
聞
く
。

大
事
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。

「『
３
つ
の
辺
の
長
さ
』
を
丸
で
囲

み
な
さ
い
」

　

同
じ
よ
う
に
し
て
、「
２
つ
の
辺

と
そ
の
間
の
角
」「
１
つ
の
辺
と
そ

の
両
は
し
の
角
」
の
と
こ
ろ
に
〇
を

付
け
さ
せ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
目
立

た
せ
る
た
め
だ
。

　

上
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
、
作
図
さ

せ
る
前
に
、
必
ず
、
こ
の
三
つ
の
う

ち
の
ど
れ
か
を
書
か
せ
る
。

二
つ
目
が
、
時
間
調
整
。

　

作
図
を
さ
せ
る
と
、
時
間
差
が
生

ま
れ
る
。
生
ま
れ
て
当
然
だ
。
そ
の

時
間
差
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
自
然

な
形
で
な
く
す
の
か
？

発問  大事なところはどこですか。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

「拡大図と縮図」
作図の時間差を埋め
る２つのポイント
待っていないかのようにし
て待つ。自然な形で授業を
進める。

「
一
冊
の
本
に
つ
き
一
枚
の
カ
ー

ド
」
の
要
領
で
、
次
々
と
書
き
出
し

の
一
文
だ
け
を
書
か
せ
て
い
く
。
こ

れ
が
第
一
段
階
で
あ
る
。
次
に
カ
ー

ド
を
分
類
す
る
段
階
に
入
る
。

指
示
２
た
く
さ
ん
の
物
語
の
「
冒

頭
の
一
文
」
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
仲
間
分
け
し
ま
す
。
例
え

ば
、「
せ
り
ふ
」
で
始
ま
っ
て
い

る
と
か
、
班
で
相
談
し
て
仲
間
分

け
し
ま
す
。
ど
の
仲
間
に
も
入
ら

な
い
カ
ー
ド
は
「
そ
の
他
」
と
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
て
班
ご
と
に
分
類
さ
せ
る
。

最
終
段
階
は
、
分
類
し
た
カ
ー
ド
に

短
く
見
出
し
を
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
一
番
頭

を
使
う
か
ら
だ
。

指
示
３
仲
間
分
け
し
た
カ
ー
ド
の

グ
ル
ー
プ
に
名
前
を
付
け
ま
す
。

例
え
ば
、「　

」
で
始
ま
る
書
き

出
し
、
の
よ
う
に
。
こ
の
段
階
で

皆
さ
ん
は
作
者
の
工
夫
が
学
べ

る
の
で
す
。

　

原
実
践
は
向
山
洋
一
氏
で
あ
る
。

知
的
な
実
践
で
あ
る
。

「
き
つ
ね
の
窓
」
の
冒
頭
一
文
を

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

「
い
つ
で
し
た
か
、
山
で
道
に
迷
っ

た
時
の
話
で
す
。」

説
明

物
語
の
最
初
は
、
読
者
を

グ
ッ
と
引
き
付
け
る
文
で
始
ま
り

ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
読
者
は

読
ま
な
い
で
次
の
物
語
の
本
を
探

し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
図
書
室

に
は
数
え
切
れ
な
い
物
語
の
本
が

あ
り
ま
す
。そ
の
中
に
は
、い
ろ
い

ろ
な
書
き
出
し
が
あ
り
ま
す
。
夏

目
漱
石
の「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」の

書
き
出
し
は
、
ま
さ
に
題
名
そ
の

も
の
で
す
ね
。

指
示
１
こ
れ
か
ら
最
初
の
一
文
だ

け
集
め
ま
す
。
最
初
の
一
文
だ
け

カ
ー
ド
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
に
カ
ー
ド
を
十
枚
ほ
ど
配
る
。

一
枚
に
つ
き
、
題
名
と
物
語
の
冒
頭

の
一
文
だ
け
を
書
き
出
さ
せ
る
。

き
つ
ね
の
窓

い
つ
で
し
た
か
、
山
で
道
に
迷
っ

た
時
の
話
で
す
。

指示１  最初の一文だけカードに書きま
しょう。

指示２  それを仲間分けします。班で相
談して仲間分けします。どの仲間に
も入らないカードは「その他」とし
ましょう。

指示３  仲間分けしたカードのグループ
に名前を付けます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

最初の一文を集めよう
図書室に連れて行って、物語の
冒頭の一文だけを次々とカード
に書かせていく。それを分類す
る。この作業を通して、子供は
読み手を引き付ける書き出しの
一文を学ぶことができる。

教育出版・６年下・p.42-63啓林館・6年・p.134-135

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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社会

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び 基礎・基本

社会

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

（全学年　教科書活用）
（全学年　教科書活用）

の
「
米
作
り
暦
」
も
見
る
。
討
論
に

も
な
る
。

⑤
自
分
の
地
域
と
比
べ
て
、
分

か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ

と
、
思
っ
た
こ
と
を
書
き
な

さ
い
。（
発
表
）

　

土
地
の
広
さ
、
田
の
多
さ
な
ど
が

出
る
。
だ
ん
だ
ん
単
元
目
標
に
近
づ

く
。⑥

写
真
か
ら
「
米
作
り
の
工
夫
」

を
見
付
け
な
さ
い
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
区

画
、
更
に
は
教
科
書
を
見
て
土
の
下

の
水
の
整
備
な
ど
も
答
え
る
だ
ろ
う
。

　

更
に
教
科
書
を
見
て
い
く
。

⑦
未
来
の
米
作
り
を
予
想
し
て

絵
と
文
で
か
い
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

　

ド
ロ
ー
ン
、
無
人
運
転
な
ど
が
出

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
一
単
元
終
了
と

な
る
。

　

こ
こ
か
ら
雪
小
モ
デ
ル
 ※
「
子
供

の
意
見
分
類
表
」
の
上
か
ら
順
に
発

問
す
る
。

②
何
が
多
い
で
す
か
。

　

分
布
を
聞
く
。「
田
」
と
な
る
。

③
ど
ち
ら
の
方
角
か
ら
撮
っ
た

写
真
で
す
か
。

　

空
間
的
な
こ
と
を
聞
く
。
鳥
海
山
、

川
の
場
所
を
地
図
帳
で
確
認
す
る
。

④
何
月
頃
の
写
真
で
す
か
。

　

時
間
的
な
こ
と
を
聞
く
。
子
供
は

自
分
の
地
域
と
比
較
す
る
。
教
科
書

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

　

写
真
資
料
の
読
み
取
り
に
つ
い
て

は
、
写
真
を
中
心
に
単
元
を
組
む
と

熱
中
し
た
授
業
に
な
る
。

⑴
写
真
（
資
料
）
読
取　

⑵
発
問

⑶
討
論　

⑷
○
○
の
工
夫
見
付
け

⑸
未
来
予
測

　

こ
の
５
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
単
元
が
組
め

る
。

　

本
来
な
ら
討
論
の
後
に
「
調
べ
学

習
」
や
「
見
学
」
に
な
る
の
だ
が
、

現
在
な
か
な
か
そ
の
時
間
も
な
い
。

　

そ
こ
で
今
回
は
「
工
夫
見
付
け
」

と
し
て
単
元
の
目
標
に
迫
っ
て
い
く
。

　

単
元
始

め
に
大
き

な
写
真
が

載
っ
て
い

る
。
上
は

五
年
農
業

「
庄
内
平

野
」。「
分

か
っ
た
こ

と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
」

を
書
か
せ
板
書
、
発
表
さ
せ
る
。
最

初
に
場
所
を
確
認
す
る
。

①
ど
こ
の
写
真
で
す
か
。

　

写
真
の
タ
イ
ト
ル
を
確
認
し
、
地

図
帳
で
場
所
を
確
認
す
る
。

写真資料読み取り
からの単元設定
５STEP
教科書の中心写真を雪小モデ
ルで読み取っていく。最後は

「○○の工夫を探しなさい」
で単元の目標に迫ることがで
きる。

を
読
ま
せ
る
だ
け
で
、
何
と
な
く
単

元
目
標
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

更
に
次
の
よ
う
に
問
う
。

一
番
大
切
な「
人
の
話
」は
ど
れ
？

「
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
」
を
比
較
し
、

子
供
た
ち
は
決
定
す
る
。
更
に
単
元

目
標
に
迫
る
こ
と
に
な
る
。

⑶
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る

　

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
or
人
の

話
を
三
つ
、
重
要
な
資
料
を
一

つ
選
ん
で
、
ノ
ー
ト
見
開
き
二

ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

作
業
時
間
に
二
時
間
と
る
。
こ
れ

だ
と
一
単
元
三
~
五
時
間
程
度
で
終

了
で
き
る
。

が
教
科
書
一
ペ
ー
ジ
に
つ
き
三
つ
程

出
て
く
る
。

　

水
産
業
な
ら
「
二
百
海
里
」「
と

る
漁
業
」「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

と
な
る
。

　

次
の
よ
う
に
教
科
書
を
進
め
る
。

１
教
師
が
課
題
↓
本
文
を
読
む
。

２
途
中
、
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
追

い
読
み
さ
せ
、
○
で
囲
ま
せ
る
。

３
最
後
ま
で
本
文
を
読
ん
だ
後
、

○
で
囲
ん
だ
キ
ー
ワ
ー
ド
だ

け
子
供
に
読
ま
せ
る
。

４
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
用
語

解
説
」
を
子
供
に
読
ま
せ
る
。

　

こ
れ
を
次
々
に
一
単
元
分
行
う
。

⑵
人
の
話
を
読
ん
で
い
く

　

更
に
時
間
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

「
人
の
話
」
だ
け
を
読
ま
せ
て
い
く
。

　

社
会
科
は
「
人
間
が
作
っ
た
事
象
」

を
扱
う
教
科
だ
。
単
元
目
標
に
な
る

「
人
々
の
苦
労
や
工
夫
」
も
「
人
の

話
」
を
読
む
と
自
然
に
理
解
で
き
る
。

「
社
会
事
象
の
原
因
と
結
果
」
が
書

か
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
人
の
話

１
教
科
書
の
構
造

　

教
科
書
を
「
資
料
」
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
分
け
て
み
る
。

・
文
章
・
写
真（
イ
ラ
ス
ト
含
）

・
統
計
・
地
図
・
年
表

　

一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
写

真
。
各
会
社
調
べ
て
み
る
と
、
お
よ

そ
半
分
は
「
写
真
資
料
」
で
あ
る
。

更
に
文
章
資
料
を
分
け
て
み
る
。

・
課
題
・
本
文

・
人
の
話

・
用
語
・
コ
ラ
ム
・
調
べ
方

・
資
料
の
読
み
方

　

本
年
度
、
ど
う
し
て
も
短
時
間
で

単
元
を
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
け
な
い

場
合
の
教
科
書
活
用
「
文
章
資
料
」

の
扱
い
を
紹
介
す
る
。

２
文
章
資
料
活
用
３
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

⑴
キ
ー
ワ
ー
ド
を
読
む

　

社
会
事
象
を
表
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド

時短時の教科書活
用「文章資料」編
３STEP
①キーワードを読む　②人の
話を読む　③ノートにまとめ
る　の３STEPで、短時間で
単元目標をクリアする。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※
大
田
区
立
雪
谷
小
学
校
の
公
開
研
究
会
︵
一
九
九
〇
年
度
︶
で
、
当
時
研
究
主
任
だ
っ
た
向
山
洋
一
が

中
心
に
な
り
提
案
し
た
、
写
真
資
料
な
ど
か
ら
子
供
た
ち
に
情
報
を
読
み
取
ら
せ
る
際
の
指
導
モ
デ
ル
。

※庄内平野のイラストは資料をも
とにかき起こしました。
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4年英語
　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

「
そ
の
他
」
を
入
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
や
す
い
。

意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
次
々
と

発
表
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
更
に
も
う
一
歩
詰
め
て
、

子
供
た
ち
の
思
考
を
深
化
さ
せ
る
。

発
問
５
ロ
レ
ン
ゾ
が
本
当
に
逮
捕

さ
れ
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、

そ
れ
で
も
友
達
を
続
け
ま
す
か
。

・
続
け
る
。
ど
ん
な
状
況
で
も
支
え

合
う
の
が
友
達
だ
か
ら
。

・
続
け
な
い
。
崩
れ
た
信
頼
関
係
は

な
か
な
か
戻
せ
な
い
か
ら
。

⑤
再
度
、
価
値
観
を
問
う

発
問
６
本
当
の
友
達
と
は
ど
ん
な

友
達
で
す
か
。

　

導
入
と
同
じ
発
問
で
あ
る
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
書
く
内
容
が
変
わ

る
は
ず
だ
。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ

と
で
、
価
値
観
の
変
化
・
深
化
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
基
に
す

れ
ば
通
知
票
の
所
見
も
書
き
や
す
く

な
る
。
授
業
の
導
入
と
結
末
で
同
じ

発
問
を
す
る
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
型
」

の
授
業
。
一
度
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。

問
い
た
い
。

発
問
１
本
当
の
友
達
と
は
ど
ん
な

友
達
で
す
か
。

・
い
つ
も
一
緒
に
遊
ぶ
友
達

・
悩
み
を
相
談
で
き
る
友
達

・
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る
友
達

②
読
み
聞
か
せ
る

③
内
容
を
簡
単
に
確
認
す
る

発
問
２
犯
罪
の
疑
い
が
か
か
っ
て

い
る
の
は
誰
で
す
か
。

・
ロ
レ
ン
ゾ

発
問
３
ロ
レ
ン
ゾ
が
家
に
来
た
ら
、

三
人
は
ど
う
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
か
。

・
お
金
を
持
た
せ
て
逃
が
す

・
自
首
を
勧
め
る

・
警
察
に
通
報
す
る

④
討
論
す
る

　

三
人
の
考
え
を
基
に
討
論
を
展
開

す
る
。

発
問
４
本
当
の
友
達
な
ら
、
ロ
レ

ン
ゾ
に
対
し
て
ど
う
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
か
。

⑴
逃
が
す　
　

⑵
自
首
さ
せ
る

⑶
通
報
す
る　

⑷
そ
の
他

１
授
業
で
の
成
長
を
見
逃
さ
な
い

　

道
徳
の
討
論
は
楽
し
い
。
様
々
な

意
見
に
触
れ
る
こ
と
で
学
び
が
深
ま

り
、
授
業
前
と
比
べ
て
子
供
た
ち
の

価
値
観
に
磨
き
が
か
か
る
。
こ
の

「
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
」
を
記
録

し
な
い
手
は
な
い
。
お
勧
め
の
方
法

は
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
型
」
だ
。
討
論

前
後
で
同
じ
発
問
を
し
、
子
供
た
ち

の
「
成
長
を
可
視
化
」
さ
せ
る
の
だ
。

２
﹁
ロ
レ
ン
ゾ
の
友
達
﹂
の
授
業

︿
あ
ら
す
じ
﹀

　

二
十
年
ぶ
り
に
親
友
ロ
レ
ン
ゾ
と

再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
ン
ド
レ
、

サ
バ
イ
ユ
、
ニ
コ
ラ
イ
の
三
人
。
し

か
し
ロ
レ
ン
ゾ
は
約
束
の
時
間
に

な
っ
て
も
現
れ
な
い
。
実
は
彼
に
は
、

罪
を
犯
し
て
警
察
に
追
わ
れ
て
い
る

と
い
う
う
わ
さ
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

三
人
は
も
し
ロ
レ
ン
ゾ
が
家
を
訪

ね
て
き
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

深
く
悩
み
込
ん
で
し
ま
う
。
逃
が
し

て
や
る
か
、
自
首
を
勧
め
る
か
、
警

察
に
通
報
す
る
か
、
そ
れ
と
も
⋮
⋮
。

三
人
は
「
真
の
友
情
と
は
何
か
」
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

①
既
得
の
価
値
観
を
問
う

　

こ
の
教
材
の
テ
ー
マ
は
「
真
の
友

情
」
で
あ
る
。
教
材
文
を
読
む
前
に
、

子
供
た
ち
の
現
時
点
で
の
価
値
観
を

「サンドイッチ型」
の授業で価値観の
変化・深化を見る！
授業の導入部分と結末部分
で同じ発問をして意見を
書かせることで、授業での

「学び」を浮き彫りにする。

兵庫県淡路市立大町小学校

津
つ

田
だ

泰
ひろ

至
し

日本文教出版・6年
p.78-83

「ロレンゾの友達」

6年道徳
１　単元の前から慣れる
　単元の前から、「have」を聞き慣れさせて
おく。１時間の振り返りワークシートを書か
せるとき、「Do you have a pencil?」と尋ね、

「鉛筆持ってる？」と聞いているということ
を分からせておく。
２　単語は身近なもの
　子供たちの筆箱には、赤鉛筆、鉛筆、消し
ゴム、ミニ定規が入っている。自分の持ち物
なら、「持っている」「持っていない」を言いや
すい。Pencil、red pencil、pencil case、 eraser、
ruler、始めは単語５つ。１時間ずつ文房具の
単語を増やしていくようにする。
３　単語練習は「フラッシュカードの
　　基礎基本」で！
　井戸砂織氏が考案した「フラッシュカード
の基礎基本カード」を使って行うと、楽しく
ゲームのように単語が身に付く。最後に「バ
トル」で定着。方法は、①２列立たせる。
②前から順に１対１対決。教師が見せたカー
ドを速く言った方が１ポイント。
　自分のクラスでも行った。子供たちがカー
ドにくぎ付けになった。次に何が出るか、見
逃さないようにして見ている。ジャッジは厳
しくしてポイント
を取った方が盛り
上がった。
　また、これをや
ると、全員当てて
ほしいという雰囲
気になった。学級
は６列あるので、
２列ずつ立たせて
全員行った。難し
い単語でも言える
ようになった。
４　ダイアローグはlikeも入れて
　文科省から出ている指導案に、筆箱を当て
るリスニングがある。その前にアクティビ

ティを行う。印刷した筆箱の鉛筆や消しゴム
に各自色を塗る。★マークなど好きな形で飾
る。皆の筆箱を並べて相手の筆箱を当てる。
３構成法で「Do you have~? Yes, I do./No, I 
don t.」を練習してからアクティビティを行う。

「have」を使う中で、既習の「like」を入れ
て会話をつなぐようにする。さらに、お互い
の筆箱を「Nice!」「Good!」と褒めるようにす
るとよい。

井戸氏考案フラッシュ
カードの基礎基本

A：Do you have a eraser? B：Yes, I do.
A：Do you like star? B：Yes, I do.
A：I got it. Your pencil is No.1. B：Yes!

「Unit5　Do you 
have a pen?」
話せると便利な「have」の
登場！
文房具の単語を色と一緒に
学ぶ。「話したい！」と思わ
せるためには、身近なもの
を取り入れて会話を進める。

愛知県岡崎市立羽根小学校

奥
おく

井
い

利
り

香
か

文部科学省
Let's Try2  p.18-21
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

マイクロビットを
使ったフィジカル・
プログラミング
体験①
プログラミング教育から、
STEAM教育※まで、応用の範
囲が広い「マイクロビット」。
フィジカル・プログラミング
にお勧めの小型コンピュー
ターを授業で活用しよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょんまん

萬

「M
akeCode

」
と
い
う
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
誰
で
も
簡
単
に

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
。

https://m
akecode.m

icrobit.org/

　

次
回
へ
続
く
。

　

左
は
実
際
に
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
に

書
き
込
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

ス
ク
ラ
ッ
チ
な
ど
の
「
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
を
経
験
し

て
い
れ
ば
簡
単
に
読
み
取
れ
る
。

「
先
生
が
ボ
タ
ン
を
押
し
て
音

を
鳴
ら
し
て
い
る
」

　

ど
の
意
見
も
認
め
て
褒
め
た
。

　

こ
こ
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

指
示
２
赤
丸
の
と
こ
ろ
を
よ
く

見
て
い
て
ね
。
何
が
ど
う
な
り

ま
し
た
か
。
お
隣
の
人
に
言
っ

て
ご
ら
ん
。（
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ

ト
本
体
の
矢
印
が
動
い
た
）

指
示
３

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
ど
こ
に「
時
計
」

を
探
す
仕
組
み
が
書
か
れ
て

い
ま
す
か
。
隣
近
所
の
人
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
差
し
な
が

ら
話
し
合
っ
て
ご
ら
ん
。

と
話
し
合
い
な
さ
い
。（
次
々

と
指
名
）

　

こ
こ
ま
で
が
授
業
の
導
入
部
分
。

　

教
室
に
あ
る
時
計
に
「
時
計
さ
が

す
く
ん
」
を
向
け
る
と
音
が
鳴
る
。

　

子
供
た
ち
は
び
っ
く
り
し
て
い
た
。

最
先
端
機
器
を
見
て
い
る
か
の
よ
う

な
目
で
「
時
計
さ
が
す
く
ん
」
を
見

て
い
た
。

　

幾
つ
か
同
じ
も
の
を
作
っ
て
お
き
、

自
由
に
触
ら
せ
た
。

　

時
計
に
向
け
て
音
が
鳴
る
た
び
に

「
お
ー
」
と
喜
ん
で
い
た
。

「
先
生
が
作
っ
た
の
？　
す
ご
い
！
」

と
尊
敬
の
眼
差
し
で
見
て
く
る
子
も

い
た
。

　

仕
組
み
に
つ
い
て
、
次
々
と
指
名

し
て
発
表
さ
せ
た
。
色
々
な
予
想
が

出
た
。
幾
つ
か
引
用
す
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
音
が
な
る
」

「
教
室
の
時
計
に
先
生
が
何
か

を
埋
め
込
ん
だ
」

「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
（
マ
イ
ク
キ
ッ

ト
と
単
三
電
池
二
本
を
接
続
）」
を

付
け
て
作
っ
た
も
の
だ
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
力
し
て
い
る
。

説
明
２
「
時
計
さ
が
す
く
ん
」

を
、
教
室
の
時
計
の
方
に
向

け
る
と
音
が
鳴
る
。
向
け
な

い
と
鳴
ら
な
い
。
矢
印
は
「
時

計
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

指
示
１

一
体
、
ど
ん
な
仕
組

み
で
「
時
計
」
を
探
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
隣
近
所

発
問
広
い
所
へ
遊
び
に
出
掛
け

た
と
き
、「
時
計
、
ど
こ
か

な
？
」
っ
て
気
に
な
り
ま
せ

ん
か
？　

気
に
な
る
人
？
（
挙

手
で
確
認
）
そ
こ
で
先
生
、

こ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。

説
明
１
「
時
計
さ
が
す
く
ん
」。

こ
れ
で
す
。（
実
物
を
見
せ
る
）

ち
ょ
っ
と
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

三
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か
二
〇
〇

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

※ Science, Technology, Engineering, A
rt,

 M
athem

atics

の
頭
文
字
で
、
科
学
技
術
・
工
学
・

芸
術
・
数
学
分
野
の
教
育
を
指
す
。
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中

学校
の授業実践

保健体育

中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

走り高跳びの授業
生徒の発言・つぶやきから
授業を展開することで、子
供たちが工夫して、自分の
記録に挑戦する高跳びの
授業。

愛知県常滑市立鬼崎中学校

辻
つじ

拓
たく

也
や

び
や
す
い
方
法
は
こ
れ
だ
と
自
分
な

り
に
決
め
た
よ
う
だ
っ
た
。
こ
こ
ま

で
で
一
時
間
目
が
終
了
で
あ
る
。

　

次
は
、
一
人
一
人
の
目
標
記
録
を

「
身
長
×
0.5

－（
五
〇
メ
ー
ト
ル
走

の
記
録
）×
10
＋
１
２
０
」
で
求
め

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
数
名
の
生
徒
が
相

談
に
来
た
。

「（
計
算
が
）
分
か
り
ま
せ
ん
」

　

一
緒
に
計
算
し
て
目
標
記
録
を
確

認
し
て
か
ら
跳
ば
せ
た
。
後
日
、
生

徒
が
日
記
に
感
想
を
書
い
て
来
た
。

私
は
、
高
跳
び
が
「
大
」
が
つ
く

ほ
ど
嫌
い
で
、
怖
く
て
、
跳
べ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
和
や
か
で

失
敗
し
て
も
大
丈
夫
だ
よ
、
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
っ
て
跳
ん
で
み
ま
し
た
。

︿
中
略
﹀
一
回
跳
ん
だ
と
き
、
失
敗

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
み

ん
な
が
「
ド
ン
マ
イ
！
」「
も
う
少

し
！
」
な
ど
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
も
う
一
回
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
跳
べ
た
と
き
、
自
然
と
拍
手
が

起
こ
り
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
級
通
信
に
載
せ
て
紹
介
し
た
。

な
あ
」
と
伝
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

全
員
が
ベ
リ
ー
ロ
ー
ル
ら
し
く
な
っ

て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
生
徒
が
相
談
に
来
た
。

「
高
さ
を
上
げ
て
も
い
い
で
す
か
」

　

全
員
を
そ
の
場
に
座
ら
せ
、
全
員

が
三
回
跳
ん
だ
ら
、
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ず
つ
上
げ
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　

元
の
高
さ
よ
り
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
生
徒
が

相
談
に
来
た
。

「
は
さ
み
跳
び
で
跳
ん
だ
方
が
跳
び

や
す
い
か
ら
変
え
た
い
で
す
」

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
私
は
全
員
を

そ
の
場
に
座
ら
せ
て
言
っ
た
。

　

走
り
高
跳
び
は
高
さ
を
競
い
ま

す
。
高
く
跳
べ
た
方
が
い
い
の
で

す
。
片
足
で
踏
み
切
れ
ば
、
跳
び

方
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
で
す
。
高

く
跳
べ
る
方
法
を
探
し
な
さ
い
。

　

生
徒
は
、
高
さ
を
変
え
た
り
、
は

さ
み
跳
び
と
ベ
リ
ー
ロ
ー
ル
両
方
の

跳
び
方
を
試
し
て
み
た
り
し
て
い
た
。

　

何
回
か
跳
ん
で
い
る
う
ち
に
、
跳

　

走
り
高
跳
び
の
実
践
で
あ
る
。

　

バ
ー
二
本
と
ゴ
ム
製
の
バ
ー
一
つ

を
用
意
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
場

と
最
初
の
高
さ
を
示
し
た
。

Ａ　

六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

Ｂ　

八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︵
ゴ
ム
︶

Ｃ　

一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

ど
の
コ
ー
ス
で
跳
ぶ
か
生
徒
自
身

に
選
ば
せ
、
コ
ー
ス
ご
と
に
場
を
作

ら
せ
て
跳
ば
せ
て
み
た
。
生
徒
た
ち

は
小
学
校
で
習
っ
て
い
る
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
跳
び

始
め
た
。
二
、
三
分
し
て
、
生
徒
同

士
で
「
ど
う
や
っ
て
跳
べ
ば
い
い
の

か
な
あ
」
な
ど
と
話
し
合
い
始
め
た
。

　

私
は
全
員
を
そ
の
場
に
腰
を
下
ろ

さ
せ
た
。
ベ
リ
ー
ロ
ー
ル
を
示
範
し

な
が
ら
次
を
教
え
た
。

バ
ー
よ
り
遠
い
足
を
振
り
上
げ
、

バ
ー
を
見
続
け
て
、
回
り
な
さ
い
。

　

跳
び
終
え
た
一
人
一
人
の
回
る
方

向
だ
け
を
見
て
「
よ
し
」「
違
う
」

と
伝
え
た
。
数
名
、
質
問
に
来
た
。

「
踏
み
切
る
足
は
ど
ち
ら
で
も
い
い

の
で
す
か
」

「
ど
ち
ら
で
も
い
い
で
す
」

　

助
走
開
始
す
る
位
置
を
ど
う
す
る

か
考
え
て
、
場
所
を
変
え
る
生
徒
が

出
始
め
た
。
視
線
は
バ
ー
に
あ
り
な

が
ら
背
中
か
ら
マ
ッ
ト
に
着
地
で
き

る
生
徒
が
出
て
き
た
の
で
「
う
ま
い

衛生管理マニュア
ルに基づいた指導

「対話」に制限がある中、
慎重に検討をした上で音声
面でのやり取りも大切に
する。

山梨県笛吹市立春日居中学校

広
ひろ

瀬
せ

翔
かける

て
や
り
取
り
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

加
藤
心
氏
の
“move

”の
手
法
を
取

り
入
れ
た
。

　

列
の
片
側
を

固
定
し
て
、
も

う
一
つ
の
列
の

生
徒
を
順
番
に

前
に
進
ま
せ
る

方
法
だ
。
教
師
の
“move

”の
合
図

で
先
頭
の
生
徒
は
最
後
尾
へ
移
動
す

る
。
や
り
取
り
す
る
相
手
を
変
え
、

練
習
回
数
を
保
証
し
て
い
る
。

　

対
話
を
行
う
際
に
は
二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
開
け
る
よ
う
に
留
意
。

や
り
取
り
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
立
候
補
を
募
り
、
自
身

の
座
席
か
ら
絵
を
提
示
さ
せ
た
。
全

体
に
問
題
を
出
題
し
た
が
、
こ
れ
も

非
接
触
で
可
能
な
活
動
で
あ
る
。

　

そ
し
て
教
科
書
内
容
理
解
や
作
文

な
ど
「
読
む
」「
書
く
」
へ
移
行
し
た
。

「
話
す
」「
聞
く
」
指
導
が
中
心
の

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
。
検
討
と

工
夫
を
重
ね
た
上
で
音
声
面
で
の
や

り
取
り
も
大
切
に
し
た
い
。

の
投
げ
掛
け
に
対
し
、
最
初
に
答
え

た
生
徒
を
力
強
く
褒
め
る
。

ま
た
、
思
考
さ
せ

る
パ
ー
ツ
と
し
て
、

下
の
よ
う
な
だ
ま
し

絵
を
活
用
し
た
。

　

授
業
冒
頭
か
ら
口
頭
練
習
し
て
き

た
「horse

」
と
返
答
す
る
生
徒
が

多
い
中
で
、
“Only horse?

”と
質
問
。

　

す
る
と
あ
る
生
徒
が
“frog

”と
返

答
し
た
。
画
像
を
右
に
九
十
度
回
転

さ
せ
、
か
え
る
に
色
付
け
さ
れ
た
も

の
を
提
示
し
た
。
驚
く
生
徒
の
表
情

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。　

　

対
面
で
の
対
話
が
制
限
さ
れ
て
い

る
た
め
、
教
師
が
ほ
か
に
も
数
種
類

の
だ
ま
し
絵
を
提
示
す
る
中
で
、
飽

き
さ
せ
な
い
よ
う
変
化
を
付
け
な
が

ら
繰
り
返
し
指
導
を
し
た
。

︵
３
︶
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ム

　

Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
配

付
し
、
絵
を
描
か
せ
た
。
そ
し
て
そ

の
絵
が
何
で
あ
る
か
を
“Whats 

this?
”と
尋
ね
合
う
活
動
を
実
施
。

　

そ
の
際
、
教
室
内
を
自
由
に
歩
い

　

今
年
度
、
中
学
一
年
生
を
担
当
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
お
い
て
「
長
時
間
、
近
距
離
で
対

面
形
式
」
で
の
や
り
取
り
や
、「
近

距
離
で
一
斉
に
大
き
な
声
で
話
す
活

動
」
は
、「
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学

習
活
動
」
と
し
て
、
行
わ
な
い
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

感
染
レ
ベ
ル
２
以
下
で
あ
れ
ば
、

「
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
同
じ
方
向

を
向
く
」「
回
数
や
時
間
を
絞
る
」

な
ど
し
て
、
慎
重
に
検
討
し
た
上
で

の
実
施
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
“Whats this?

”

“Its a 

~
”の
指
導
を
実
施
し
た
。

＊（　

）
は
生
徒
の
発
話

︵
１
︶
単
語
練
習　

二
回
↓
一
回
↓

０
回
で
リ
ピ
ー
ト
さ
せ
る

dog(dog), cat(cat), pig(pig), 
cow

(cow
), horse(horse)  

　

教
師
が
画
像
を
提
示
し
、
生
徒
に

は
小
声
で
繰
り
返
し
発
話
さ
せ
る
。

︵
２
︶
状
況
設
定
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

練
習

W
hats this? (dog)  

T
hats right!

Its a dog. (Its a dog.)

　

提
示
し
た
イ
ラ
ス
ト
の
一
部
を
隠

し
な
が
ら
状
況
設
定
を
行
う
。
教
師

英語

◆
イ
メ
ー
ジ
図
を
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
し
た
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ



語
国

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

豊
か
な
曖
昧
さ
と
深
み
の
あ
る
複
雑
さ
こ
そ
、
詩
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
あ
る
。
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問 向山型に挑戦！

長
谷
川
博
之

評
者
・
構
成
:
埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

て
し
ま
っ
た
ら
し
い
」
が
検
討
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
展
開
が
重
要
で
あ
る
。「
お
と
し

物
」
の
有
形
・
無
形
、
可
視
・
不
可
視
を
問
う

た
の
が
四
名
。
こ
れ
で
三
点
。

発
問
ふ
さ
わ
し
い
の
は
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
で
す

か
？
（
吉
田
知
寛
氏
）

　

分
類
の
先
が
大
事
だ
。
五
点
。
文
学
の
授
業

の
解
は
点
で
な
く
面
で
あ
る
。
解
に
な
り
得
る

範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
活
動
に
価
値
が
あ
る
。

発
問
５
話
者
が
悲
し
い
の
は
、「
お
と
し
物
」

を
し
た
こ
と
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
違
う
何

か
で
す
か
。（
岩
永
将
大
氏
）

発
問
４
話
者
は
、
何
が
悲
し
い
の
で
す
か
。

（
辻
氏
）

　

岩
永
氏
、
五
点
。「
違
う
何
か
」
の
問
い
方

が
惜
し
い
。
辻
氏
の
は
私
も
問
う
。「
お
と
し

物
を
し
た
こ
と
が
悲
し
い
」
と
い
う
一
面
的
な

解
釈
で
授
業
す
る
の
は
避
け
た
い
。
こ
の
展
開

な
ら
ば
自
然
、
話
者
の
設
定
の
検
討
が
必
要
に

な
る
。
発
問
の
つ
な
が
り
も
必
要
必
然
な
の
だ
。

　

次
い
で
「
遺
失
物
係
の
前
に
立
っ
た
ら
」
と

あ
る
。「
遺
失
物
係
に
尋
ね
た
ら
」
で
は
な
い
。

「
前
に
立
つ
」
だ
け
で
、「
悲
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
の
だ
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
こ
こ
に
「
駅
」
は
存
在
し
な
い
。

な
ら
ば
「
遺
失
物
係
」
も
存
在
し
な
い
。
と
す

る
と
、「
透
明
な
過
去
の
駅
で
遺
失
物
係
の
前

に
立
っ
た
ら
」
と
は
、
自
分
自
身
が
過
去
の
記

憶
を
た
ど
り
、
何
か
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
の
比
喩
的
表
現
だ
ろ
う
と
見
当
が
付
く
。

　

こ
こ
を
読
め
て
い
な
い
と
、

発
問
５
遺
失
物
係
へ
は
、
何
を
し
に
行
っ
た

の
で
す
か
。（
受
取
／
届
出
↓
討
論
）

　
（
辻
拓
也
氏
、
宮
本
修
司
氏
、
宮
森
裕
太
氏
）

の
よ
う
に
、
本
質
か
ら
少
々
外
れ
た
問
い
を
発

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
一
点
。

発
問
７
「
と
ん
で
も
な
い
お
と
し
物
」
と
は
一

体
何
で
し
ょ
う
。（
松
本
隆
行
氏
）

「
お
と
し
物
」
と
は
何
か
を
問
う
た
の
が
、
松

本
氏
を
含
め
六
名
い
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
授

業
に
な
ら
な
い
。「
と
ん
で
も
な
い
」「
し
て
き

　

挑
戦
者
は
十
四
名
。
四
回
目
に
し
て
既
に

「
常
連
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
続
け
れ
ば
大

い
に
実
力
を
伸
ば
す
に
違
い
な
い
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
プ
ラ
ン
が
実
際
の
授
業
を
通
し

た
も
の
で
あ
り
、
子
供
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い

る
。
各
々
に
良
い
点
が
あ
り
、
改
善
点
が
あ
る
。

改
善
の
た
め
に
、
ま
ず
は
「
詩
」
の
授
業
で
押

さ
え
る
べ
き
勘
所
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

そ
も
そ
も
詩
は
、
個
々
独
特
の
感
覚
を
表
現

す
る
手
段
で
あ
る
。
詩
を
作
る
と
は
、
他
者
と

の
交
流
や
意
思
の
伝
達
を
目
的
と
し
た
営
み
で

は
な
い
。
根
底
を
流
れ
る
の
は
芭
蕉
が
「
言
ひ

お
ほ
せ
て
何
か
あ
る
」
と
表
し
た
精
神
で
あ
る
。

論
説
文
の
よ
う
に
説
明
し
尽
く
す
こ
と
な
く
、

曖
昧
さ
や
複
雑
さ
を
残
存
さ
せ
る
。
主
題
す
ら

設
定
さ
れ
な
い
作
品
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
が
詩

と
い
う
藝
術
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、「
詩
を
分
か
り
や
す
く
指
導
す
る
」

と
い
う
表
明
は
、
あ
る
意
味
矛
盾
し
て
い
る
。

分
か
り
や
す
く
な
い
か
ら
「
詩
」
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
授
業
で
何
を
扱
え
ば
よ
い
の
か
。
豊

か
な
曖
昧
さ
、
深
み
の
あ
る
複
雑
さ
が
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
味
わ
う
。

こ
の
一
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
詩
の
面
白
さ

が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。

　

私
の
詩
の
授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
ス
タ

ン
ス
で
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
代
表
作
「
七

つ
の
子
」（
野
口
雨
情
）
の
授
業
も
、
そ
う
で

あ
る
。

　

決
し
て
解
釈
を
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と

を
狙
っ
た
授
業
で
は
な
い
。
解
釈
の
多
様
性
を

楽
し
む
。
こ
の
一
点
を
重
視
し
て
創
り
上
げ
た

「
作
品
」
で
あ
る
。

　

以
上
を
土
台
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。

　

二
人
指
名
し
て
読
ま
せ
た
。
読
め
な
い
と
こ

ろ
は
、
読
み
方
を
教
え
た
。

発
問
す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練

習
し
な
さ
い
。全
員
起
立
。（
夏
井
圭
太
郎
氏
）

　

音
読
は
必
須
で
あ
る
。
す
ら
す
ら
と
読
め
な

い
状
態
で
内
容
理
解
な
ど
進
み
よ
う
が
な
い
。

　

内
容
面
で
押
さ
え
る
べ
き
は
三
点
で
あ
る
。

⑴「
と
ん
で
も
な
い
お
と
し
物
」
と
は
何
か

⑵「
余
計
に
悲
し
く
な
っ
た
」
の
は
な
ぜ
か

⑶
話
者
は
い
か
な
る
人
物
に
設
定
さ
れ
た
か

　

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
過
程
で
、
二
つ
の
「
し

ま
っ
た
」
の
関
連
、「
か
な
し
み
」「
悲
し
く
」

表
記
使
い
分
け
の
意
図
、話
者
と
「
お
と
し
物
」

と
の
関
係
性
な
ど
が
話
題
に
上
る
は
ず
で
あ
る
。

指
示
こ
の
詩
の
中
で
ほ
ん
と
う
に
起
こ
っ
た

こ
と
に
、
本
文
に
○
を
付
け
な
さ
い
。

　

次
の
三
つ
が
出
た
。

①
何
か
と
ん
で
も
な
い
お
と
し
物
を
僕
は
し
て

き
て
し
ま
っ
た

②
遺
失
物
係
の
前
に
立
っ
た
ら

③
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

発
問
①
は
違
い
ま
す
。
証
拠
は
ど
の
言
葉
？

説
明
︵
後
に
続
く
︶「
ら
し
い
」
こ
れ
は
推
測

で
す
ね
。
話
者
の
考
え
で
す
。

発
問
②
も
違
い
ま
す
。証
拠
に
な
る
言
葉
は
？

「
透
明
な
」「
過
去
の
」
駅
は
、
存
在
し
な
い
。

そ
の
遺
失
物
係
の
前
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

発
問
③
は
、
ほ
ん
と
に
起
こ
っ
た
こ
と
。

　

夏
井
氏
の
プ
ラ
ン
は
、
こ
こ
が
惜
し
い
。
確

定
す
べ
き
で
な
い
事
柄
を
強
引
に
確
定
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
だ
。
①
の
「
ら
し
い
」
は
確
か

に
推
測
の
助
動
詞
だ
。
だ
が
、
相
当
程
度
確
実

な
推
定
で
あ
る
か
ら
、「（
お
と
し
物
を
）
し
た
」

と
も
読
め
る
。
し
か
も
、「
し
ま
っ
た
」
と
完

了
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「（
お
と
し
物
を
）

し
た
」
の
は
ほ
ぼ
確
定
だ
と
考
え
て
も
誤
り
で

は
な
い
。
作
者
は
こ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
を
意
図

的
に
演
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
点
。

　

さ
て
、「
透
明
な
過
去
の
駅
」
と
あ
る
。「
透

明
な
」
は
「
過
去
」
と
「
駅
」
の
い
ず
れ
に
か

か
る
か
。
普
通
に
読
め
ば
「
過
去
の
駅
」
に
か

か
る
だ
ろ
う
。「
透
明
」
な
の
だ
か
ら
、
そ
も

そ
も
見
え
な
い
。見
え
な
い
の
に
な
ぜ
「
駅
」
か
。

「
か
な
し
み
」（
谷
川
俊
太
郎
）

豊
か
な
曖
昧
さ
と
深
み
の
あ
る
複
雑
さ
こ
そ
、
詩
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
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から見た特別支援教育医師の目

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
原は

ら

地ち

信の
ぶ

久ひ
さ

神
奈
川
県
川
崎
市
立
宮
崎
台
小
学
校

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

発
達
障
害
の
あ
る
子
を
輝
か
せ
る
た
め
に

大
切
な
こ
と

対
応
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
己
有
能
感
」。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
宮
尾
ド
ク

タ
ー
と
の
研
究
会
が
半
年
間
、
延
期
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
過
去
の
研
究
会
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
著
書
を
交
え
て
構

成
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

自
己
有
能
感
を
高
め
る
た
め
に
、
小
さ
な
こ

と
で
も
、
笑
顔
で
、
子
供
の
目
を
見
詰
め
て
褒

め
続
け
る
。

　

二
年
生
の
と
き
に
担
任
し
た
Ｋ
君
。

　

一
年
生
の
と
き
に
は
教
室
に
入
れ
ず
、
廊
下

や
教
室
で
過
ご
し
て
い
た
。
教
室
で
も
立
ち
歩

き
、
授
業
に
参
加
し
な
い
で
、
人
の
悪
口
ば
か

り
を
言
っ
て
い
た
。

　

春
休
み
に
校
長
か
ら
、
Ｋ
君
の
担
任
を
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。

　

二
年
生
で
、
Ｋ
君
の
担
任
に
な
っ
た
。
友
達

に
も
暴
力
を
振
る
っ
て
い
た
の
だ
が
、
宮
尾
ド

ク
タ
ー
と
の
研
究
会
で
「
と
に
か
く
で
き
た
こ

と
を
褒
め
ら
れ
る
体
験
が
大
切
で
あ
る
」
と
教

え
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
試
し
た
と
こ
ろ
改
善
さ

れ
た
。

　

四
月
、
初
め
て
の
算
数
の
授
業
の
導
入
で
百

玉
そ
ろ
ば
ん
を
使
う
。
一
玉
を
三
つ
は
じ
く
。

「
幾
つ
で
す
か
」

　

Ｋ
君
が
、

「
三
で
す
」

　

す
か
さ
ず
褒
め
る
。
十
の
合
成
は
目
を
つ
む

ら
せ
て
、
一
玉
、
五
玉
を
は
じ
い
て
い
く
。
テ

ン
ポ
良
く
「
幾
つ
で
す
か
」
と
問
い
掛
け
る
。

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
何
回
も
手
を
挙
げ
て
う
れ

し
そ
う
に
答
え
る
。
Ｋ
君
の
目
を
笑
顔
で
見
詰

め
な
が
ら
、
褒
め
続
け
た
。
Ｋ
君
は
笑
顔
で
目

を
輝
か
せ
、
一
時
間
、
授
業
を
集
中
し
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
著
書
か
ら
も
学
ん
だ
。

「
発
達
障
害
が
あ
る
子
の
多
く
は
、
自
分
を
ほ

め
る
の
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
性
が
あ

る
た
め
に
、
ほ
か
の
大
多
数
の
子
と
同
じ
よ
う

に
行
動
で
き
ず
、
悩
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
で
き
る
と
こ
ろ
を
ほ
め
ら
れ
る
体
験
が
必

要
な
の
で
す
。（
中
略
）
子
供
が
『
自
分
に
は

こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
』
と
思
い
、
自
己
有

能
感
が
持
て
る
よ
う
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
」

　

一
年
間
、
Ｋ
君
を
褒
め
る
こ
と
を
続
け
た
。

Ｋ
君
は
席
に
座
り
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
給
食
当
番
や
掃
除
当
番
な
ど
も
進

ん
で
や
る
よ
う
に
な
り
、「
五
色
百
人
一
首
」（
教

育
技
術
研
究
所
）
で
も
、
負
け
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

つ
り
上
が
っ
て
い
た
目
が
穏
や
か
に
な
り
、

友
達
と
も
、
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

「
褒
め
続
け
る
こ
と
」
が
、
い
か
に
大
切
な
こ

と
な
の
か
分
か
っ
た
。
自
己
有
能
感
を
も
た
せ

る
こ
と
が
、
子
供
た
ち
を
輝
か
せ
る
の
だ
。

引
用
文
献
:﹃
発
達
障
害
の
治
療
法
が
よ
く
わ

か
る
本
﹄︵
宮
尾
益
知
監
修　

講
談
社
︶
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「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答えるプロが教える
プロが教える 教室でできる

小
児
心
療
科
医
師
　
小こ

柳や
な
ぎ

憲け
ん

司し

不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

１　

不
登
校
と
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

不
登
校
状
態
に
陥
っ
た
子
供
は
、
皆
「
こ
こ

ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
低
下
し
た
状
態
に
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
る
要
因
に
は
大
き

く
分
け
て
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
子
供
の
場
合
、

学
校
と
家
庭
で
あ
る
。

　

人
は
通
常
、
外
の
社
会
で
活
動
し
て
消
費
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
家
で
休
息
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
回
復
さ
せ
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

外
の
社
会
（
す
な
わ
ち
学
校
）
で
消
費
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
多
す
ぎ
た
り
、
家
で
十
分
に
回
復

で
き
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
徐
々
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
下
し
て
活
動
（
登
校
）
で
き
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

　

消
費
が
増
え
る
状
態
に
は
、
教
師
か
ら
の
過

度
の
期
待
や
多
す
ぎ
る
課
題
、
友
達
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
る
。
回
復
で
き
な
い
状
態
に

は
、
親
の
過
保
護
・
過
干
渉
、
両
親
の
不
和
、

経
済
的
困
窮
、
虐
待
な
ど
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
ケ
ー
ス
で
、
双
方
の
要

因
は
複
合
的
に
関
与
す
る
。

　

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

子
供
は
徐
々
に
学
校
に
行
け
な
く
な
り
、
学
校

に
行
け
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
、
子
供
は
自

信
を
失
い
、
自
己
肯
定
感
を
下
げ
、
更
に
こ
こ

ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
て
い
く
。
こ
こ

ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

子
供
は
抑
う
つ
的
と
な
り
、
外
に
出
て
人
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は	

	

ど
の
よ
う
に
回
復
す
る
か

　

失
わ
れ
た
自
信
が
な
か
な
か
回
復
し
な
い
よ

う
に
、
一
旦
低
下
し
た
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
簡
単
に
は
回
復
し
な
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
時

間
を
掛
け
て
少
し
ず
つ
動
い
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
、
回
復
を
焦
る
と
子
供
の
こ
こ
ろ
を
疲
弊

さ
せ
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ

れ
ば
、
子
供
は
自
然
と
元
気
に
な
り
、
促
さ
れ

な
く
て
も
動
き
始
め
る
。
そ
し
て
、
外
に
出
て

人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
子
供
は
更
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
加
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
当
の
意
味
で
子
供
が
自
信
を
取

り
戻
す
に
は
、
そ
の
後
も
長
い
時
間
が
掛
か
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

３
不
登
校
の
回
復
過
程
モ
デ
ル

　

不
登
校
の
回
復
過
程
と
は
、

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回

復
過
程
で
あ
り
、
個
人
差
は

あ
る
も
の
の
一
定
の
パ
タ
ー

ン
を
取
る
（
図
）。
関
わ
る

大
人
は
子
供
の
こ
こ
ろ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
見
極
め
、
適

切
な
働
き
掛
け
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

次
回
以
降
、
各
時
期
の
説

明
と
対
応
に
つ
い
て
述
べ
る
。

不
登
校
の
回
復
過
程

不
登
校
か
ら
の
回
復
と
は
、
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
復
で
あ
る
。

小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

１

苦
手
な
タ
イ
プ
の
三
分
類

　

漢
字
テ
ス
ト
で
ど
の
く
ら
い
の
点

数
を
取
る
の
か
。
こ
れ
を
、
通
常
学

級
で
の
苦
手
さ
の
判
断
基
準
と
す
る
。

　

ま
ず
、
Ａ
タ
イ
プ
と
し
て
、
漢
字

ミ
ニ
テ
ス
ト
で
は
一
〇
〇
点
を
取
る

の
に
、
五
十
問
テ
ス
ト
に
な
る
と
書

け
な
く
な
る
と
い
う
子
が
い
る
。

　

次
に
、
Ｂ
タ
イ
プ
は
、
ミ
ニ
テ
ス

ト
で
も
二
〇
点
や
三
〇
点
を
取
っ
て

し
ま
う
と
い
う
子
。
覚
え
て
い
る
の

に
、
テ
ス
ト
に
な
る
と
で
き
な
い
と

い
う
子
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
タ
イ
プ
と
し
て
、
そ

の
日
に
学
習
し
た
漢
字
自
体
を
覚
え

ら
れ
な
い
と
い
う
子
が
い
る
。
特
別

支
援
学
級
に
多
く
い
る
子
で
あ
る
が
、

時
々
、
通
常
学
級
に
も
在
籍
し
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
発
達
検
査
な
ど
の

専
門
的
な
見
立
て
を
お
勧
め
す
る
。

漢
字
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
学
習
も

困
難
で
あ
る
場
合
は
、
知
的
な
遅
れ

を
疑
っ
た
方
が
よ
い
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
子
に
、
通
常
の
漢

字
指
導
を
行
う
の
は
あ
ま
り
意
味
が

な
い
。「
輪
郭
漢
字
カ
ー
ド
」（
教
育

技
術
研
究
所
）
な
ど
の
「
読
み
」
を

中
心
に
進
め
る
べ
き
だ
。

２

Ａ
タ
イ
プ
へ
の
支
援

　

こ
の
タ
イ
プ
は
、
短
期
記
憶
か
ら

長
期
記
憶
へ
の
移
行
が
難
し
い
子
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
次
の
指
導
を
行
う
。

　

で
き
る
だ
け
頻
繁
に
、
繰
り

返
し
練
習
さ
せ
る
。

　

繰
り
返
し
練
習
さ
せ
る
と
い
っ
て

も
、
漢
字
ノ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
練
習

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

練
習
す
る
頻
度
を
増
や
す
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
国
語
の
時
間
だ
け
で
な

く
、
朝
の
時
間
や
帰
り
の
時
間
を
利

用
す
る
。
こ
れ
ら
の
時
間
は
、
か
な

り
無
駄
が
多
い
。
朝
の
ス
ピ
ー
チ
、

帰
り
の
"良
い
こ
と
見
付
け
"
な
ど

を
省
く
と
、
か
な
り
の
時
間
が
稼
げ

る
。
最
初
に
五
十
問
テ
ス
ト
を
行
い
、

間
違
え
た
字
だ
け
を
練
習
す
る
。
向

山
型
の
応
用
編
だ
。

　

練
習
時
間
の
た
び
に
教
師
の
所
に

来
さ
せ
て
、
そ
ら
書
き
テ
ス
ト
を
行

う
。
そ
の
際
、
そ
の
日
に
テ
ス
ト
を

受
け
る
漢
字
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
さ

せ
て
お
く
と
よ
い
。
そ
れ
を
家
庭
で

も
練
習
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
更
に

効
果
的
に
な
る
。
そ
の
漢
字
に
触
れ

る
頻
度
を
増
や
し
て
、
長
期
記
憶
へ

と
移
行
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

３

Ｂ
タ
イ
プ
へ
の
指
導

　

Ｂ
タ
イ
プ
の
子
の
場
合
、
ミ
ニ
テ

ス
ト
の
問
題
数
を
減
ら
し
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
子
と
相
談

し
て
、
テ
ス
ト
を
す
る
漢
字
を
決
め

る
の
で
あ
る
。
三
文
字
や
四
文
字
と

い
う
よ
う
に
、
実
態
に
合
わ
せ
て
決

め
て
い
く
。
練
習
す
る
文
字
は
み
ん

な
と
同
じ
で
、
テ
ス
ト
だ
け
変
え
る

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
先
ほ
ど
の
Ａ
タ
イ
プ
と

同
じ
よ
う
に
、
朝
の
時
間
や
帰
り
の

時
間
を
活
用
す
る
。
そ
の
際
は
、
テ

ス
ト
を
受
け
る
漢
字
だ
け
を
練
習
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
テ
ス
ト
で
一
〇
〇

点
を
取
ら
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
、

少
し
ず
つ
テ
ス
ト
の
漢
字
数
を
増
や

し
て
い
く
と
よ
い
。

漢
字
が
苦
手
な
子
供
の
支
援
方
法

漢
字
が
苦
手
な
子
を
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。

そ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
即
し
た
指
導
方
法
を
紹
介
し
て
い
く
。
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クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年9月15日～ 12月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

11月号で紹介！
とびなわキング（ブルー、レッド、
イエロー）　各750円（税込）
特典：1回の注文につき　
　級別シール　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

10月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

12月号で紹介！
輪郭英単語カード　2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSS動画ランド
を活用した授業実践報告
TOSS動画ランド
を活用した授業実践報告

使
い
易
さ
ア
ッ
プ
！

「
あ
か
ね
こ
ロ
ー
マ
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

フ
ォ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
練
習
ペ
ー
ジ
の
改
良
が
い
い
！

本ほ
ん

間ま

尚な
お

子こ

新
潟
県
新
発
田
市
立
猿
橋
小
学
校

　

三
年
生
の
ロ
ー
マ
字
学
習
へ
の
憧

れ
は
、「
先
生
、
早
く
ロ
ー
マ
字
の

勉
強
を
や
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
に
応
え

る
強
い
味
方
「
あ
か
ね
こ
ロ
ー
マ
字

ス
キ
ル
」
が
、
今
年
度
、
更
に
使
い

易
く
な
っ
た
。

そ
の
一　

フ
ォ
ン
ト
︵
字
体
︶

　

パ
ッ
と
見
の
ペ
ー
ジ
の
印
象
は
、

や
る
気
に
直
結
す
る
。「
Ｕ
Ｄ
Ｌ
フ
ォ

ン
ト
」
を
採
用
し
、
全
て
の
文
字
が

く
っ
き
り
は
っ
き
り
見
え
る
。

そ
の
二　

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

表
紙
に
付
い
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
と
、「
あ
か
ね
こ
ロ
ー
マ

字
ス
キ
ル
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

画
面
に
行
く
。
入
力
ス
ピ
ー
ド

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
楽
し
く
ロ
ー

マ
字
練
習
＆
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
練
習

が
で
き
る
。
私
も
挑
戦
し
た
。
よ
く

で
き
る
と
「
金
ね
こ
」
認
定
さ
れ
る

の
が
う
れ
し
く
て
何
度
も
や
っ
た
。

そ
の
三　

練
習
ペ
ー
ジ

　

今
ま
で
お
ま
け
的
扱
い
で
定
着
が

難
し
か
っ
た
「
地
名
、
人
の
名
前
」

練
習
が
一
ペ
ー
ジ
に
な
り
、
更
に
子

供
に
と
っ
て
難
し
か
っ
た
「
よ
う

音
」
の
練
習
が
二
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
あ
か
ね
こ

ロ
ー
マ
字
ス
キ
ル
」。
と
て
も
い
い
。

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）
で
成
功
体
験

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
を
使
用
す
れ
ば
、
ど
の
子
も

成
功
体
験
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

吉よ
し

田だ

知と
も

寛ひ
ろ

東
京
都
三
鷹
市
立
中
原
小
学
校

　

逆
上
が
り
の
指
導
は
難
し
い
。
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
。
学
年
が
上
が
っ
て

い
く
に
つ
れ
、
そ
の
難
し
さ
は
増
し

て
い
く
。
逆
上
が
り
を
指
導
す
る
と

き
に
、
大
き
な
助
け
と
な
る
の
が
、

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
で
あ
る
。

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
を
使
っ

て
指
導
を
し
て
も
、「
補
助
な
し
」

で
逆
上
が
り
を
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、「
鉄
棒

く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
を
使
用
す
れ
ば
、

子
供
は
、

確
実
に
「
逆
上
が
り
」
が
で
き
る
。

　

補
助
な
し
で
は
全
く
回
れ
な
か
っ

た
児
童
が
、
何
度
も
何
度
も
「
逆
上

が
り
」
が
で
き
た
と
き
の
感
覚
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル

ト
」
の
ベ
ル
ト
に
は
目
安
と
な
る
色

が
付
い
て
い
る
。
色
を
見
れ
ば
、
子

供
は
自
分
が
ど
の
段
階
に
い
る
の
か

把
握
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分

自
身
の
成
長
が
目
に
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。ま
た
、色
を
使
っ

て
、
指
導
者
は
子
供
の
成
長
を
伝
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

ベルトは色分
けされている。

事前準備

意図的に「もったいぶって」教材を渡す。
あえて重要語句を教えようとしない
動画を見るたびに発見する授業技術の宝庫。
コンテンツ：向山洋一の理科授業「豆電球」

三
み

浦
うら

宏
ひろ

和
かず

東京都江戸川区立松江小学校

　動画ライブラリー、「向山洋一の理科授業『豆電球』」の授業を見た。
幾つもの学びがある。じらしのテクニック、導線については、「知りた
いですか？　教えません」と言い、板書もあえて「線」から書き始め
ている。一時に一事の法則を貫いている、注意点や趣意説明も付け加
えて指示を出している。

「物が落ちないようにして、理科のときの机の形にしなさい」
　このように、子供が失敗しそうな点を予測しながら授業を行えるのがプロの教師である。意
図的に「もったいぶって」教材を渡す手法。あえて重要語句を教えようとしない手法。これら
の手法は、脳科学の面から見ても実に理にかなったものといえる。関心をもつ・興味をもつと
きに、脳はシータ波という脳波が生じるのだ。シータ波が生じた状態で、与えたり教えたりす
るから、難しく新しい概念でも、子供たちの記憶にしっかりと留められるというわけだ。

〈お申し込み先〉
TOSS ONLINE 動画ライブラリー　https://video.toss-online.com/
※上記にアクセスをし、プランを選択してください。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

叱
る
こ
と
を
減
ら
そ
う

叱
る
こ
と
で
起
き
る
四
つ
の
弊
害
を
学
ぶ
。

高た
か

杉す
ぎ

祐ひ
ろ

之ゆ
き

北
海
道
江
別
市
立
大
麻
小
学
校

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、「
よ
り
厳

し
く
叱
る
」
と
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
に

陥
る
。

「
怖
い
先
生
は
指
導
力
が
あ
る
」
と

勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

３
派
生
の
原
理

　

叱
る
人
に
関
係
す
る
全
て
の
こ
と

が
嫌
い
に
な
る
こ
と
。

　

例
え
ば
、
叱
る
人
が
担
当
す
る
教

科
、
叱
ら
れ
た
場
所
や
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

叱
る
先
生
が
教
え
る
教
科
を
嫌
い

に
な
り
、
成
績
が
下
が
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

４
反
発
の
原
理

　

叱
る
人
に
反
発
す
る
こ
と
。
指
示

な
ど
を
聞
か
ず
、
反
発
を
す
る
こ
と
。

こ
の
状
態
が
進
ん
だ
場
合
に
、
反
抗

挑
戦
性
障
害
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

︿
参
考
文
献
﹀

﹃
科
学
的
に
考
え
る
子
育
て
﹄︵
和
久

田
学
著　

緑
書
房
︶

１
近
接
領
域
弱
化
の
原
理

　

叱
る
側
は
、
一
つ
の
こ
と
に
つ
い

て
指
導
（
叱
る
）
し
た
つ
も
り
で
も
、

叱
ら
れ
る
側
は
全
体
を
否
定
さ
れ
た

気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

　

例
え
ば
、
担
任
が
忘
れ
物
に
つ
い

て
指
導
（
叱
る
）
す
る
場
面
で
あ
る
。

　

担
任
の
指
導
（
叱
る
）
に
よ
っ
て
、

「
全
て
駄
目
だ
」
と
受
け
取
っ
て
し

ま
う
の
だ
。

　

教
師
の
叱
る
行
為
に
よ
っ
て
、
子

供
の
意
欲
、
や
る
気
な
ど
を
奪
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

２
弁
別
の
原
理

　

叱
る
人
と
そ
れ
以
外
の
人
の
前
で

態
度
が
変
わ
る
こ
と
。
叱
る
人
が
い

な
く
な
る
と
、
問
題
行
動
が
増
え
て

し
ま
う
。

　

例
え
ば
、
怖
い
男
の
先
生
の
前
で

は
静
か
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
先
生
の
前
で
は
、
叱
ら
れ
る

と
怖
い
の
で
問
題
を
起
こ
さ
な
い
。

　

し
か
し
、
若
い
先
生
や
女
性
の
先

生
の
前
だ
と
指
示
に
従
わ
な
く
な
っ

「
ど
う
せ
俺
が
悪
い
ん
だ
ろ
」

と
い
っ
た
思
い
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

自
信
を
失
う
。

　

最
悪
、
反
抗
挑
戦
性
障
害
の
よ
う

な
二
次
障
害
を
発
症
し
て
し
ま
う
。

　

必
要
の
な
い
叱
責
を
減
ら
し
、
二

次
障
害
を
生
ま
な
い
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

叱
る
こ
と
の
弊
害
は
四
つ
あ
る
。

　

弊
害
を
知
る
こ
と
で
必
要
の
な
い

叱
責
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

１　

近
接
領
域
弱
化
の
原
理

２　

弁
別
の
原
理

３　

派
生
の
原
理

４　

反
発
の
原
理

　

和
久
田
学
氏
は
、
叱
る
状
況
が
で

き
て
し
ま
う
原
因
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　

課
題
設
定
や
環
境
設
定
が
不

十
分
で
、
そ
の
子
に
で
き
な
い

こ
と
を
期
待
し
た
り
指
示
し
た

り
す
る
か
ら
。（
要
約
・
高
杉
）

（『
科
学
的
に
考
え
る
子
育
て
』

和
久
田
学
著　

緑
書
房
）

　

特
に
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
は
、

叱
ら
れ
る
状
況
に
陥
り
や
す
い
。

　

周
り
の
大
人
や
友
達
か
ら
叱
責
を

受
け
や
す
く
、

「
ど
う
せ
頑
張
っ
て
も
で
き
な
い
」

「
俺
は
何
も
で
き
な
い
」

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷
康や

す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

体
罰
を
疑
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

イラスト：木村 雄介

　

最
近
、精
神
的
に
不
安
定
な
児
童

が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
授
業
中
、
あ
る
児
童
が

急
に
教
室
か
ら
飛
び
出
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
追
い
か
け
ま
し
た
が
、
無

視
し
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
た
め
、

両
腕
で
取
り
押
さ
え
て
教
室
に
戻

し
ま
し
た
。
次
の
日
、
そ
の
児
童

の
保
護
者
か
ら
、
児
童
の
首
に
片

腕
が
掛
か
っ
て
い
た
と
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
保
護
者
に
は
事
情
を

説
明
し
、
謝
罪
を
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
保
護
者
は
説
明
が

足
り
な
い
と
言
っ
て
、
謝
罪
を
受

け
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

こ
の
案
件
で
は
、
児
童
を
両
手
で
取

り
押
さ
え
た
こ
と
が
、
物
理
的
に
力
を

加
え
た
と
い
う
こ
と
で
体
罰
に
当
た
る

か
ど
う
か
で
す
。
文
部
科
学
省
の
基
準

で
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
子
供
に
苦
痛

を
与
え
た
か
ど
う
か
で
判
断
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
高
裁
判

所
の
判
決
で
は
、
目
的
と
手
段
も
含
め

て
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
件
で
は
、
児
童
が
、
授
業
中

に
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
教
室
を

飛
び
出
し
ま
し
た
。
そ
の
児
童
を
両
腕

で
押
さ
え
付
け
て
教
室
に
戻
し
た
の
で
、

児
童
を
た
た
き
付
け
る
な
ど
の
行
為
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
体
罰
に

は
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
に
は
事
実
を
説
明
し
、
首
に

片
腕
が
掛
か
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
て
、
謝
罪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

誠
意
を
も
っ
て
謝
罪
を
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
。
必
ず
し
も
、
保
護
者
に
謝
罪

を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
今
後
の
指
導
の
こ
と
や
保

護
者
と
の
関
係
を
考
え
て
、
も
う
一
度

謝
罪
を
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
う
ま
く
保
ち
、

指
導
を
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

学
級
通
信
に
児
童
の
作
文
を
掲
載

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
作
文
の
内
容

は
、
児
童
の
個
人
情
報
に
当
た
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
護
者
に
許
可

を
取
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
に
は
、
ど
の
よ
う
に
許
可

を
求
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

そ
の
場
で
担
任
と
し
て
の
礼
状
（
一

筆
箋
）
を
書
き
、
持
た
せ
る
。

　

成
績
台
帳
（
名
簿
）
に
同
じ
よ
う

に
「
良
さ
」
を
書
き
込
ん
で
い
く
。

市
や
県
で
も
賞
が
決
め
ら
れ
、
表
彰

状
が
届
く
の
で
、
賞
の
名
称
が
書
け

る
よ
う
に
、
間
も
空
け
て
お
く
。
ま

さ
に
「
評
価
」
か
ら
「
選
定
」（
提

出
は
、
ク
ラ
ス
の
二
割
な
ど
と
決

ま
っ
て
い
る
）「
書
類
作
成
」「
お
手

紙
」「
通
知
表
・
要
録
所
見
」
ま
で
（
一

石
五
鳥
！
）
発
表

会
の
一
時
間
で
で

き
、
放
課
後
残
る

こ
と
も
な
く
、

さ
っ
さ
と
元
気
に

帰
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

報
を
加
え
た
り
、
見
所
の
ペ
ー
ジ
を

見
せ
て
く
れ
た
り
、工
夫
を
し
て
い
た
。

　

子
供
た
ち
の
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
を

聞
き
な
が
ら
、
ピ
ン
ク
色
の
付
箋
紙

（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
さ
く
ら
）
に
そ
の

作
品
の
「
す
ご
い
所
」「
個
性
的
な

所
」「
感
心
し
た
こ
と
」
な
ど
を
太

い
赤
の
サ
イ
ン
ペ
ン
で
書
い
て
い
く
。

子
供
が
目
の
前
で
言
っ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
書
け
ば
い
い
の
で
、
リ

ア
ル
で
、
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
子
が
一
番
力
を
入
れ
た
所
を
見
せ

て
く
れ
る
の
で
、
評
価
も
し
や
す
い
。

子
供
も
コ
メ
ン
ト
を
読
み
な
が
ら
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
提
出
の
際
、
必
要
と
な

る
市
や
県
の
書
類
に
研
究
の
概
略
を

書
き
込
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
祖
父

母
や
近
所
の
人
に
取
材
し
た
場
合
、

　

夏
休
み
明
け
の
一
時
間
、
向
山
式

「
夏
休
み
の
作
品
発
表
」
の
時
間
を

設
け
る
。

　

一
人
一
分
以
内
で
、
作
品
を

見
せ
な
が
ら
発
表
さ
せ
る
。

　

市
に
提
出
が
決
ま
っ
て
い
て
、
夏

休
み
の
課
題
の
必
須
と
な
っ
て
い
る

「
自
由
研
究
」
発
表
会
を
行
っ
た
。

休
み
明
け
な
の
で
、
話
す
手
順
と
内

容
を
板
書
し
て
お
く
。

一　

題
名
・
作
品
名
「
こ
れ
は
、

○
○
で
す
」

二　

や
っ
た
こ
と
「
○
○
に
つ

い
て
調
べ
ま
し
た
」

三　

結
果
・
分
か
っ
た
こ
と
「
結

果
は
○
○
で
し
た
」「
△
△
が

分
か
り
ま
し
た
」

四　

工
夫
し
た
所
・
苦
労
し
た

所
「
工
夫
（
苦
労
）
し
た
所

は
□
□
で
す
」

　

子
供
た
ち
に
は
、
少
し
時
間
を
与

え
て
練
習
を
さ
せ
る
。
意
外
に
時
間

が
掛
か
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て

焦
っ
た
が
、「
時
間
が
余
っ
た
ら
、一

番
い
い
所
を
み
ん
な
に
見
せ
る
と
い

い
よ
」
と
言
っ
た
。
子
供
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
、
見
て
ほ
し
い
所
に
付
箋
を

貼
っ
た
り
、
よ
く
見
え
る
よ
う
に
太

く
書
い
た
り
、
こ
ち
ら
が
ほ
し
い
情

「一石二鳥」 
以上の効果
夏休みの作品は【１人１分
の作品発表会】で、「評価」
から「選定」「書類作成」「お
手紙」「通知表・要録所見」
まで。

元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

テ
レ
オ
ミ
キ
サ
ー
」
が
あ
る
。
そ
れ

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
「
有
効
」
に
す
る
。

マ
イ
ク
の
設
定
は
「
無
効
」
に
し
て

お
く
。
こ
れ
で
設
定
は
終
わ
り
だ
。

　

も
し
設
定
に
困
れ
ば
、「Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

音
声
入
力
」
で
検

索
す
れ
ば
よ
い
。
様
々
な
サ
イ
ト
で

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

　

設
定
後
は
「Google Chrom

e

」

か
ら
、「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

を
開
く
。
そ
し
て
動
画
を
再
生
と
同

時
に
、
録
音
ボ
タ
ン
を
押
す
（
こ
の

詳
し
い
手
順
は
本
誌
二
〇
二
〇
年
八

月
号
穐
本
康
弘
氏
論
文
を
参
照
）。

後
は
パ
ソ
コ
ン
が
自
動
で
文
字
起
こ

し
を
し
て
く
れ
る
。

　

ボ
タ
ン
一
つ
で
随
分
時
間
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ド
利

用
は
究
極
の
時
短
術
を
可
能
に
す
る
。

の
マ
イ
ク
に
話
し
掛
け
た
言
葉
を
文

字
に
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
設
定

を
し
な
い
と
、
人
の
声
に
は
反
応
す

る
も
の
の
、
パ
ソ
コ
ン
内
で
流
し
た

動
画
の
音
声
に
は
反
応
し
な
い
。

　

そ
こ
で
必
要
な
の
が
、

　

ス
テ
レ
オ
ミ
キ
サ
ー

の
設
定
で
あ
る
。

　

ス
テ
レ
オ
ミ
キ
サ
ー
は
、
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
の
場
合
、
標
準
搭
載
さ
れ
て

い
る
機
能
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
内
で

流
れ
る
音
声
を
録
音
・
配
信
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
設
定
の
具
体
的
な

手
順
は
次
で
あ
る
 ※
。

①
サ
ウ
ン
ド
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
開
く
。

　

パ
ソ
コ
ン
画
面
右
下
の
サ
ウ
ン
ド

ア
イ
コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す

る
と
「
サ
ウ
ン
ド
の
設
定
」
と
出
る

の
で
そ
れ
を
選
択
す
る
。
次
に
、「
入

力
」
の
「
サ
ウ
ン
ド
デ
バ
イ
ス
を
管

理
す
る
」
を
選
択
す
る
。

②
ス
テ
レ
オ
ミ
キ
サ
ー
を
「
有
効
」

に
す
る
。

「
入
力
デ
バ
イ
ス
」
の
項
目
に
「
ス

１	

文
字
起
こ
し
を
も
っ
と
楽
に

　

校
内
の
研
究
授
業
で
、
文
字
起
こ

し
を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
録

画
し
た
映
像
を
見
な
が
ら
、
パ
ソ
コ

ン
で
タ
イ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
っ
た
。

な
か
な
か
終
わ
ら
ず
、
気
が
付
く
と
、

既
に
外
が
暗
く
な
っ
て
い
た
。

　

文
字
起
こ
し
は
、
聞
き
返
す
な
ど

の
作
業
も
あ
り
、
完
成
す
る
ま
で
時

間
が
掛
か
る
。
放
課
後
の
貴
重
な
時

間
を
文
字
起
こ
し
に
費
や
す
こ
と
に

な
る
。

　

そ
こ
で
お
薦
め
し
た
い
の
が
、
自

動
音
声
入
力
で
あ
る
。

２	

ボ
タ
ン
一
つ
で
文
字
起
こ
し

　

自
動
音
声
入
力
は
文
字
ど
お
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
音
声
を
文
字
と
し
て
自

動
で
入
力
し
て
く
れ
る
機
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
必
要
な
ア
プ
リ
が
あ
る
。

「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

で
あ
る
。
こ
の
中
に
音
声
入
力
が
で

き
る
機
能
が
あ
る
。
た
だ
し
、
注
意

し
た
い
の
は
、
音
声
入
力
が
可
能
な

の
は
、「Google Chrom

e

」
と
い

う
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
て
い

る
場
合
の
み
で
あ
る
。

「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
の
音

声
入
力
機
能
は
、
通
常
、
パ
ソ
コ
ン

ボタン一つで文
字起こしが可能
に！　音声入力
機能の活用法

「Google ドキュメント」
の音声入力機能を使えば、
文字起こしがたったのボ
タン一つで可能となる。

島根県飯南町立頓原小学校

藤
ふじ

林
ばやし

 優
まさ

徳
のり

※ 

最
新
の
「W

indow
s10

」
で
は
、 

 

ス
タ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
」 

 

か
ら
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

「『Zoom

』
や
っ
て
み
る
よ
！
」

「T
O

SS Sunny

」
代
表
の
井
戸
砂
織
氏
の
呼

び
掛
け
で
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
生
活
は
激

変
し
た
。

１
﹁Zoom

﹂
模
擬
授
業
・
講
座
へ
の
挑
戦

　

中
央
事
務
局
の
会
議
が
「Zoom

」
に
な
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、「Sunny

」
で
も
「Zoom

」

の
練
習
が
始
ま
っ
た
。
最
初
は
、「Zoom

」
で

つ
な
い
で
み
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
教
え
方
セ

ミ
ナ
ー
や
そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー
へ
と
進
ん
で
い
っ

た
。
そ
の
中
で
多
く
の
模
擬
授
業
や
講
座
に
挑

戦
を
し
た
。
三
月
一
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で

に
、「Zoom

」
を
使
っ
た
模
擬
授
業
や
講
座
を

何
回
行
っ
た
の
か
を
数
え
た
。
六
十
一
回
。
二

日
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

「Zoom

」
模
擬
授
業
を
通
し
て
、
新
し
い
授

業
も
た
く
さ
ん
作
っ
た
。
幾
つ
か
紹
介
す
る
。

　

昨
年
度
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

掛
川
合
宿
２
０
２
０

「
次
世
代
ス
タ
ー
を
目

指
せ
！　

公
募
模
擬
授

業
対
決
」
で
優
勝
し
た
授
業
も
、
こ
の
よ
う
な

挑
戦
の
場
か
ら
生
ま
れ
た
授
業
で
あ
っ
た
。

「Sunny

」
に
は
挑
戦
の
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ぜ
ひ
一
緒
に
高
め
合
え
た
ら
と
思
う
。

２
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
挑
戦

　

井
戸
氏
が
立
ち
上
げ
た
Ｏ
Ｂ
Ｓ
学
習
会
、

「Prezi video

」
学
習
会
（
講
師
:
塩
谷
直
大

氏
）。
こ
れ
に
も
す
ぐ
に
参
加
を
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
す
ぐ
に
使
っ
て
み
る
。
Ｏ
Ｂ
Ｓ
を

使
っ
て
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
の
講
座
。
使
っ
て

み
る
か
ら
こ
そ
、
良
さ
も
難
し
さ
も
分
か
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
第
二
波
・
第
三
波
に
備

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
子
供

た
ち
に
授
業
が
で
き
る
よ

う
に
、
最
先
端
の
技
術
を

学
び
続
け
る
。

青あ
お

木き

翔し
ょ
う

平へ
い

愛
知
県
名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校

挑
戦
し
て
成
功
・
挑
戦
し
て
失
敗
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
挑
戦
の
先
に
は
必
ず
財
産
が
残
る

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
新
た
な
る
挑
戦
の
場
が
生
ま
れ
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
は
皆
一
緒
。
挑
戦
あ
る
の
み
だ
！

Where is the beef from?My treasure is the shoes.

The beef is from ○○.What's your treasure?

日常の学校生活
に生きる検定で
の学び

「樹形図にまとめる」と
いう学びが部活動指導に
も生きた。検定の学びは
日常につながっている。

山梨県富士川町立増穂中学校

渡
わた

辺
なべ

大
だい

祐
すけ

に
必
要
な
技
術
を
列
挙
し
て
い
く
。

　

指
摘
さ
れ
て
い
た
子
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
取
り
上
げ
る
と
、

︿
セ
ン
タ
ー
﹀

１
.
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
る

２
.
ブ
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
入
る

３
.
フ
ェ
イ
ン
ト
に
入
る

４
.
ス
パ
イ
ク
を
決
め
る

が
挙
げ
ら
れ
た
。

「
易
か
ら
難
へ
」
の
配
列
を
し
て
、

「
簡
単
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
。
そ
の
こ
と
が
チ
ー
ム
の

目
標
・
目
的
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
指
摘
し
て
い
た
側
の
子
に

も
、
今
後
付
け
て
い
く
技
術
、
成
功

率
の
目
標
を
言
わ
せ
、「
一
人
一
人

の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
勝
利
、
そ
し
て

成
長
、
幸
せ
に
つ
な
が
る
。
み
ん
な

で
計
画
の
全
体
像
を
一
つ
ず
つ
形
に

し
て
い
こ
う
」
と
話
し
た
。

　

樹
形
図
で
ま
と
め
る
方
法
が
生
徒

指
導
に
生
き
た
場
面
だ
っ
た
。
検
定

の
学
び
は
日
常
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

い
の
か
も
明
確
に
な
る
の
だ
。

　

ラ
イ
セ
ン
ス
検
定
で
学
ん
だ
「
樹

形
図
で
ま
と
め
る
」
と
い
う
方
法
は
、

そ
の
後
、
日
常
の
生
活
に
も
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

２
中
学
校
の
部
活
動
指
導
で
の
応
用

　

新
任
地
に
赴
任
し
た
と
き
、

「
技
術
の
高
い
子
か
ら
低
い
子
に
対

す
る
指
摘
・
批
判
が
目
に
余
る
」

と
い
う
状
況
の
あ
る
年
が
あ
っ
た
。

　

小
学
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
取

り
組
ん
で
き
た
子
が
、
中
学
校
か
ら

始
め
た
子
に
対
し
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
執
よ
う
に
指
摘
し
て
い
て
、

そ
れ
が
も
と
で
指
摘
さ
れ
た
子
が
萎

縮
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
全
部
で

何
を
し
た
い
の
か
、
樹
形
図
的
に
整

理
を
し
た
。

⑴
目
的
は
何
か
︵
全
員
が
幸
せ
に
な

る
こ
と
・
成
長
す
る
こ
と
︶

⑵
目
標
は
何
か
︵
支
部
優
勝
︶

⑶
達
成
の
た
め
の
計
画
は
何
か

　

⑶
の
段
階
で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と

１
樹
形
図
で
ま
と
め
る

「
樹
形
図
を
意
識
し
て
か
く
と
よ
い
」

　

バ
ラ
バ
ラ
と
し
た
構
成
で
書
い
て

い
た
Ｃ
表
ラ
イ
セ
ン
ス
指
導
案
。
そ

れ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
は
「
社
会
的
共
通
資

本
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
た
。
樹
形

図
的
に
指
導
案
を

構
成
し
直
す
と
次

の
よ
う
に
な
っ
た
。

①
社
会
的
共
通
資
本
に
は
何
が
あ
る

か
（
水
・
電
力
・
文
化
等
）

②
水
の
問
題
と
し
て
は
何
が
あ
る
か

（
水
源
地
の
問
題
・
水
道
事
業
の

問
題
等
）

③
水
源
地
の
問
題
と
し
て
は
何
が
あ

る
か
（
水
源
地
の
森
の
買
収
・
森

の
荒
廃
・
地
下
水
の
く
み
取
り
す

ぎ
の
問
題
等
）

　

こ
れ
ら
を
樹
形
図
的
に
文
章
で
示

し
た
後
、
今
回
の
授
業
で
は
ど
こ
を

授
業
す
る
の
か
を
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

全
部
で
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
、
そ

の
中
の
何
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
の
か

が
明
確
に
な
る
。
取
り
上
げ
た
テ
ー

マ
を
追
い
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
次

に
ど
ん
な
研
究
を
進
め
て
い
け
ば
よ
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谷
たに

和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

授業技量向上の法則

伴
一
孝
の
教
師
道

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

「
み
ん
な
（
と
同
じ
）」
が
通
用
し
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
た
。
日
本
人
は
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
「
み
ん
な
」
が
大
事
と
教
え
込
ま
れ
る
。
島

国
の
集
落
で
生
き
て
い
く
に
は
大
切
な
教
条
だ
。

ま
た
為
政
者
が
自
分
を
安
全
な
場
に
お
い
て
集

団
を
管
理
す
る
に
も
、
都
合
の
よ
い
文
言
だ
。

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」
聖
徳
太
子
が

言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
彼
も
支
配
層
だ
。
今
こ

れ
を
遣
っ
て
い
る
人
た
ち
も
同
様
の
立
場
な
の

だ
ろ
う
。
同
じ
支
配
層
で
も
、
革
命
的
人
物
は

こ
れ
を
言
わ
な
い
。
そ
も
そ
も
似
合
わ
な
い
。

織
田
信
長
、
ま
る
で
無
視
。
豊
臣
秀
吉
、
あ
な

た
に
言
わ
れ
た
く
な
い
。
徳
川
家
康
、
似
合
い

だ
。
信
長
は
「
破
壊
」、
秀
吉
は
「
創
造
」、
家

康
は
「
継
承
」、
漢
字
二
文
字
で
表
す
と
こ
う

な
る
。
餅
を
つ
い
た
の
は
信
長
、
こ
ね
た
の
は

秀
吉
、
食
っ
た
の
は
家
康
だ
。
餅
を
一
人
で
食

う
に
は
、
そ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
皆
さ
ん
に
は
、

お
と
な
し
く
き
ち
ん
と
並
ん
で
「
和
を
も
っ
て

尊
し
」
を
守
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
分

か
り
や
す
い
こ
と
だ
。

　

家
康
が
餅
を
食
う
間
に
、
加
藤
清
正
や
福
島

正
則
な
ど
「
草
創
」
期
の
群
雄
た
ち
は
粛
清
さ

れ
る
。
残
る
の
は
小
粒
で
参
勤
交
代
を
守
る

「
き
ま
り
」
第
一
の
人
た
ち
。
こ
れ
を
つ
く
る

の
が
江
戸
時
代
以
降
の
教
育
で
あ
る
。
明
治
か

ら
は
職
業
軍
人
、
敗
戦
後
は
産
業
戦
士
を
つ

く
っ
て
き
た
。
ま
る
で
餅
を
作
る
が
ご
と
く
に
、

同
じ
構
造
で
あ
る
。
だ
か
ら
信
長
以
降
、
日
本

に
は
革
命
家
は
生
ま
れ
な
い
。
明
治
の
元
勲
な

ど
、
時
の
政
府
が
国
民
を
欺
く
た
め
に
創
り
上

げ
た
偶
像
で
あ
る
。
あ
の
と
き
「
維
新
」
な
ど

起
こ
っ
て
は
い
な
い
。

教
育
は
「
国
家
百
年
の
大
計
」
で
あ
る
。
だ

か
ら
支
配
者
は
こ
れ
を
利
用
す
る
。
私
た
ち
は

職
業
と
し
て
そ
れ
を
選
ん
だ
。結
果
出
来
上
が
っ

た
の
が
こ
の
国
だ
。
ウ
イ
ル
ス
一
つ
で
右
往
左

往
。
真
面
目
に
積
み
立
て
た
年
金
は
危
機
的
状

況
。
番
号
を
振
ら
れ
て
電
子
マ
ネ
ー
で
管
理
。

正
し
い
こ
と
を
言
え
ば
組
織
か
ら
消
去
さ
れ
る
。

見
事
に
教
育
完
了
で
あ
る
。

　

数
年
前
、
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
で
ナ
タ
男
が

暴
れ
た
。
勇
敢
な
三
十
漢
が
、
襲
わ
れ
た
女
性

た
ち
を
守
っ
て
独
り
で
闘
い
死
ん
だ
。
マ
ス
コ

ミ
は
こ
こ
ま
で
し
か
報
じ
な
い
。
だ
が
、
同
じ

車
両
に
は
、
ほ
か
に
誰
も
搭
乗
し
て
い
な
か
っ

た
の
か
？　

普
通
に
考
え
れ
ば
分
か
る
。
ほ
か

の
乗
客
は
「
み
ん
な
」
で
逃
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
日
本
の
教
育
だ
。
お
と
な
し
く
、
安
全

第
一
で
、
不
正
・
横
暴
・
狼ろ

う

藉ぜ
き

も
見
て
見
ぬ
振

り
。
自
分
が
良
け
れ
ば
安
堵
。
だ
か
ら
学
級
で

「
い
じ
め
」
が
あ
っ
て
も
咎
め
な
い
。
社
会
全

体
が
同
じ
構
造
な
の
だ
。こ
ん
な
国
、誰
が
造
っ

た
？　

私
た
ち
だ
。

「
国
家
百
年
の
大
計
」
は
見
事
完
了
し
て
い
る

学
校
の
飲
み
会
で
女
性
が
頭
か
ら
生
ビ
ー
ル
を
掛
け
ら
れ
た
。
バ
イ
ト
の
給
仕
ミ
ス
。
五
十
名
い
た
同
僚

は
「
み
ん
な
」
心
配
す
る
振
り
だ
け
し
た
。
私
は
彼
女
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
同
行
し
て
上
か
ら
下

ま
で
服
を
新
調
さ
せ
、着
替
え
は
自
宅
に
送
ら
せ
た
。
危
機
下
で
は
「
遠
巻
き
」
が
「
み
ん
な
」
の
仕
事
だ
。

に
良
好
な
信
頼
関
係
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
で
あ
る
。

２
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
配
慮

　

こ
う
し
た
、
ボ
デ
ィ
タ
ッ
チ
を
伴

う
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
的
な
「
対
応
・
応

答
」
は
、
非
言
語
的
な
対
応
の
中
で

は
最
も
難
し
い
も
の
の
一
つ
だ
。

　

子
供
と
教
師
の
信
頼
関
係
が
高
い

状
態
で
は
非
常
に
効
果
が
あ
る
が
、

不
用
意
に
は
や
ら
な
い
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。
有
田
氏
や
野
口
氏
の
よ
う

に
絶
大
な
信
頼
が
な
い
場
合
に
は
、

子
供
た
ち
は
「
不
快
」
を
感
じ
る
場

合
も
あ
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
セ
ク
ハ
ラ
に
な

り
か
ね
な
い
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
三
密
や
濃
厚
接
触

を
避
け
る
と
い
う
観
点
も
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
す
て
き
な

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
非
言
語
対
応
が
さ
り

げ
な
く
で
き
る
よ
う
な
教
師
で
あ
り

た
い
と
思
う
。

だ
っ
た
と
思
う
。

　

つ
ま
り
、
足
を
踏
ん
だ
の
は
そ
れ

が
初
め
て
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
そ
う
や
っ
て
机

間
巡
視
中
に
足
を
踏
ん
だ
り
す
る

「
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

い
わ
ば
「
遊
び
」
で
あ
り
、
有
田

氏
と
子
供
た
ち
と
の
長
い
付
き
合
い

の
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
人
間
関
係

の
発
露
と
言
え
ば
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
う
い
え
ば
、
国
語
教
育
の
大
家

の
野
口
芳
宏
氏
は
、
机
間
巡
視
し
な

が
ら
子
供
た
ち
の
耳
を
つ
ま
ん
だ
り
、

鼻
を
つ
ま
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
。

　

後
で
、

「
今
、
耳
を
つ
か
ま
れ
た
人
、
立
っ

て
発
表
し
な
さ
い
」

の
よ
う
に
指
名
す
る
た
め
の
技
術
だ

が
、
こ
れ
も
誰
で
も
マ
ネ
で
き
る
技

で
は
な
い
。

　

子
供
た
ち
と
の
人
間
関
係
が
非
常

１
机
間
巡
視
中
に
子
供
の		

足
を
踏
ん
だ
意
味

「
有
田
先
生
、
先
生
が
授
業
中
に
机

間
巡
視
を
さ
れ
た
と
き
、
机
の
下
で

一
人
の
子
供
の
足
を
踏
ん
で
い
ま
し

た
ね
。
あ
れ
は
、
何
を
し
て
い
た
の

で
す
か
？
」

　

有
田
氏
は
何
と
答
え
た
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
そ
の
質
問
を
し
た
若
い
教

師
を
有
田
氏
は
褒
め
た
。

　

あ
な
た
は
、
私
が
子
供
の
足

を
踏
ん
で
い
た
の
を
見
て
い
た

の
で
す
か
。
そ
れ
は
さ
す
が
で

す
ね
。

　

そ
う
し
た
動
き
を
見
て
取
れ

る
教
師
は
滅
多
に
い
ま
せ
ん
。

　

有
田
氏
の
そ
の
非
言
語
的
な
対
応

に
気
付
い
た
だ
け
で
も
、
若
い
教
師

と
し
て
は
合
格
だ
。

　

ベ
テ
ラ
ン
教
師
で
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
見
逃
す
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
足
を
踏
ん
だ
の

か
。
前
号
で
書
い
た
と
お
り
、
そ
の

詳
細
は
私
も
覚
え
て
い
な
い
。

　

ご
く
端
的
に
言
え
ば
、
有
田
氏
が

机
間
巡
視
中
に
、
あ
る
子
供
の
足
を

踏
ん
で
い
た
意
味
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
非言語的な対応の中でも難し
い、ボディタッチを伴うスキ
ンシップ的なコミュニケー
ション。難しいが、子供との
信頼関係が育まれている場合
には絶大な効果がある。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

桑く
わ

原ば
ら

和か
ず

彦ひ
こ

茨
城
県
水
戸
市
立

梅
が
丘
小
学
校

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

相
手
を
変
え
る
よ
り
、

ま
ず
は
関
係
性
を
向
上
さ
せ
よ
う

相
手
を
変
え
よ
う
と
す
る
道
徳
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
効
果
は
な
い
。
変
わ
ら
な
い
相
手
を
責
め
る

よ
り
、
こ
ち
ら
の
指
導
法
、
対
応
方
法
を
工
夫
す
る
の
が
教
師
の
仕
事
に
他
な
ら
な
い
。

　

某
年
に
関
わ
っ
た
中
一
男
子
。
暴
言
が
日
常

茶
飯
、
時
に
暴
力
に
ま
で
発
展
す
る
。
体
が
大

き
く
、
一
歩
間
違
え
ば
大
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
危
険
性
が
あ
っ
た
。
四
月
の
そ
の
日
も

教
室
で
暴
言
を
吐
き
、
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
た

学
級
委
員
女
子
に
「
う
る
さ
い
、
興
奮
し
な
い

で
」
と
ぴ
し
ゃ
り
と
や
ら
れ
た
。
そ
れ
に
一
層

腹
を
立
て
、
机
を
蹴
飛
ば
し
、
椅
子
を
投
げ
飛

ば
し
た
。
典
型
的
な
パ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

周
囲
の
安
全
確
保
と
本
人
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

の
た
め
に
、
別
室
に
連
れ
て
行
く
。
椅
子
に
腰

掛
け
さ
せ
、
肩
の
上
下
が
収
ま
る
の
を
待
つ
。

　

こ
こ
か
ら
が
指
導
と
な
る
。
読
者
な
ら
ど
う

対
応
す
る
だ
ろ
う
か
。
先
を
読
む
前
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

「
ク
ラ
ス
の
多
く
が
あ
な
た
の
こ
と
を
、
あ
い

つ
は
気
が
短
く
て
す
ぐ
怒
り
出
し
暴
言
を
吐
く

と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
当
の
あ
な
た
は
、

怒
る
と
す
ぐ
に
暴
言
や
暴
力
に
訴
え
る
の
で
は

な
く
、
想
像
以
上
に
我
慢
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。私
に
は
そ
う
見
え
る
の
で
す
が
」

　

彼
の
目
を
見
て
問
う
た
。

「
結
構
我
慢
し
て
い
ま
す
」
と
彼
は
答
え
た
。

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
し
た
か
。
私
が
思
っ
た
と

お
り
、
あ
な
た
は
忍
耐
強
い
人
で
す
ね
」

　

彼
は
私
の
目
を
見
て
う
な
ず
い
た
。

「
そ
こ
で
提
案
で
す
。
せ
っ
か
く
我
慢
で
き
て

い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
怒
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
を
ぐ
っ
と
堪
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
き

は
、私
に
そ
っ
と
教
え
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

「
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
」

　

彼
は
素
直
に
受
け
入
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は

怒
っ
た
ら
暴
言
暴
力
に
頼
り
、
結
果
と
し
て
叱

ら
れ
て
い
た
。
叱
責
す
る
教
師
た
ち
と
彼
と
の

関
係
性
は
、
日
に
日
に
悪
化
し
て
い
く
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
暴
言
暴
力
を
我
慢
し

て
報
告
し
た
ら
、
逆
に
褒
め
ら
れ
る
」
と
い
う

逆
パ
タ
ー
ン
に
修
正
す
る
。
そ
れ
が
こ
ち
ら
の

意
図
で
あ
る
。
指
導
が
功
を
奏
し
、
彼
の
不
適

切
な
言
動
は
激
減
し
た
。

　

た
だ
し
、
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。「
我
慢
な
ん
か
し
て
い
ね
え
よ
！
」

と
反
発
す
る
子
供
た
ち
も
確
か
に
存
在
す
る
。

そ
れ
が
現
場
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
か
。
私
は
に
っ

こ
り
笑
っ
て
「
ま
た
ま
た
ご
謙
遜
を
！
」
と
伝

え
る
。
あ
る
い
は
「
正
直
者
な
ん
だ
な
あ
！
」

と
驚
く
。「
今
ま
さ
に
思
春
期
真
っ
只
中
だ
ね
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余
っ
て
い
る
。
私
に
も
そ

ん
な
時
代
が
あ
っ
た
よ
」
と
遠
い
目
を
し
て
述

べ
る
こ
と
も
す
る
。
ど
れ
も
相
手
の
怒
り
の
的

を
外
し
、
聞
く
耳
を
も
た
せ
る
対
応
で
あ
る
。

　

関
係
性
の
向
上
こ
そ
、
生
徒
指
導
の
出
発
点

で
あ
る
。

A

Q 三
密
を
避
け
る
シ
ス
テ
ム
や
場
づ
く
り
の

「
工
夫
」
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
防
止
の
た
め
に
①
個
人
②
ダ
ン
ス
・
表
現
③
個
人
の
器
具

④
手
袋
を
提
案
す
る
。

こ
と
で
十
分
楽
し
め
ま
す
。

第
三
に
、「
個
人
の
器
具
を
用
意
し
て
運
動

す
る
」
こ
と
で
す
。
な
わ
と
び
運
動
は
、
休
校

期
間
中
に
自
宅
学
習
で
課
題
に
出
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
運
動
量
も
あ
り
、

小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
で
き
ま
す
。お
勧
め
の
ロ
ー

プ
は
「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

で
す
。
持
ち
手
が
握
り
や
す
く
、
ロ
ー
プ
も
回

し
や
す
い
と
評
判
で
す
。同
封
さ
れ
て
い
る
「
向

山
型
な
わ
と
び
級
表
」
は
、
取
り
組
む
こ
と
で

自
然
と
二
重
跳
び
の
習
得
に
つ
な
が
る
跳
び
方

の
配
列
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
投
げ
や

サ
ッ
カ
ー
な
ら
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
マ
イ
ボ
ー

ル
を
作
り
使
用
し
ま
す
。
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
な

ら
、
ラ
ッ
プ
な
ど
の
芯
を
使
い
ま
す
。

　

第
四
に
、「
手
袋
を
使
用
す
る
」
こ
と
で
す
。

運
動
会
を
春
に
実
施
し
た
学
校
で
は
、
赤
や
白

の
手
袋
を
着
け
て
「
綱
引
き
」
や
「
玉
入
れ
」

を
子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
手
袋
を

着
け
る
こ
と
で
、
教
材
教
具
の
共
有
化
が
図
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
手
袋
を
す
る
こ
と
で
運
動
が

ぎ
こ
ち
な
く
な
る
の
で
は
逆
効
果
で
す
。

三
密
を
避
け
る
シ
ス
テ
ム
や
場
づ
く
り
を
教

師
が
考
え
、
子
供
た
ち
自
身
も
気
を
付
け
な
が

ら
、「
体
動
か
す
の
っ
て
気
分
良
い
ね
」「
み
ん

な
と
運
動
す
る
と
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
ね
」
と
い
っ

た
感
想
が
出
る
体
育
を
実
施
し
た
い
で
す
ね
。

工
夫
が
必
要
で
す
が
、
十
分
指
導
で
き
ま
す
。

休
校
中
に
運
動
不
足
だ
っ
た
子
供
も
多
い
の
で
、

基
本
の
運
動
と
な
る
「
走
る
こ
と
」
を
し
っ
か

り
取
り
組
ま
せ
た
い
で
す
ね
。

　

第
二
に
、
組
み
合
わ
な
い
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
や

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、「
表
現
運
動
」
で
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
運
動
さ
せ
ま
す
。

私
た
ち
の
仲
間
で
は
、「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー

ラ
ン
２
０
２
０
」
や
「
阿あ

波わ

踊
り
」「
ダ
イ
ナ

リ
ズ
ム
（
組
ま
な
い
組
体
操
）」
を
実
施
し
て

い
る
声
を
聞
き
ま
し
た
。
即
興
的
に
踊
る
、
へ

そ
を
動
か
す
と
い
っ
た
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ

ン
ト
も
生
か
し
て
指
導
し
ま
す
。
全
体
を
半
分

に
分
け
て
、「
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
踊
る
と
き
は
、

Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
休
み
な
が
ら
良
い
動
き
を
見
取

る
」
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
密
を
避
け
ら
れ
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に

お
い
て
は
、
手
を
つ
な
い
だ
り
相
手
と
組
ん
だ

り
す
る
パ
ー
ツ
を
別
の
動
き
に
ア
レ
ン
ジ
す
る

　

第
一
に
、「
個
人
で
で
き
る
運
動
」
が

お
勧
め
で
す
。
か
け
っ
こ
や
五
〇
メ
ー
ト

ル
走
、
幅
跳
び
、
ハ
ー
ド
ル
走
と
い
っ
た
陸
上

運
動
。
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
並
び
方
な
ど
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
、
現

場
で
は
、
ふ
だ
ん
の
授
業
が
一
変
し
、

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。
日
々
、
学
校

環
境
の
整
備
、
教
師
の
対
応
を
含
め
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
体
育
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
授
業
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。
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二
〇
一
七
年
は
、
小
学
生
一
一
・
一
冊
、

中
学
生
四
・
五
冊
。
高
校
生
一
・
五
冊
。

　

小
学
生
で
は
一
人
当
た
り
の
読
書
冊
数
は

着
実
に
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
高

校
生
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

　

高
校
生
が
本
を
あ
ま
り
読
ま
な
い
理
由
は
、

「
他
の
活
動
で
時
間
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
他

に
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
」「
ふ
だ
ん

か
ら
あ
ま
り
本
を
読
ま
な
い
か
ら
」
と
い
う

順
に
な
っ
て
い
る
。

　

幼
少
期
の
本
の
読
み
聞
か
せ
や
家
庭
で
の

蔵
書
な
ど
は
、
小
学
生
期
の
「
不
読
率
」
に

は
あ
ま
り
影
響
し
な
い
。
学
校
教
育
の
効
果

が
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
中
学
生
期
、
高
校
生
期
に
な

る
に
つ
れ
て
、
幼
少
期
時
代
の
読
書
環
境
が

影
響
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

思
春
期
に
な
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

依
存
せ
ず
、
秋
の
読
書
に
親
し
め
る
か
ど
う

か
は
、
幼
少
期
の
原
体
験
が
基
礎
に
な
る
。

賢
い
親
か
ら
賢
い
子
が
育
ち
や
す
く
、
そ
う

で
な
い
親
か
ら
そ
う
で
な
い
子
供
が
育
ち
や

す
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
戯
れ
る
若
い
パ

パ
と
マ
マ
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
し
、
知
ろ
う

と
も
し
な
い
。

三

日
本
の
子
供
の
読
書
環
境

　

日
本
を
含
む
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
全
体
の
調
査
で
は
、

本
を
読
む
頻
度
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
日
本

の
子
供
は
、
読
書
を
肯
定
的
に
捉
え
る
割
合

や
、
コ
ミ
ッ
ク
や
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
割

合
が
高
い
。

　

一
か
月
に
一
冊
も
本
を
読
ま
な
い
と
い
う

「
不
読
率
」
の
変
化
。

　

二
〇
〇
〇
年
は
小
学
生
一
六
・
四
％
、
中

学
生
四
三
・
〇
％
、
高
校
生
五
八
・
八
％
。

　

二
〇
一
七
年
は
小
学
生
五
・
六
％
、
中
学

生
一
五
・
〇
％
、
高
校
生
五
〇
・
四
％
。

　

つ
ま
り
、
小
学
生
で
約
一
一
％
、
中
学
生

で
約
二
八
％
、
高
校
生
で
約
八
％
の
減
少
で

あ
る
。
ど
の
校
種
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
十

年
間
ほ
ど
で
、「
不
読
率
」
は
一
定
程
度
は

改
善
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
は
、
計
画
的
な
学
校
図
書
館
整
備
、

読
書
の
時
間
の
実
践
、
学
校
司
書
や
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
配
置
な
ど
、
こ
の
間
の
関
係
者

の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。

　

一
人
当
た
り
の
一
か
月
の
読
書
冊
数
。

　

二
〇
〇
〇
年
は
、
小
学
生
六
・
一
冊
、
中

学
生
二
・
一
冊
。
高
校
生
一
・
三
冊
。

本
を
か
な
り
読
ん
だ
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
な
ど
の
危
機
管
理
に
役
立
っ
た
。

　

近
年
の
読
了
し
た
本
の
数
。

二
〇
一
九
年　

一
〇
三
冊　

敬
愛
大
学

二
〇
一
八
年　

一
〇
三
冊　

敬
愛
大
学

二
〇
一
七
年　

一
一
四
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
六
年　

一
三
六
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
五
年　

一
四
九
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
四
年　

一
四
四
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
三
年　

一
五
八
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
二
年　

一
七
一
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
一
年　

一
七
二
冊　

帝
京
大
学

二
〇
一
〇
年　

一
〇
七
冊　

泰
明
小
学
校

二
〇
〇
九
年　

一
〇
四
冊　

泰
明
小
学
校

　

本
を
読
む
の
に
最
も
適
し
て
い
る
の
は
電

車
の
中
。
帝
京
大
学
時
代
は
、
通
勤
に
往
復

五
時
間
。
読
書
環
境
と
し
て
最
高
だ
っ
た
。

敬
愛
大
学
に
転
任
し
て
通
勤
時
間
が
短
縮
し
、

読
書
冊
数
が
減
っ
た
。

通
勤
に
自
家
用
車
を
使
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
人
も
多
い
。
そ
う
い
う
人
は
、
よ
ほ

ど
工
夫
し
な
い
と
読
書
時
間
を
生
み
出
せ

な
い
。

　

日
々
の
積
み
重
ね
の
差
は
大
き
い
。

新
聞
社
の
「
教
育
の
森
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
で
、

「
勤
務
評
定
」「
学
力
テ
ス
ト
」
な
ど
の
教
育

問
題
の
概
要
を
知
っ
た
。

二

良
き
読
書
人
と
し
て

　

大
学
入
学
以
来
、
本
好
き
に
な
っ
た
。
毎

月
一
定
の
量
の
本
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

二
十
七
歳
か
ら
、
月
刊
誌
の
「
文
藝
春
秋
」

を
定
期
購
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
文
藝

春
秋
」
は
日
本
の
管
理
職
に
最
も
読
ま
れ
て

い
る
月
刊
誌
で
あ
る
。
若
い
頃
は
、「
政
治
」

「
経
済
」「
文
化
」「
外
交
・
防
衛
」
な
ど
の
フ
ァ

イ
ル
に
分
類
し
て
記
事
を
保
管
し
て
い
た
。

　

三
十
代
か
ら
、
読
了
し
た
書
名
と
作
者
名
、

冊
数
を
手
帳
に
メ
モ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

手
帳
を
読
み
返
す
と
、
そ
の
時
々
の
関
心
事

が
分
か
る
。

　

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
新
型
感
染
症
関
係
の

る
の
は
皆
、
高
齢
者
だ
。
お
目
当
て
は
、「
週

刊
新
潮
」
と
「
週
刊
文
春
」。
か
つ
て
、「
少

年
サ
ン
デ
ー
」
や
「
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」
を
立

ち
読
み
し
て
、
書
店
の
親
父
か
ら
叱
ら
れ
た

世
代
が
、
そ
の
ま
ま
書
店
で
た
む
ろ
し
て
い

る
。

　

思
え
ば
、
私
も
子
供
時
代
は
漫
画
ば
か
り
。

中
高
生
時
代
も
、
そ
れ
な
り
に
忙
し
く
て
熱

心
な
読
書
人
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
九
年
、
入
学
し
た
横
浜
国
立
大
学

は
大
学
紛
争
中
で
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
十
二
月

ま
で
授
業
が
な
か
っ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
潤

沢
な
小
遣
い
が
あ
り
、
し
か
も
暇
な
私
は
、

足
し
げ
く
渋
谷
の
大
盛
堂
書
店
に
通
っ
た
。

八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
、
新

宿
の
紀
伊
國
屋
書
店
と
並
ん
で
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
大
型
書
店
だ
っ
た
。

　

文
学
、
哲
学
、
思
想
、
政
治
、
そ
し
て
教

育
書
。
大
学
入
学
前
で
あ
り
な
が
ら
、
毎
日

一

立
ち
読
み
高
齢
者

　

秋
の
夜
長
に
、
コ
オ
ロ
ギ
の
聲こ

え

が
聞
こ
え

て
く
る
。
関
東
平
野
の
多
く
の
地
で
、
稲
の

刈
り
入
れ
も
終
わ
っ
た
。
早
い
も
の
で
、
今

年
度
も
下
半
期
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
、
厳
し
い
船
出
の
新
年
度
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
、
新
年
度
上
半
期
を
振
り
返
り
、

下
半
期
の
方
針
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。

　

読
書
の
秋
で
あ
る
。
毎
年
、
読
書
週
間
に

は
、
国
民
の
読
書
の
状
況
が
報
告
さ
れ
る
。

一
冊
も
本
を
読
ま
な
い
大
人
の
数
が
報
告
さ

れ
る
。
取
り
分
け
大
学
生
の
読
書
離
れ
が
際

立
つ
。

　

一
番
、「
知
の
世
界
」
に
敏
感
な
若
者
が
、

青
春
期
に
読
書
し
な
い
の
は
、
何
と
も
も
っ

た
い
な
い
話
だ
。

　

近
所
の
書
店
の
店
先
、
立
ち
読
み
し
て
い
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特

別

連

載

思
わ
れ
る
年
配
の
小
柄
な
女
性
が
私
の
所
へ

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
来
て
、「
東
京
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
何
も
な
い

け
ど
こ
れ
作
っ
て
い
る
か
ら
あ
げ
る
」
と

ビ
ー
ズ
で
作
っ
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
く
だ

さ
っ
た
。「K

am
aishi

」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。

ご
自
身
、
大
変
な
生
活
状
況
の
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
り
感
謝
を

伝
え
る
。
こ
ん
な
に
も
心
優
し
い
東
北
の
人

た
ち
の
た
め
に
も
、
釜
石
会
場
は
絶
対
に
成

功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
固
く
誓
っ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方

が
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
の
お
礼
も
兼
ね
て
可
能
な
限
り

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
私
自
身
大
変
勉

強
に
な
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

ト
と
し
て
向
山
代
表
を
招
待
し
た
と
こ
ろ
、

向
山
氏
の
方
か
ら
「
若
い
人
に
行
か
せ
た

い
」
と
言
わ
れ
、
水
川
氏
と
兵
庫
の
溝
端
達

也
氏
を
ご
招
待
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

試
合
観
戦
は
十
月
三
日
の
日
本
対
サ
モ
ア

戦
で
あ
っ
た
。
私
は
日
本
か
ら
来
た
国
会
議

員
の
先
生
方
の
ア
テ
ン
ド
で
一
般
席
か
ら
観

戦
し
た
が
、
二
人
に
は
日
本
か
ら
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

と
し
て
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
飲
食
付
き
の
特
別

席
か
ら
観
戦
し
て
も
ら
っ
た
。

４

神
戸
と
釜
石
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
う
ち
、
二
〇
一
五
年
十

二
月
の
神
戸
会
場
に
は
、
故
平
尾
誠
二
さ
ん

に
登
壇
い
た
だ
い
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
、

つ
ら
い
闘
病
の
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う

が
、
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
地
元
で
子
供

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
開
催
さ
れ
る
意
義
あ

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
か
ら
、
参
加
す
る
の
が
当

た
り
前
で
す
よ
」
と
快
く
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
釜
石

会
場
で
は
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
仮

設
住
宅
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ
い
た
。
セ

ミ
ナ
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
仮
設
住
宅
の
方
と

で
実
施
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
信
頼
で
き
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
皆
様
に
お
任
せ
し
た
。
回
を
追
う
ご
と
に

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
九
年
ま
で
五
年
度
に
わ
た
り
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
計
五
十
の
会

場
で
実
施
し
て
も
ら
っ
た
。
最
初
は
教
員
の

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
、
子
ど

も
観
光
大
使
の
ラ
グ
ビ
ー
版
「
ラ
グ
ビ
ー
子

ど
も
交
流
大
使
」
や
、
そ
の
保
護
者
も
参
加

す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
発
展
し
た
。
さ
ら
に
、
す

ば
ら
し
い
テ
キ
ス
ト
も
作
成
し
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、水
川
勝
利
氏
に
は
、セ
ミ
ナ
ー

事
務
局
長
と
し
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
尽
力

し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
山
梨
の
根
津
盛
吾

氏
に
は
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
伝
道
師
と
名
付

け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
全
国
各
地
に
出
向
き
、

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
践
を
分
か
り
や
す
く
熱

心
に
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
お
二
方
を

始
め
、
全
国
各
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に

当
た
っ
て
く
れ
た
全
て
の
先
生
方
に
、
改
め

て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

３

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

　

二
〇
一
五
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
の
ゲ
ス

と
思
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
が
一
過
性
の

国
際
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
を
機
に
、
日
本
に
ラ
グ
ビ
ー
文
化
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
も
、
子
供
た
ち
に
ラ
グ
ビ
ー

の
良
さ
を
知
ら
せ
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
学
校
の
先
生
方

に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
こ
と
を
よ

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
学
校
で
子
供
た
ち
に

伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
。

　

そ
の
旨
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
向
山
代
表
は
じ
め
関
係
者
が
来
ら
れ

て
、
全
面
的
に
協
力
す
る
旨
の
話
を
も
ら
っ

た
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
と
相
談
を

進
め
、
開
催
の
十
二
会
場
を
中
心
と
し
て
、

全
国
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
推
進
教

育
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
六
月
の
静
岡
会
場
を
皮
切
り

に
、
同
年
度
は
十
六
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

通
常
、
役
所
で
こ
う
い
う
事
業
を
立
ち
上
げ

る
と
す
る
と
、
企
画
し
て
か
ら
実
施
ま
で
約

二
年
は
掛
か
る
。
そ
れ
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、

全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
周
知
し
て
、

既
に
企
画
さ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
一
部
を

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
充
て
る
な
ど
の
対
応
を
す

る
こ
と
で
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
迅
速
さ

省
に
戻
り
、
組
織
委
員
会
に
出
向
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

２

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ	

	

推
進
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

私
が
組
織
委
員
会
の
仕
事
を
始
め
た
当
時
、

周
り
の
人
た
ち
も
、
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
陰
に
、
完
全
に
埋
も
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
世
界
三
大
国

際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
多
く
の
国
民
に
、
取

り
分
け
、
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

１

京
大
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ

　

昨
年
の
今
頃
は
、
日
本
全
国
を
熱
狂
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
運
営

に
当
た
る
公
益
財
団
法
人
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
の
事
務
総

長
代
理
に
私
が
就
任
し
た
の
は
、
二
〇
一
四

年
十
月
だ
っ
た
。

　

そ
の
前
、
私
は
京
都
大
学
理
事
・
副
学
長

で
、
山
極
寿
一
新
学
長
か
ら
「
十
月
以
降
も

引
き
続
き
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
話
が

あ
り
、
受
諾
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

文
部
科
学
省
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
話
が
入
り
、
文
部
科
学
省
と
京
都
大
学

の
間
で
調
整
さ
れ
た
結
果
、
私
は
文
部
科
学

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

思
い
出

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
と
取
り
組
ん
だ
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

推
進
教
育
セ
ミ
ナ
ー
。

〈ラグビーテキストレガシー版〉

※こちらからPDFを
　ダウンロードできます。
http://bit.do/fHzGT
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向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

事
実
で
教
育
を
語
る
の
が
法
則
化
の
マ
ナ
ー

向
山
洋
一
氏
の
教
育
技
術
を
土
台
と
し
た
上
達
論
は
、
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る

価
値
あ
る
教
師
を
目
指
し
た
提
案
か
ら
生
ま
れ
た
。

青あ
お

坂さ
か

信し
ん

司じ

解
説
:
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
千
里

死
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
一
人
の
人
間
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
る
。
心
あ
る
多
く
の
教
師
が
努
力

の
末
さ
が
し
た
も
の
を
学
ば
せ
て
も
ら
え

ば
よ
い
。
言
葉
に
限
ら
ず
、
教
え
方
、
方
法
、

技
術
に
も
、
必
ず
す
ぐ
れ
た
方
法
、
良
い

方
法
が
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
、
身
に
つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
持
ち
味
の

い
い
、
セ
ン
ス
の
良
い
教
師
で
も
届
か
ぬ

境
地
が
そ
こ
に
は
あ
る
。（
中
略
―
青
坂
）

　
私
の
た
っ
た
一
人
の
教
師
の
師
匠
、
石

川
正
三
郎
氏
は
、
よ
く
言
っ
て
い
た
。「
手

習
い
に
、
あ
げ
た
我
が
子
を
見
ち
が
え
る

―
こ
れ
が
教
育
の
根
本
に
あ
る
べ
き
だ
。

い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
に
成
長
し
た
と
親

が
実
感
す
る
と
き
、
教
師
の
主
張
は
理
解

さ
れ
る
」
教
師
は
「
授
業
で
子
ど
も
を
変

え
る
べ
き
」
だ
。
学
校
は
、
授
業
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
授
業
で
子
ど
も
を
変
え

ず
し
て
、
何
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
変
え
る
ー
と
は
、
つ
ま
り
育
て

る
こ
と
や
教
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り

た
く
ま
し
く
、
よ
り
か
し
こ
く
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。行
事
な
ど
も
、当
然
「
授
業
」

　
ど
の
方
も
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
持
っ
て

い
る
が
、そ
の
中
で
、「
こ
れ
は
す
ご
い
な
」

と
思
う
人
が
い
る
。「
こ
れ
は
す
ご
い
」

と
思
う
人
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
読
書
量
が
す
ご
い
の
だ
。
並
の
読

書
量
で
は
な
い
。
そ
の
道
で
全
国
区
の
達

人
に
な
る
に
は
、
や
は
り
読
書
す
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
則
化
中
央
事
務

局
の
メ
ン
バ
ー
も
、
か
な
り
の
読
書
家
で

あ
る
。
一
昨
日
、
中
国
の
北
京
か
ら
帰
っ

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
飛
行
機
の
中
で
十

名
ほ
ど
が
本
を
広
げ
て
い
た
。
読
書
を
す

る
、
勉
強
す
る
こ
と
の
重
大
さ
は
、
ど
れ

ほ
ど
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
。（
中
略
―
青
坂
）
法
則
化
運
動
の

参
加
者
は
、
か
な
り
の
読
書
家
で
は
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
基
礎
体
力
が
不
足
し
て
い

る
。
読
書
量
が
不
足
し
て
い
る
。
日
本
教

育
技
術
の
集
大
成
を
す
る
と
い
う
大
き
な

目
標
を
持
っ
た
研
究
集
団
で
あ
り
、
プ
ロ

の
教
師
に
な
り
た
い
と
思
う
実
践
集
団
で

あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な

け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
身
に
す
ぎ
た
「
志
」

を
自
分
自
身
の
力
で
や
り
と
げ
る
の
だ
。

︵
中
略
―
青
坂
）

　
で
は
ど
う
い
う
言
葉
が
い
い
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
言
葉
か

ら
宝
石
を
拾
い
出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
「
き
っ
と
、
こ
れ
ま
で
に
苦
労

し
た
人
が
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が

わ
か
っ
て
い
た
ら
」
と
思
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
言
葉
」
は
、
自
然

に
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
か
な
り
必

の
一
分
野
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
授
業

で
変
え
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
の
先
生
の
授

業
技
量
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
力

が
弱
い
く
せ
に
（
だ
か
ら
こ
そ
）
原
因
を

他
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。（
中
略

―
青
坂
）
確
か
に
多
く
の
先
生
方
と
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
す
の
は
考
え
も
の
だ
。
し
か

し
、
そ
れ
は
若
さ
故
で
あ
り
、
正
し
い
と

思
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し

か
た
が
な
い
と
思
う
。
多
少
の
ゆ
き
す
ぎ

は
あ
っ
て
当
た
り
前
な
の
だ
。し
か
し
「
言

葉
」
で
対
立
す
る
よ
り
「
事
実
」
で
対
立

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。「
事
実
」
で

「
教
育
」
を
語
る
こ
と
こ
そ
、
法
則
化
の

マ
ナ
ー
な
の
だ
。「
事
実
」
で
語
ろ
う
と

す
る
と
「
言
い
か
え
せ
な
い
」
と
き
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
、
じ
っ
と
耐
え
、

自
分
自
身
の
技
量
を
高
め
、
実
践
を
高
め

る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ
の
だ
。
大
学
生
や

父
母
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
プ
ロ
の
技
術

―
そ
れ
を
一
〇
〇
は
学
ぶ
こ
と
だ
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
　
一
九
八
七
年

十
月
号
　
明
治
図
書
「
教
師
の
技
量
を
高

め
る
に
は
猛
烈
に
勉
強
す
る
し
か
な
い
」）

い
か
に
完
全
で
あ
り
多
様
で
あ
り
本
質
的
で
あ

る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
然

教
え
る
内
容
が
先
見
性
と
本
質
性
を
も
っ
て
い

る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
教

師
は
技
術
者
で
あ
る
と
と
も
に
学
問
す
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

ま
ず
向
山
氏
が
巻
頭
で
述
べ
た
こ
と
は
、
読

書
の
大
切
さ
で
あ
る
。
全
国
区
の
達
人
に
な
る

に
は
「
読
書
す
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。
そ
し
て
、
法
則
化
運
動
へ
の
参
加
者
が
読

書
家
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
基
礎
体

力
が
不
足
だ
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、「
教
育
実
践
は
子
ど
も
を
変
え

る
こ
と
を
通
し
て
検
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
決
し
て
『
言
葉
』
で
対
立
す
る
も
の
で
は

な
く
、
時
に
は
耐
え
、
実
践
の
事
実
で
語
る
こ

と
が
法
則
化
の
マ
ナ
ー
な
の
だ
」
と
主
張
し
た
。

「
価
値
あ
る
教
師
」
へ
の
道
を
「
優
れ
た
方
法
、

技
術
を
一
〇
〇
身
に
付
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

具
体
的
に
ま
ず
示
し
た
の
で
あ
る
。

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
創
刊
号
か
ら
、
約
一

年
半
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
の
巻
頭
に
向
山
洋

一
氏
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
実
現
し
た
の
が
、
一
九
八
七

年
十
月
号
で
あ
る
。
そ
の
号
以
来
、
向
山
氏
の

法
則
化
運
動
代
表
と
し
て
の
「
色
」
を
強
く
打

ち
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

記
念
す
べ
き
巻
頭
を
飾
っ
た
テ
ー
マ
は
「
教

師
プ
ロ
初
段
へ
の
道
（
１
）」
向
山
氏
の
巻
頭

論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
教
師
の
技
量
を
高
め
る

に
は
猛
烈
に
勉
強
す
る
し
か
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
教
育
技
術
法
則
化
運
動
が
、
上

達
論
へ
の
問
題
提
起
を
し
て
い
く
原
点
と
も
い

う
べ
き
特
集
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
前
号

で
向
山
氏
は
、
手
書
き
文
書
で
「
教
育
技
術
論

の
為
の
覚
書
き
①
」
を
公
表
し
て
い
る
。
向
山

氏
は
、
手
書
き
文
書
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

「
教
育
に
於お

け
る
技
術
の
習
得
の
困
難
さ
は
、

こ
の
広
範
性
と
と
も
に
、
多
様
性
を
持
つ
、
即

効
的
で
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
知
識
・
技
能
を
い
か
に
高
め
る
か
。
子

ど
も
の
生
命
力
を
い
か
に
燃
え
上
が
ら
せ
持
続

さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
る
。
そ
の
方
法
が
、



道標

教師としての高みを目指して

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊
授業力向上に

役立つこの１冊
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よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

　

奇
跡
の
書
で
あ
る
。
執
筆
者
の
三
人
が
名
を
連

ね
た
、
初
め
て
の
書
で
あ
る
。
東
京
の
雪
谷
小
学

校
で
同
学
年
を
組
ん
だ
。
偶
然
で
は
な
い
。
求
め

た
の
で
あ
る
。
願
い
は
実
現
し
、
三
人
は
三
年
間

も
同
じ
空
間
に
い
た
。
本
書
は
思
い
出
を
語
っ
た

書
で
は
な
い
。
向
山
氏
が
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
い

て
今
日
に
至
っ
た
か
を
、
見
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

師
尾
氏
は
向
山
氏
直
伝
の
授
業
づ
く
り
を
、
板
倉

氏
は
理
論
的
背
景
を
追
究
し
た
。

　

将
棋
の
世
界
に
感
想
戦
が
あ
る
。
投
了
後
に
両

者
が
一
緒
に
対
局
を
振
り
返
っ
て
、
勝
因
、
敗
因

な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
を
「
感
想
戦
」
と
い
う
。

本
書
の
性
格
を
一
言
で
く
く
る
と
、
三
人
に
よ
る

向
山
実
践
の
感
想
戦
と
い
え
る
。
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
は
背
骨
の
こ
と
だ
。
背
骨
な
し
で
の
共
著
だ
っ

た
ら
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
る
。
表
紙
に
イ
ラ
ス

ト
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
ぶ
や
き
が
面
白
い
。

ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
が
見
え
る
。

　

師
尾
氏
は
向
山
氏
か
ら
直
々
に
指
導
を
受
け
、

活
字
に
で
き
な
い
部
分
を
継
承
し
、
歴
史
の
証
言

者
と
な
っ
た
。
こ
の
本
の
魅
力
の
一
つ
は
師
尾
氏

の
筆
の
疾
走
感
に
あ
る
。
と
に
か
く
面
白
い
。
絶

妙
の
筆
さ
ば
き
で
あ
る
。
会
っ
た
ば
か
り
の
先
生

に
、
分
析
批
評
の
指
導
を
請
う
な
ん
て
並
み
の
神

経
で
は
な
い
。
吸
収
力
も
半
端
で
は
な
い
。
向
山

氏
本
人
に
学
べ
ば
、
教
師
と
し
て
ど
の
く
ら
い
伸

び
る
の
か
を
証
明
し
た
。
多
く
の
人
の
そ
れ
は
間

接
的
で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
も
か
な
い
っ
こ
な
い
。

　

板
倉
氏
は
、
向
山
型
実
践
を
理
論
面
か
ら
追
究

し
、
学
問
の
系
譜
を
整
理
し
、
後
世
に
そ
の
道
筋

を
示
し
た
。
今
回
の
出
版
は
、
あ
る
意
味
で
板
倉

氏
の
た
め
に
あ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
だ
。「
板
倉

コ
ー
ナ
ー
」
の
文
章
を
ど
う
読
む
か
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
鼎か
な
え

が
問
わ
れ
る
。
正
直
、
太
刀
打
ち
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
最
低
十
年
、
文
献
を
読
み
込
ま

な
い
と
付
い
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
す
ら
す
ら
読

ん
で
し
ま
う
本
は
読
ま
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

自
分
の
現
状
と
差
が
あ
る
と
き
、本
は
価
値
を
生
む
。

　

向
山
実
践
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
底
が
知
れ
な
い
。

生
ま
れ
て
か
ら
教
師
に
な
る
ま
で
の
経
験
の
全
て

が
関
与
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。
向
山
氏
は

高
校
生
ま
で
泳
げ
な
か
っ
た
。
高
校
の
体
育
教
師

に
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
指
導
者
は
榎
木

繁
男
氏
。
こ
の
先
生
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

息
つ
ぎ
は
「
ぱ
っ
と
息
を
吐
き
出
せ
」
と
い
う

こ
と
だ
け
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
。

　

こ
の
助
言
は
本
一
冊
分
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

体
育
を
少
し
か
じ
っ
た
人
な
ら
、
指
導
者
と
し
て

の
資
質
が
ど
れ
ほ
ど
の
人
物
か
が
分
か
る
。
一
を

聞
い
て
十
を
知
る
向
山
氏
の
大
局
観
は
、
こ
れ
一

つ
と
っ
て
も
桁
違
い
で
あ
る
。

　

板
倉
氏
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
向
山
氏
に
は
大

量
の
読
書
経
験
が
あ
る
。
し
か
し
理
論
は
語
ら
な

か
っ
た
。
理
論
を
向
山
氏
が
い
か
に
分
か
り
や
す

く
、実
践
に
溶
か
し
込
ん
で
い
る
か
の
証
で
も
あ
る
。

　

感
想
戦
で
交
わ
さ
れ
る
言
葉
は
古
色
に
染
ま
っ

て
い
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
現
代
の
言
葉
と
し

て
立
派
に
通
用
す
る
。
根
本
の
と
こ
ろ
に
結
び
付

く
本
質
を
、
常
に
追
究
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

求
め
、
追
究
し
た
向
山
学
年
団
だ
っ
た
。

　

三
人
の
追
究
力
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
い
な
い
。

ま
だ
隠
さ
れ
た
財
産
が
豊
富
と
の
こ
と
。
続
編
へ

の
期
待
が
高
ま
る
。

求
め
、
追
究
し
た

向
山
学
年
団

こ
の
本
は
向
山
実
践
を
解
明
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。

師
尾
喜
代
子
氏
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
板
倉
弘
幸
氏

が
分
析
し
、
向
山
洋
一
氏
が
総
括
し
た
。

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

『この目で見た向山
実践とバックボーン
向山学年団の証言』
（向山洋一、板倉弘幸、師尾
喜代子共著　騒人社）

騒人社オンライン
サークル訪問
騒人社を知ってください！

向
山
先
生
の
著
作
の
注
文
数

『
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
と

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
』（
向
山
洋
一
、

板
倉
弘
幸
、
師
尾
喜
代
子
共
著
）

の
先
行
予
約
は
五
百
冊
を
超
え
、

う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
本
を
は
じ

め
、
騒
人
社
の
本
を
先
生
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
を
企

画
し
た
。

　

始
め
に
企
画
提
案
し
た
の
は
、

七
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
中
央
事

務
局
会
議
だ
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
訪

問
企
画
に
一
番
早
く
反
応
し
て
く

れ
た
の
は
、
井
戸
先
生
。
六
時
か

ら
の
師
尾
の
提
案
中
、
六
時
三
分

に
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

が
入
っ
て
い
た
。「
即
断
即
決
」

は
向
山
先
生
の
た
め
に
あ
る
よ
う

な
言
葉
と
思
っ
て
い
た
が
、
井
戸

先
生
の
速
さ
に
も
驚
い
た
。

　

そ
し
て
、
七
月
二
十
一
日
に
早

速
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
Ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ

の
サ
ー
ク
ル
訪
問
が
行
わ
れ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
訪
問
な
の
で
、
拡
大

し
て
も
ら
っ
て
も
二
十
人
く
ら
い

の
参
加
者
が
い
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
何
と

百
七
十
名
の
参
加
だ
っ
た
。

　

騒
人
社
に
つ
い
て
、
騒
人
社
の

本
の
紹
介
、
師
尾
の
教
師
修
業
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

向
山
先
生
も
こ
の
頃
「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
先
生
方
と
会
え
る
の
も
楽
し

い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

梅
雨
の
時
期
、
騒
人
社
ま
で
歩

い
て
来
て
い
た
だ
く
の
が
申
し
訳

な
い
の
で
、「
で
き
れ
ば
⋮
⋮
」

と
お
願
い
し
て
い
た
が
、
向
山
先

生
は
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
向
山
先

生
が
画
面
に
映
っ
た
と
た
ん
に
、

ザ
ワ
ザ
ワ
キ
ャ
ー
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

向
山
先
生
に
お
会
い
で
き
る
な

ん
て
！　

最
高
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

し
た
‼　

師
尾
先
生
の
お
話
は
ど

れ
も
楽
し
く
て
笑
い
っ
ぱ
な
し
で

し
た
。
ど
れ
も
、
ふ
だ
ん
聞
け
な

い
よ
う
な
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
ば

か
り
で
し
た
が
、
特
に
、
代
表
委

員
会
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
理
路
整
然

と
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
向
山
学
級
の
子
供
た
ち
。

向
山
学
級
の
す
ご
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
は
じ
ま
り
物
語
が
、

読
解
力
と
結
び
付
い
て
い
る
と
い

う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
周
り
に

広
め
る
の
に
い
い
ワ
ー
ド
を
聞
く

こ
と
が
で
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

図
書
室
に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
再
度
働
き
掛
け
ま
す
。

　

第
二
回
、
溝
端
先
生
の
お
力
を

借
り
て
関
西
中
央
事
務
局
に
サ
ー

ク
ル
訪
問
。
塩
谷
先
生
が
Ｓ
ｕ
ｎ

ｎ
ｙ
に
続
け
て
実
践
報
告
。
有
難

か
っ
た
。

　

第
三
回
は
、
静
岡
掛
川
や
ら
ま

い
会
訪
問
。
市
会
議
員
さ
ん
も
参

加
、
熱
心
に
お
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
訪
問
で
は
、
主
に
騒

人
社
の
本
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
だ
が
、
本
を
使
っ
て
の

実
践
報
告
や
レ
ポ
ー
ト
発
表
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

Ｑ
Ａ
は
向
山
先
生
が
来
て
く
だ
さ

れ
ば
、
一
緒
に
お
答
え
す
る
。

　

本
を
紹
介
し
て
す
ぐ
、『
ア
タ

マ
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ
』
全
巻
セ
ッ

ト
や
『
は
じ
ま
り
物
語
』
の
絵
本

の
注
文
が
入
っ
た
。
知
っ
て
も
ら

う
重
要
性
を
感
じ
た
。

︿
サ
ー
ク
ル
訪
問
申
込
み
﹀

m
oroo.kiyoko@

toss2.com
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
み

崎
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ま
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次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

マスクで仕事
マスクで会議
新しい日常の中の向山先生。

１　

マ
ス
ク
の
日
常

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
機
に
、
マ
ス
ク
着
用
が
浸

透
し
た
。
仕
事
中
の
マ
ス
ク
姿
も

日
常
と
な
っ
た
が
、
花
粉
症
で
も

な
く
風
邪
も
滅
多
に
引
か
な
い
身

に
と
っ
て
は
つ
ら
い
。
鼻
の
下
に

は
汗
を
か
き
、
耳
の
後
ろ
も
痛
く

な
り
、
マ
ス
ク
越
し
の
人
の
声
も

聞
き
づ
ら
い
。

　

初
め
の
頃
は
、
黒
色
の
マ
ス
ク

や
ア
ヒ
ル
の
口
の
よ
う
に
パ
ク
パ

ク
動
く
マ
ス
ク
に
目
が
く
ぎ
付
け

に
な
っ
た
が
、
今
は
ど
ん
な
マ
ス

ク
姿
に
も
驚
く
こ
と
は
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
、マ
ス
ク
を
着
け
て

い
な
い
人
に
鋭
い
視
線
を
向
け
て

し
ま
う
。マ
ス
ク
を
着
け
て
い
て
も

あ
ご
に
付
け
て
い
る
人
、
鼻
を
出

し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
そ
ば
に

行
っ
て
マ
ス
ク
を
鼻
の
上
ま
で
上

げ
た
く
な
る
。
マ
ス
ク
番
長
の
私
。

　

向
山
先
生
に
接
触
す
る
と
き
も
、

誰
も
い
な
い
研
究
所
の
隣
の
建
物

で
待
機
。
ド
ア
は
開
け
た
ま
ま
、

向
山
先
生
に
は
部
屋
の
中
央
に

座
っ
て
い
た
だ
き
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
書
類
を
差
し
出
す
。
マ

ス
ク
で
無
口
に
な
っ
た
私
。

２　

発
言
者
は
ど
な
た
？

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

あ
る
日
、
東
京
大
手
町
に
あ
る
日

本
郵
便
で
リ
ア
ル
会
議
が
開
か
れ

た
。
十
年
以
上
続
い
て
い
る
日
本

郵
便
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
連
携
に
よ
る

郵
便
教
育
。今
年
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に

伴
い
郵
便
セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
と

な
っ
た
。
郵
便
教
育
継
続
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
使
え
る
「
手

紙
の
書
き
方
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
つ
い
て

会
議
が
開
か
れ
た
。

　

そ
の
会
議
で
の
こ
と
。
出
席
者

全
員
マ
ス
ク
姿
は
見
慣
れ
た
光
景

だ
が
、
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
席
の

日
本
郵
便
の
方
々
と
は
初
対
面

だ
っ
た
の
で
、
声
を
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。
だ
か
ら
、
会
議
中
、
誰

が
発
言
さ
れ
て
い
る
の
か
と
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
。
か
な
り
不
審
な
目
の

動
き
を
し
て
い
た
。
マ
ス
ク
で
目

を
隠
し
た
く
な
っ
た
私
。

３　

と
っ
さ
の
一
言
①

　

騒
人
社
の
事
務
所
で
師
尾
先
生

と
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
向

山
先
生
か
ら
師
尾
先
生
の
携
帯
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

私
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
を
師
尾

先
生
が
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
で
伝

え
て
く
れ
た
の
で
、
挨
拶
し
た
。

す
る
と
、向
山
先
生
が「
お
ー
。声

が
聞
け
て
う
れ
し
か
っ
た
よ
~
」

　

相
手
が
喜
ぶ
言
葉
が
と
っ
さ
に

出
る
向
山
先
生
。
こ
れ
っ
て
や
っ

ぱ
り
、私
が
「
き
〇
い
」
だ
か
ら
？

　

さ
て
、
〇
に
入
る
ひ
ら
が
な
は
、

次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

「
つ
」「
も
」「
ら
」「
れ
」。

４　

と
っ
さ
の
一
言
②

　

事
務
所
に
向
山
先
生
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。
出
る
な
り
「
電
話
に

出
な
か
っ
た
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ

た
。
え
っ
、
と
す
ぐ
に
自
分
の
携

帯
電
話
を
見
た
ら
、
向
山
先
生
か

ら
の
着
信
。
気
付
か
な
か
っ
た
。

　

と
っ
さ
に
「
お
し
ゃ
べ
り
し
て

ま
し
た
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。

　

後
か
ら
、
な
ぜ
私
は
取
り
繕
い

も
せ
ず
、
サ
ボ
っ
て
い
る
こ
と
を

白
状
し
て
し
ま
っ
た
の
か
考
え
た
。

　

ま
あ
、
言
い
訳
し
た
と
こ
ろ
で
、

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
る
の
が
お
ち

で
、
簡
単
に
見
破
ら
れ
る
。
な
ぜ

か
向
山
先
生
の
前
で
は
、
正
直
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

︿
今
月
は
行
雄
先
生
﹀

▲日本郵便での会議の日。行雄
先生も大学でオンライン授業を
されているそうだ。

︵
ア
レ
ゴ
村
で
演
奏
す
る
︶

ニャティティの歌⑦
こんなことをお客さんの前で、
自分で歌っちゃっていいの？

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
が
最
初
に

演
奏
す
る
曲
を
「
ト
ゥ
ム
・
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
」（T

hum
 N

yatiti

）と

い
う
。

「
ト
ゥ
ム
」
と
は
ル
オ
ー
語
で
音

楽
の
こ
と
。「
さ
あ
こ
れ
か
ら
、

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
演
奏
を
始
め
ま

す
よ
」
と
い
う
挨
拶
代
わ
り
の
曲

で
あ
る
。

　

伝
統
的
な
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者

は
、誰
も
が
自
分
だ
け
の「
ト
ゥ
ム・

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
」
を
も
っ
て
い
る
。

ト
ゥ
ム
・
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

私
は
ア
ニ
ャ
ン
ゴ

ア
レ
ゴ
カ
ラ
プ
ー
ル
か
ら
来
た
娘

ま
る
で
猟
犬
の
よ
う

靴
も
は
か
ず
に

ト
ゲ
だ
ら
け
の
茨
の
道
を

ハ
ン
タ
ー
よ
り
も
速
く
走
る

座
っ
た
ま
ま
で
牛
を
操
る
こ
と
が

で
き
る
ア
レ
ゴ
か
ら
来
た
娘

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
を
褒
め
称
え
よ
う

盲
目
の
人
は
誰
も
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
て
も　

そ
の
手
は
プ
レ
ー
ト
に
あ
る

一
番
大
き
い
マ
ン
タ
ジ
︵
ケ
ニ
ア

の
揚
げ
パ
ン
︶
を

間
違
え
る
こ
と
は
な
い

　

ハ
ン
タ
ー
よ
り
も
速
く
走
る
だ

の
、
座
っ
た
ま
ま
で
牛
を
操
る
だ

の
と
歌
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
詰
ま

る
と
こ
ろ
「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

私
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
ス
キ
ル
は

高
い
」
と
い
う
意
味
だ
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
は
、
演
奏

中
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、
奏
者
自
身

が
い
か
に
熟
練
し
た
技
術
を
も
っ

て
い
る
か
を
、
比
喩
を
用
い
て
大

げ
さ
に
自
慢
し
た
り
、
そ
の
場
の

誰
か
を
「
こ
れ
で
も
か
」
と
お
だ

て
上
げ
た
り
す
る
。

　

し
か
も
、
そ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト

に
言
わ
ず
に
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
、
独
特
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆

使
し
て
表
現
す
る
。
こ
れ
を
「
パ

ク
ル
オ
ッ
ク
」（Pakruok

）
と

い
う
。
ル
オ
ー
民
族
固
有
の

文
化
で
あ
る
。
私
が
歌
う
伝

統
曲
に
も
、
こ
の
パ
ク
ル

オ
ッ
ク
が
随
所
に
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
伝
統
曲
と
い
え
ば
、

曲
も
歌
詞
も
変
化
し
な
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ

ど
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
、
伝

統
曲
で
あ
っ
て
も
場
所
や
時

間
、
観
客
に
よ
っ
て
歌
詞
が

変
幻
自
在
に
変
わ
る
。

　

私
が
演
奏
す
る
伝
統
曲
の

歌
詞
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

オ
ク
ム
師
匠
が
私
の
た
め
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
だ
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
習
い
た
て
の

頃
は
、
ル
オ
ー
語
の
歌
詞
の
裏
の

意
味
ま
で
考
え
る
ゆ
と
り
は
な

か
っ
た
。

　

で
も
今
と
な
っ
て
は
、
師
匠
か

ら
授
か
っ
た
詞
と
は
い
え
、
日
本

人
の
感
覚
だ
と
「
こ
ん
な
こ
と
を

お
客
さ
ん
の
前
で
、
自
分
で
歌
っ

ち
ゃ
っ
て
い
い
の
？
」
み
た
い
な

内
容
も
結
構
あ
っ
た
り
す
る
。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ WEB　10月号　□CONTENTS□
【連載】

１．TOSS KIDS報告……稲田好子氏
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子氏
３．越智敏洋のNPO運営講座19……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●全日本かるた協会を訪問しました！
　（五色百人一首協会より）
●報告！　郵便推進委員会との連携

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

１
本
物
の
か
ま
ぼ
こ
の
美
味
し
さ

「
う
ま
い
！
」

「
い
つ
も
食
べ
て
い
る

か
ま
ぼ
こ
と
違
う
」

　

子
供
た
ち
か
ら
、
自

然
と
こ
ん
な
言
葉
が
出

て
く
る
「
き
き
か
ま
ぼ
こ
体
験
」。

　

こ
の
活
動
が
体
験
で
き
る
の
が
、

毎
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
小
田
原
で
実
施
し

て
い
る
「
小
田
原
子
ど
も
伝
統
文
化

わ
く
わ
く
教
室
Ｉ
Ｎ
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ

博
物
館
」
で
あ
る
。

　

市
内
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
文

化
庁
か
ら
の
助
成
金
と
教
育
委
員
会

か
ら
の
後
援
を
頂
い
て
実
施
し
て
い

る
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
。

　

毎
年
、
募
集
を
か
け
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
定
員
一
杯
に
な
っ
て
し
ま

う
大
人
気
事
業
で
あ
る
。

２
な
ぜ
、
地
元
の
人
が
参
加

し
た
が
る
の
か
？

　

小
田
原
名
産
の
か
ま
ぼ
こ
。

　

し
か
し
、
実
は
、
地
元
の
人
た
ち

は
そ
れ
ほ
ど
か
ま
ぼ
こ
を
食
べ
る
機

会
が
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
は

高
級
品
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

最
も
高
い
も
の
だ
と
紅
白
二
本
組

で
一
万
八
〇
〇
〇
円
と
い
う
値
の
付

く
も
の
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
小
田
原
市
民
も
、
実

は
本
当
の
か
ま
ぼ
こ
の
味
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
か
ま
ぼ

こ
を
食
べ
て
み
た
い
、
か
ま
ぼ
こ
の

こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
方
が
地
元

に
も
多
い
。

　

実
際
、
食
べ
て
み
る
と
、
子
供
は

も
ち
ろ
ん
、
大
人
た
ち
も
驚
く
方
が

多
い
。

　

本
物
の
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
が
、

ス
ー
パ
ー
の
安
売
り
か
ま
ぼ
こ
と
、

ど
れ
ほ
ど
違
う
か
に
び
っ
く
り
さ
れ

る
の
だ
。

３
博
物
館
と
連
携
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

か
ま
ぼ
こ
の
知
識
だ
け
を
教
え
る

な
ら
、
私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
だ
け

で
も
で
き
る
。

　

し
か
し
、
博
物
館
の
見
学
、
ま
し

て
や
体
験
と
な
る
と
、
私
た
ち
だ
け

で
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
か
ま
ぼ
こ
の
名
店
「
鈴

廣
」
に
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

博
物
館
と
連
携
し
て
、
社
会
貢
献

１　

か
ま
ぼ
こ
博
物
館
見
学

２　

き
き
か
ま
ぼ
こ
体
験

３　

か
ま
ぼ
こ
板
の
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り

４　
「
五
色
百
人
一
首
」︵
教
育

技
術
研
究
所
︶
体
験

博
物
館
×
社
会
貢
献
活
動
＝
持
続
可
能
な

社
会
貢
献
活
動

地
域
の
博
物
館
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
で
き
る
。

山や
ま

崎ざ
き

克か
つ

洋ひ
ろ

神
奈
川
県
小
田
原
市
立
三
の
丸
小
学
校

活
動
を
実
施
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、

　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

「
鈴
廣
」
も
形
は
違
っ
て
も
、
子
供

を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
ち
ら
が
活
動
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
、
二
つ
返
事
で

プ
ラ
ン
が
決
定
し
た
の
だ
っ
た
。

　

当
日
も
、
子
供
た
ち
は
博
物
館
の

見
学
か
ら
体
験
ま
で
、
全
て
博
物
館

の
方
が
メ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
。

こ
ち
ら
の
負
担
感
も
少
な
い
た

め
、
毎
年
の
実
施
も
決
し
て
苦
で

は
な
い
。

４
自
分
た
ち
の
活
動
と
つ
な
げ
る

　

博
物
館
の
方
に
任
せ
る
こ
と
で
、

教
師
に
と
っ
て
も
負
担
感
な
く
社
会

貢
献
活
動
が
実
施
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
た
だ
任
せ
て
い
る

だ
け
で
は
、
一
緒
に
活
動
す
る
意
味

が
な
い
。

　

そ
こ
で
、
必
ず
実
施
す
る
の
が
、

る
こ
と
で
、
負
担
感
が
な
い
だ
け
で

な
く
、
中
身
の
充
実
し
た
持
続
可
能

な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。

　

五
色
百
人
一
首
練
習
会

で
あ
る
。

　

自
分
た
ち
教
師
の
強
み
を
生
か
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
「
か

ま
ぼ
こ
」
と
と
も
に
、「
五
色
百
人

一
首
」
の
魅
力
を
参
加
者
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
鈴
廣
」
の
方
に
も
、「
五

色
百
人
一
首
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
他
の
事
業
で
も
連
携

で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
博
物
館
と
連
携
す
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

TOSS SDGs教育セミナー in東京（Zoom開催）
（TOSS中央事務局　手塚美和）

向
山
日
記

向山・谷日記
七
月
二
日
㈭ 

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。
荏

原
町
の
「
亀
七
寿
司
」。

七
月
三
日
㈮ 

そ
ば
屋
で
鴨
南
蛮
。

七
月
四
日
㈯ 

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
と
神
社
へ
散

歩
。

七
月
五
日
㈰ 

テ
レ
ビ
で
将
棋
観
戦
。

七
月
六
日
㈪ 

午
前
中
、看
護
師
さ
ん
チ
ェ
ッ
ク
。

七
月
七
日
㈫ 

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。「
今

月
の
一
言
」
動
画
撮
影
。

七
月
八
日
㈬ 

「
向
山
日
記
」
の
原
稿
書
き
。

久
し
ぶ
り
に
二
子
玉
川
の
蕎
麦
屋
へ
。「
九

つ
井
」。
大
雨
。

七
月
九
日
㈭ 

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。

七
月
十
日
㈮ 

「Zoom

」
で
向
塾
フ
ェ
ス
に
参

加
。
全
国
の
先
生
方
と
飲
み
会
。
恵
理
子
、

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
参
加
。

七
月
十
一
日
㈯ 

お
台
場
ス
テ
ー
キ
。

七
月
十
三
日
㈪ 

午
前
中
、看
護
師
さ
ん
チ
ェ
ッ

ク
。
広
尾
明
治
屋
買
い
物
。
恵
理
子
と
一
緒
。

「
奥
村
」
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
。

七
月
十
四
日
㈫ 

将
棋
の
藤
井
プ
ロ
、
棋
聖
戦

に
勝
つ
。「
亀
七
寿
司
」
で
祝
う
。

七
月
十
五
日
㈬ 

日
興
証
券
と
打
ち
合
わ
せ
。

七
月
十
七
日
㈮ 

聖
路
加
国
際
病
院
。
恵
理
子

と
師
尾
先
生
と
。
そ
の
あ
と
、
広
尾
明
治
屋

で
買
い
物
。

七
月
十
八
日
㈯ 

か
ん
ち
ゃ
ん
と
コ
ン
ビ
ニ
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
セ
ッ
ト
を
買
う
。

七
月
十
九
日
㈰ 

テ
レ
ビ
で
将
棋
を
観
戦
。

七
月
二
十
一
日
㈫ 

午
前
中
、
理
学
療
法
士
さ

ん
と
散
歩
。
夜
は
、
騒
人
社
の
事
務
所
か
ら

「Zoom

」
で
愛
知
県
の
井
戸
先
生
の
Ｓ
ｕ
ｎ

ｎ
ｙ
サ
ー
ク
ル
訪
問
。
参
加
百
七
十
名
。

七
月
二
十
二
日
㈬ 

歯
医
者
。
疲
れ
た
の
で
、

「
と
う
ふ
屋
う
か
い
」
で
昼
食
。

七
月
二
十
三
日
㈭ 

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。

七
月
二
十
五
日
㈯ 

広
尾
で
買
い
物
。

七
月
二
十
六
日
㈰ 

テ
レ
ビ
で
将
棋
観
戦
。

七
月
二
十
七
日
㈪ 

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん

の
チ
ェ
ッ
ク
。
夕
方
か
ら
研
究
所
隣
の
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
打
ち
合
わ
せ
。

七
月
二
十
八
日
㈫ 

夜
は
、
騒
人
社
の
事
務
所

か
ら
「Zoom

」
で
関
西
中
央
事
務
局
訪
問
。

ま
ぶ
た
の
は
れ
で
眼
科
医
へ
。

七
月
三
十
日
㈭ 

リ
ハ
ビ
リ
、
理
学
療
法
士
。

お
台
場
ス
テ
ー
キ
。

七
月
三
十
一
日
㈮ 

向
山
洋
一
映
像
全
集
下
巻

が
完
成
。
夜
は
、
騒
人
社
の
事
務
所
か
ら

「Zoom

」
で
静
岡
掛
川
や
ら
ま
い
会
訪
問
。

2020年7月

　話題のSDGs教育、Zoomでの開催、無料のセミナー。
【開催日時】2020年10月10日（土）15：00 ～ 17：00（予定）
【参加費】無料
【主催】一般財団法人経済広報センター　NPOTOSS　騒人社
【共催】TOSS青年事務局
【講座内容（予定）】

１）「新学習指導要領を踏まえたSDGsの実践」　
対談　敬愛大学教授・全国連合

　　　　　小学校長会顧問　向山行雄氏
２）SDGsについて学んだ高校生による学習プレゼンテーション　
　　横浜翠嵐高等学校　佐藤颯氏
３）『キーワードで教える SDGs 』ワークシート活用授業　模擬授業
４）新学習指導要領を踏まえたSDGs授業・単元提案
　　山口県教諭　林健広氏（道徳や総合）
　　東京都教諭　千葉雄二氏（理科）
５）企業・学校によるSDGsの取り組み報告　16：10 ～ 16：40
　　研究校報告　郁文館夢学園　西谷知穂氏
　　企業報告　　明大特任教授　関正雄氏
６）基調提案　SDGs授業と講演　谷和樹氏
７）TOSS代表挨拶　向山洋一氏

佐賀
県

鳥栖女教師サークル

佐賀県公立小学校

三
み

上
かみ

 阿
あ

利
り

佐
さ

連絡先：alliy0129@gmail.com

女教師が集まる、元気が出るサークル！
　月１回、鳥栖市に集まってサークルを開
催！　模擬授業やレポート、指導案など、教
室の実践を持ち寄って勉強している。討論の
報告あり、図工の演習あり、学級通信の紹介
あり、楽しくて元気が出るサークル！　毎回
メンバーそれぞれがお薦めの本を持参し、紹
介している。また、サークルLINEでは日々の
悩みや教室の写真などを紹介し、互いに学び
を深めている。

奈良県
TOSS大和

奈良県私立天理小学校

田
た

中
なか

 直
なお

行
ゆき

連絡先：chokkou@gmail.com

コロナ禍に負けず、オンラインでも学び続ける！
　月に１度、第３金曜日の夜に集まり、持ち
寄った資料を検討したり、模擬授業を行った
りして授業技量向上のために皆で学んでいる。
　現在は、コロナ禍で会場に集まることが難
しいため、「Zoom」を使用してオンラインで
のサークル活動を続けている。これまで参加
が難しかった遠方の先生方や、子育て中の先
生方も参加しやすくなり、これまでとは違っ
た学びの場ができている。

10月

谷
日
記

七
月
四
日
㈯ 

産
業
セ
ミ
ナ
ー
秋
田
「Zoom

」

開
催
。代
案
と「Society5.0
」の
授
業
が
大
好

評
。
午
後
は
大
学
の
講
義
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

七
月
五
日
㈰	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
審
査

員
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

信
頼
性
、
妥
当
性
を
更
に
高
め
て
い
く
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
も
創
設
予
定
。

七
月
十
日
㈮	

向
山
塾
事
前
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
。

向
山
氏
、
師
尾
氏
も
参
加
さ
れ
、
Ｑ
Ａ
に
応

え
て
く
れ
る
。
毎
回
、
本
番
さ
な
が
ら
の
質
。

七
月
十
一
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
横
浜
。

七
月
十
二
日
㈰	

体
育
Ｍ
Ｉ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
先
生
方
の

発
表
は
リ
ア
ル
と
変
わ
ら
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
。

七
月
十
五
日
㈬	

正
進
社
と
打
合
せ
。

七
月
十
八
日
㈯	

Ｃ
Ｏ
２
セ
ミ
ナ
ー
札
幌
、
社

会
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

七
月
十
九
日
㈰	

北
海
道
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

検
定
は
で
き
な
い
が
、
講
座
は
十
分
可
能
。

七
月
二
十
日
㈪	

翔
和
学
園
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
。

七
月
二
十
五
日
㈯　

教
育
技
術
研
究
所
主
催
の

小
学
校
外
国
語
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
講
座
が
非
常
に
好
評
。

七
月
二
十
八
日
㈫	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
Ｍ
Ｔ
Ｇ
。

●お申込みは
　こちら

 × 玉川大学教授　谷和樹氏

セミナー HP
https://toss-sdgs-2020 
1010.peatix.com/
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withコロナ「３つの密」を避けながら
楽しく力が付く「新しい体育」と「新しい音楽」特集

『教育トークライン』11月号
予告　10月15日発行

谷　和樹　成田優也　鈴木恭子　桑原和彦
工藤俊輔　村田正樹　加藤三紘　大久保颯汰
関根朋子　吉川たえ　豊田雅子　大鳥真由香
丸山美香

編
集
後
記  

▼
各
自
治
体
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
合

わ
せ
て
、
遅
く
て
も
二
か
月
前
か
ら
運
動
会

の
内
容
の
吟
味
に
入
っ
て
い
ま
す
。
勤
務
校

は
徒
競
走
と
表
現
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
中

止
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
職
員
全
員
で

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
そ
し
て
地
域
に
向
け

て
学
校
が
で
き
る
こ
と
を
常
に
考
え
、
新
し

い
生
活
様
式
に
根
差
し
た
教
育
課
程
を
工
夫

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。（
橋
本
）

▼「
発
達
障
害
の
あ
る
子
を
輝
か
せ
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
」
を
宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
学
ん

だ
原
地
氏
。
子
供
を
す
か
さ
ず
褒
め
る
、
笑

顔
で
褒
め
る
、
目
を
見
て
褒
め
る
な
ど
を
実

践
さ
れ
ま
し
た
。「
最
も
大
切
な
の
は
『
人
間

と
し
て
の
存
在
感
の
教
育
』
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
向
山
洋
一
氏
の
言
葉
に
重
な
り
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。（
手
塚
）

▼「
分
か
る
」「
で
き
る
」
授
業
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
は
重
要
な
要
素
で
す
。
短
く
な
っ

た
授
業
時
間
の
中
で
、
確
実
に
「
学
力
を
保

障
す
る
た
め
の
工
夫
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
年
間
を
お
ざ
な
り
に
し
て
し
ま

う
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
当
た
り
前
の
世
界

と
大
き
な
差
が
開
く
で
し
ょ
う
。
本
誌
の
特

集
を
参
考
に
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に
授
業

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
小
嶋
）

教育トークライン：第526号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「コロナウイルス感染
対策を踏まえた学級経営」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL10　パスワード： e6bgw3

像
は、
に
す！

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。

研究授業



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
間は2020年9月15日ʙظ載঎品のタイアップܝ˒ 12月14日
※パスϫードを入ྗして、３か月間おಘにߪ入できます。

おਃ込みઌ

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

　学級文庫をたくさん用意すること、図工の作品は画びょうのヘリで留めること、プリンターやスキャ
ナーがあると便利であること。全てTOSSの先輩方から学んだことである。学級文庫が多くあれば、
いつでも「読書をして静かに待つ」ということが可能である。プリンターがあれば、「あかねこ漢字
スキル」（光村教育図書）や「あかねこ計算スキル」（光村教育図書）を忘れた子にすぐコピーを渡せる。
子供の活動や学習の機会を保証することができると同時に教師のストレスも軽減される。
　高学年になると、「自宅から本を持ってきたい」と言う子も出てくる。それぞれに面白い本を持っ
てくる。そのときに掛ける一言が「それ読み終わったら先生に貸して」である。現在は３人から借り
ている。子供との共通の話題にもなり、学ぶこともできる。

学級文庫にたくさん本を用意し、高学年の
希望者には、自宅からも持ってきてもらう。
子供とのコミュニケーションツールにもなる。

愛知県໊古԰市立東ࡩ小学校 ੨
あお

໦
き

 翔
しょう

ฏ
ㆸい

12月号
で紹介！

とびなわキング
（ブルー、レッド、イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　級別シール
　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

11月号
で紹介！

⇧背面の黒板は、その日の予定を書く以外は、
子供に開放をしている。各係から新聞や
お知らせが掲示されている。創意工夫が面白い。

⇧図工の掲示物に直接画びょうを刺さない。
画びょうのヘリで留めるのである。こうすることで、
きれいな状態で子供に返すことができる。

⇧教卓の後に設置しているプリンターとスキャナー。
急にコピーをするとき、子供のプリントをパソコンに
取り込みたいときに大活躍する。

⇧学級文庫は大量に用意する。特に人気の本は、『ガラスの仮面』
（美内すずえ著　白泉社）、『宇宙兄弟』（小山宙哉著　講談社）、
『ちはやふる』（末次由紀著　講談社）である。「青い鳥文庫」
（講談社）も人気である。

TalkLine10H2-3_入稿.indd   1 20/09/03   10:40
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特
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や
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り
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分
か
る
・
で
き
る
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業
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国
算
編
）

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年9月15日発行（毎月1回15日発行）第526号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「くじらぐも」　　　　　算数「３つのかずのけいさん」
小学2年　国語「お手紙」　　　　　　　算数「九九の習得」
小学3年　国語「サーカスのライオン」　算数「もようづくり」
小学4年　国語「ごんぎつね」　　　　　算数「概数の範囲」
小学5年　国語「たずねびと」　　　　　算数「偶数と奇数」
小学6年　国語「きつねの窓」　　　　　算数「拡大図と縮図」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「くじらぐも」　　　　　算数「３つのかずのけいさん」
小学2年　国語「お手紙」　　　　　　　算数「九九の習得」
小学3年　国語「サーカスのライオン」　算数「もようづくり」
小学4年　国語「ごんぎつね」　　　　　算数「概数の範囲」
小学5年　国語「たずねびと」　　　　　算数「偶数と奇数」
小学6年　国語「きつねの窓」　　　　　算数「拡大図と縮図」

中学校の授業実践
英語「衛生管理マニュアルに
　　　基づいた指導」
保健体育「走り高跳びの授業」

特集

医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

やっぱり基本は「分かる・
できる授業」（国算編）
やっぱり基本は「分かる・
できる授業」（国算編）

子供の自己肯定感　急速アップ子供の自己肯定感　急速アップ

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

やっぱり教師は授業が基本！
国語・算数の授業のポイントをお教えします
やっぱり教師は授業が基本！
国語・算数の授業のポイントをお教えします




